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利島村告示第３号 

 

令和８年第２回（６月）利島村議会定例会を下記のとおり招集する。 

  令和８年６月１日 

 

 

 

利島村長  村 山 将 人 

 

 

                 記 

 

１ 日  時 令和８年６月９日（火） 午前９時３０分 

 

２ 場  所 利島村役場議会室 
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不応招議員 なし 
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議事日程第１号                         ６月９日午前９時３０分開会 
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日程第 ３ 議案第３２号 利島村村税条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ４ 議案第３３号 利島村減債基金条例の一部を改正する条例の制定について 

 



 - 4 -

出席議員 ６名 

   １番   木  村  航  大  君     ２番   大  磯  元  希  君 

   ３番   石  野  美 由 紀  君     ４番   井  口     保  君 

   ５番   髙  田  竜  次  君     ６番   加  藤  大  樹  君 

 

欠席議員 なし 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

  村  長 村  山  将  人  君 副 村 長 加  藤  洋  亮  君 

  教 育 長 三  室  哲  哉  君 

総務課長 
・ 住 民 
課  長 
（兼務） 

榎  本  雅  仁  君 

  総 務 課 
調整担当 
課  長 

荻  野     了  君 
環境建設 
課  長 

上  野     崇  君 

  会計管理 
  課  長 

出  口  貴  司  君 
産業観光 
課  長 

隅     智  孝  君 

  住 民 課 
主  幹 
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議  会 
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書  記 

中  川  晃  介 
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    ◎開会及び開議の宣告 

 

                                   （午前 ９時３２分） 

〇議長（加藤大樹君） おはようございます。定刻となりました。ただいまより令和８年利島村議会

第２回定例会を開会いたします。 

 

    ◎会議録署名議員の指名 

 

〇議長（加藤大樹君） 初めに、議事録署名人を指名いたします。 

  今定例会は、１番、木村航大議員、３番、石野美由紀議員にお願いいたします。 

 

    ◎会期の決定 

 

〇議長（加藤大樹君） 会期についてお諮りいたします。 

  今定例会の会期は、本日６月９日から６月12日までの４日間といたしますが、ご異議ございませ

んか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 異議なしと認めます。 

  したがって、今定例会の会期は、本日６月９日から６月12日の４日間とします。 

  日程についてお諮りいたします。日程については、配付している日程に沿って進めたいと思いま

すが、ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 異議なしと認めます。 

  日程については、配付した資料のとおり進めます。 

 

    ◎日程第１ 行政報告 

 

〇議長（加藤大樹君） それでは、日程を進めます。 

日程１、行政報告を行います。 

  執行部より報告をお願いします。 

  榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 
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〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） おはようございます。よろしくお願いいたします。 

  行政報告を行います。この報告は令和８年第１回定例議会開会日の２週間前の翌日から令和８年

第２回定例会開会日の２週間前までの行政の重要な動きを概括的にまとめて、利島村議会に報告す

るものでございます。報告者、総務課長兼住民課長でございます。よろしくお願いいたします。 

１つ目でございます。第５次総合計画の策定についてでございます。本計画は、第４次総合計画

の計画期間終了を受け、これまでの取組の検証と社会情勢の変化、さらには村民アンケートの結果

も踏まえ、令和８年度から令和17年度までの10年間を計画期間として策定したものであります。計

画の基本理念は「300人でつくるミライ」とし、将来人口約300人の維持を目標に持続可能な村づく

りを進めてまいります。 

また、「住みたい・住み続けたい・帰ってきたい島」を将来像に掲げ、子育て、産業、福祉、防災、

協働の５つの柱に基づき施策を体系的に整理しております。策定に当たっては、総合開発審議会で

の議論に加え、アンケート調査などを通じて幅広く村民の意見を反映してございます。今後は、本

計画を村政運営の基本指針とし、村民と行政が一体となり着実に施策を推進してまいります。 

２番目でございます。新型インフルエンザ等対策行動計画の改定についてでございます。新型イ

ンフルエンザ等対策行動計画につきましては、近年の感染症対策、とりわけ新型コロナウイルス感

染症への対応で得られた知見や課題を踏まえ、見直しを行いました。今回の改定では、初動対応の

明確化、関係機関との連携強化、医療提供体制の確保、住民への情報発信の充実などを中心に、本

村の実情に即した内容へと整理してございます。今後は、本計画に基づき平時からの備えを強化し、

感染症発生時に迅速かつ適切な対応ができる体制整備に努めてまいります。 

３番目でございます。交通災害共済事業（ちょこっと共済）の廃止についてでございます。本事

業は、東京市町村総合事務組合が実施する共同事業でありますが、近年参加者数及び加入率が長期

的に減少しており、特に一般加入の落ち込みが顕著となっております。これに伴い会費収入も減少

し、事業収支は厳しい状況が続いており、基金を取り崩すことで運営を実施している状況でありま

す。将来推計においても加入率は今後さらに低下し、令和16年度には最大でも3.5％程度まで落ち込

む見込みであり、収支改善の見通しは立っておりません。こうした状況に加え、金融機関窓口の減

少等の社会環境の変化や市町村の意向調査においても、廃止または民間移行を望む声が多数を占め

たことから、本事業は令和９年度を募集最終年度とし、廃止することが決定されました。今後は民

間保険サービスへの移行や基金の取扱いについての検討が進められる予定でございます。 

私のほうから報告は以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） おはようございます。よろしくお願いいたします。行政報告、報

告者、環境建設課主幹。 
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１つ、久保里山第２住宅の完成と募集や入居の状況についてでございます。令和８年３月に久保

里山第２住宅の建設が完了しました。４月12日、13日と住民向けの内覧会を実施し、総計60名近く

の方にご参加いただき、設備などを御覧いただきました。この住宅の８戸についてですけれども、

５月に公募を行い、４名の方から応募があり、入居を決定しまして、６月以降順次入居を行ってお

ります。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） おはようございます。よろしくお願いします。行政報告、報告者環

境建設課長。 

１、少雨に伴う渇水とその対応状況について。令和７年12月10日に渇水対策本部を設置した渇水

については、３月に合計198ミリメートルの降水量があり、貯水量が70％台まで回復しました。本日

現在でございますけれども、台風６号通過に伴いまして、現在84.3％まで回復しております。その

ため令和８年３月６日に渇水対策本部を解散、可搬式浄水装置の貸与を３月31日まで受け、返却し

ました。皆様におかれましては、節水のご協力について感謝申し上げますとともに、今後も引き続

き日常生活における節水のご協力をお願いいたします。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） おはようございます。よろしくお願いいたします。行政報告、報告

者、産業観光課長。 

１、「まごとえんがわ」について。３Ｃ補助事業を活用して整備を進めておりました複合型サテラ

イトオフィスにつきましては、名称を「まごとえんがわ」と改め、本年４月１日から運用を開始し

ました。４月の利用状況につきましては、延べ1,174人で、内訳は、「やまがわ」施設で344人、「う

みがわ」施設で830人となっております。多くの方々にご利用いただいている状況でございます。今

後につきましても、運用方法の適宜見直しを行いまして、住民の皆様はもとより、仕事や観光でご

来島される方々にとって、それぞれの目的に応じて利用しやすい環境の整備に努めてまいります。 

２、椿害虫薬剤散布について。椿害虫への対策として、５月２日から５月17日までの期間におい

て薬剤散布を実施しました。当初実施予定の面積は80ヘクタールとしておりましたが、害虫の発生

状況を踏まえ、日立・小浜線及びアカグヨリ線の区域を追加し、最終的に87ヘクタールで実施して

おります。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 以上で行政報告を終了とし、日程を進めます。 
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    ◎日程第２ 一般質問 

 

〇議長（加藤大樹君） 日程２、一般質問を行います。 

質問の順番は、４番、井口保議員より行います。 

それでは、井口議員、お願いします。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） それでは、私のほうから一般質問をさせていただきます。 

まず、第１点目です。学校校庭について。校庭が芝生化されて大分たちます。このところ年々雑

草が多くなっているように見受けられますが、芝の張り替えをしていくことを考えているか質問さ

せていただきます。よろしくお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） おはようございます。井口議員のご質問にお答えいたします。 

まず、議員ご質問の校庭の芝生化、今後の維持管理、そして張り替えの検討についてでございま

すけれども、利島村の学校校庭につきましては、子供たちが伸び伸びと体を動かして豊かな感性を

育む環境づくりの一環として芝生化を推進しております。整備から相応の年数が経過する中で、ご

指摘のとおり部分的な雑草の繁茂や芝の擦り切れなど経年による課題も生じていることも認識して

おります。 

今後の対応につきましては、一度に大規模な張り替えというのを行うことは、今のところ検討は

しておりませんけれども、日常的なメンテナンスや計画的な部分補修を継続して推進していく方針

でございます。具体的には毎年の予算の中で雑草の抜取りや肥料の散布、土壌への空気注入といっ

た管理や部分的な補修を計画的に継続していきたいと思っております。限られた財源の中で効率的

な維持管理に努めて、子供たちが安全に、そして気持ちよく活動できる校庭の環境をしっかり整え

ていきたいと思っております。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） ただいま教育長からご答弁いただきました。皆さん見て分かると思うのです

が、今現在の芝生は、雑草のほうが我が物顔で青々としていて、何かそちらが芝ではないかと思う

ぐらいなのです。それで、私もずっと見てきていたのですが、とにかくこれちょっともうそろそろ

部分的にでも何でも張り替えていかなければならないだろうという考えがありまして、それで今回

質問させていただいております。これ全面張り替えするということは相当な予算もかかりますし、
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それは多分無理だろうと。そういった中で、部分張り替えを何年かかけてやっていくしかないだろ

うなという考えを持っています。 

先ほど教育長のほうからご答弁いただいたように、とにかく子供たちが芝生の中で運動なりなん

なりをやっていけるような体制が必要だろうと思うのです。今の校庭を見てみると、雑草が我が物

顔なのです。とにかくこういったところを少しでも直していかなければいけないだろうという観点

から、私は今回の質問にさせていただきました。一応私のほうでどのぐらいのあれでやっていくの

ですかということをお聞きしても、それはちょっと無理だろうと、予算の関係上。その辺で何とか、

何年かかけて部分張り替え、そこら辺をやっていただければありがたいなと思うのです。一応どの

ぐらいの目安をしているのか、お答えをお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） 井口議員のご質問にお答えいたします。 

目安となりますと、先ほどご答弁させていただいたとおりでございまして、特に具体的な計画を

立てている段階ではございません。こちらも思いとしては、議員と同じように、私もできることな

らという思いは同じなのですけれども、やはり予算もかかることであるのと同時に、こちらは体制

の問題でもあるのですけれども、教育委員会事務局職員の数にも応じて、全てのことをしっかりと

やり切るだけのこともなかなか難しい現状でございますので、日々の契約、伝票処理、その他に追

われている現状もありますので、そういったことも含めて業務整理を進めながら、しかるべきとき

にはしっかり検討をさせていただきたいと思っておりますけれども、現状では特段、計画を立てて

いる段階ではございません。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） ということは、今のところ何年かとかそういった計画は立てていないという

ご答弁でしたが、やっぱりある程度目安を持っていかないと、予算を取っていただくにしても、大

体３年かかる、４年かかるというようなことを考えてやっていただかないと、これ延び延びになっ

ていくと、いつやってくれるのだという形になりますので、そこら辺はよく計画を立ててやってい

ただきたいなと思っております。これ予算も大分かかるのかなとは思っていますから、それで部分

張り替えをしたほうがよいだろうという考えの下に言っておりますので、何とかうまく計画してい

ただいて。今この場で何年でやりますとは言えないでしょうから、とにかくちゃんとした計画を持

って、なるべく早めにやっていただきたいなと思っております。これについてはご答弁は結構でご

ざいます。 

次に、久保里山第２住宅の擁壁について質問させていただきます。このことについて、私だけで
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はなく、他の住民の方からもちょっとそういった話が出てきたもので、今回質問させていただいて

おります。よろしくお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 井口議員のご質問にお答えいたします。 

久保里山第２住宅の擁壁の工事ですけれども、現在のところ予定はありませんが、適宜状況確認

を行って防災上必要な措置などを講じてまいりたいと考えております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） 実はこのことについて、住民の方からちょっと私のほうに質問がございまし

て、それで住宅の後ろのことについて、あれは一体どうなっているのだと。東側のほうがあまりに

も危険ではないかというようなことを言われまして、私も見に行ってきました。そうしたところ、

やっぱり東側のほうが、いや、ちょっとこれは危ないかなというような感覚を得たものですから、

いやこれはどうやったらできるのかなということも考えて、今回一般質問させていただいておりま

す。とにかく下の地主さん、これ先ほどお聞きしたら、村とある住民の方のところみたいなのです

が、そこいら辺では、ただこれは椿山というのはきっぱらいをやるので、砂利やなんかが下へ落ち

ると足に当たるのですよ、切るときに。そうすると膝に結構痛い衝撃が来るもので、そこら辺で、

いや、これもし崩れたりなんだりしたら嫌だろうなと思ったものだから今回質問させてもらってい

るのですが、そうすると今のところそういったものに対してやっていく考えは今のところはないと。

ただ、状況を鑑みて適時やっていきますよというご答弁だろうと思うのですが、そういった形でい

いのか悪いのか、私は住民の方にもちょっと説明していかなければならないもので、そこら辺であ

る程度の村の考え方。ただ、崩れてからではなくて、ある程度のことは防がなければならないだろ

うと思うので、そこら辺はいかがでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 井口議員のご質問にお答えいたします。 

まず、建設をした場所、地盤についてですけれども、建設をする前にボーリング調査などで地質

の強度などの調査を行ったり、実際に建設を行う前には地盤改良の工事作業も行わせていただいて

おります。あわせて、この５月に実際に現地で砂利のちょっと流出をしているという状況を村のほ

うでも確認をしておりまして、流出をした箇所に防草シートなどのシートをちょっと敷設させてい

ただきまして、あとシートと土のうを設置させていただきまして、流出を食い止めるというような

対応をさせていただいております。現在は、その後の状況を今確認というか行っているところでし
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て、先日来の大雨などでは、部分的にそれで対応がクリアできている部分というのもありますし、

もう少し補強なりを行わなければいけないという部分もあるのですけれども、民地側に関しては、

おおむね対応ができていると把握をしております。その作業を終わった後ですけれども、砂利とか

既に流出してしまったものに関しては除去の作業、清掃の作業も併せて行わせていただいておりま

す。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） やっぱり少しでもそういったあれがあったということで、そこは対応しまし

たよというご答弁だろうと思うのですが、住宅が建っているところについてはボーリングや何かし

て安全だということは確認されているのだろうとは思います。ただ、後ろの擁壁を見ると、何で最

初擁壁をやらなかったのだという考えが私にもあるのです。最初擁壁をやってから住宅を建てるべ

きであろうという考えがあったものですから、なるほど住民さんもちゃんとしたところを見ている

のだなということで、今回質問させていただいているのですが、とにかく落ちたから対応していく

というようなやり方をやっていくと後手後手に回ってしまうのだよね。被害が出てから対応します。

何で最初に擁壁を行わなかったのかということなのです。そこら辺は村のほうでもある程度の考え

があってのことだろうとは考えておりますけれども、やっぱりこういった建物を造るときにはちゃ

んとした擁壁を先にやって、それで建設していくことが正解ではないかなと思うので今回質問させ

ていただきました。今後ともそういった土砂崩れやなんかがあったときにはすぐに対応していただ

くようにお願いしておきます。これについてご答弁は結構でございます。 

それと、最後にもう一点、これも住民さんのほうから出てきたことなのですが、そこで私、実は

村内業者に対してのことなのですが、村内業者ができるものは村内業者にやらせてくださいという

ことは前々から申し上げております。そこで、私のほうから、村内業者でできるものがやっていな

いということは、一体どのような考えで村はやっているのか、そこら辺を、申し訳ございませんが、

一般質問の追加でさせていただきます。よろしく村のお考えをお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 加藤副村長。 

          〔副村長（加藤洋亮君）登壇〕 

〇副村長（加藤洋亮君） すみません、ちょっと事前通告いただいていないので、どの契約のことを

おっしゃっているのかちょっと分からないので、一旦事前に役場にご相談いただいてお話しさせて

いただければと思いますので、この場では差し控えさせていただければと思います。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 
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〇４番（井口 保君） 確かにこれ一般質問、私が出した後、ちょっとお話が来てしまったもので、

それで、いや困ったなと思ったのです。だけれども、これ言われた以上、やっぱりちょっと村のほ

うにも言わなければいけないのかなと思って、今回追加で一般質問させていただいているのですが、

ただ私のほうとしては、村の業者の方ができることは村の業者さんにお任せしてくださいよという

ことを私は申し上げているので、そこら辺は村の考えとして、いやいやそんな業者なんてどうでも

いいのだと。村のやりたいようにやっていくのだという考えなのか、それともやっぱり村のほうが

ある程度その村の業者を育てるためにも、要するに村内業者を育てていくべきだろうと私は思って

います。そういった観点で、今回急に質問させてもらって申し訳ないのですが、そこら辺、ちょっ

と後で副村長のほうから、通告がなかったので、できたら後でというようなことですので、後で私、

副村長とよく討論させていただきたいなと思っておりますので、よろしくお願いします。 

以上で私のほうは終わります。 

〇議長（加藤大樹君） 以上で井口議員の一般質問を終わります。 

続いて、５番、髙田竜次副議長の質問を許します。 

  髙田議員、お願いします。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） 副議長の髙田でございます。よろしくお願いいたします。 

私の一般質問のほうでは、大規模公共事業を例として、村の財政運営の考え方についてお伺いい

たします。今年３月の定例議会では、焼却場整備に係る債務負担行為を審議し、５月の臨時議会で

は物価高騰への対応として基金の目的の拡大を審議いたしました。この２つの理解を通じて見えて

きたものは、将来の大型起債による財政の圧迫と、当面の資金繰りの逼迫が同時に進行していると

いう状況です。今回の焼却場の更新が完了した後も、水道、学校、住宅をはじめとする多くのイン

フラ設備の更新を控えております。物価高騰が続く厳しい財政環境の中で、これらに順次対応して

いかなければなりません。財政余力が限られる中で、どのような基準と計画を基に優先順位をつけ、

財政とのバランスを取りながら実施していくのか、その考え方を明確にしていただくことが今回の

質問の目的です。地方債と財政の持続可能性、一般財源基金の活用方針、財政運営の判断基準、中

長期財政計画という４つの視点から順にお伺いいたします。 

初めに、地方債と財政の持続可能性についてお伺いいたします。３月の議会においては、焼却場

整備に係る起債によって実質公債費比率が現在の6.8％から18％に達する可能性が示されました。償

還期間中にほかの事業への財政的余力が失われるのではないかという懸念に対しては、他事業では

補助金比率の高い財源を活用すること、今回の予算額は最大値であり、今後精査を行うことで対応

するとの答弁をいただきました。これらの方針は一定理解いたしますが、持続可能な財政運営を可

能と判断した推計の前提条件と判断の根拠については具体的に示されておりません。改めてこの場

で確認させてください。 



 - 13 -

あわせて、推計の実績が乖離した場合のリスクと実質公債費比率が18％水準で、実務上の制約に

ついてもお伺いいたします。 

まず１問目、現在の実質公債費比率6.8％について、分子である元利償還金相当額と分母である標

準財政規模、それぞれ主な構成要素と直近の金額をお示しください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 髙田副議長のご質問にお答えします。 

現在の実質公債費比率6.8％については、地方財政状況と調査等に基づき過去３か年の平均により

算定されている財政指標です。分子となる公債費相当額については、主として地方債の元利償還金

に加え一部事務組合等に対する負担金のうち、公債費に準ずるものなどが含まれております。一方、

地方交付税措置の対象となる部分については控除される仕組みとなってございます。また、分母と

なる標準財政規模については、地方交付税や地方税等の基礎とした村の一般的な財源規模を示すも

のでございます。直近の令和６年度決算では、分子については約2,731万円、分母については４億

306万円ですが、個別の構成要素及び直近の金額については、必要に応じた資料等でお示ししたいと

思っております。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 

続きまして、起債後に実質公債費比率が18％に達する可能性があると以前ご答弁いただいており

ますが、この推計はどのような前提条件に基づいているでしょうか。特に償還年数、金利の設定に

ついて推計の考え方も併せてお示しください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 髙田副議長のご質問にお答えします。 

18％の推計の前提条件でございますが、焼却施設の整備に係る起債後の実質公債費比率が18％程

度に近づく可能性については、一定の前提条件を置いた試算として整理してございます。具体的に

は事業費、起債額、償還期間、借入れ利率、交付税措置の内容、あとは標準財政規模の見込み等に

ついて、現時点で想定し得る条件を置いた上で試算を行っているところではございます。償還年数

につきましては、一般廃棄物処理債における最長年数の30年を基本とし、金利につきましては、直

近の実績に余裕の率を見込んで試算しています。一方で、これらはあくまでも現時点の想定に基づ

く試算でありまして、実際の借入れ条件や事業費、交付税措置、標準財政規模等によって変動する

ものでございます。 
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以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。現在まだ推計の段階でありますので、まだ確定して

いない要素が多分にあるというところで、余裕も見込んでお見積りいただいているということで理

解いたしました。 

続きまして、一般廃棄物処理事業債の交付税の算入についてお伺いいたします。措置率、国補助

対象が50％、対象外については30％、それぞれどの部分に適用されるのか、参入の考え方をお示し

ください。また、この参入により実質公債費比率の推計にどの程度軽減効果があると見込んでいま

すか、お答えください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 髙田副議長のご質問にお答えします。 

交付税の部分のお話になってくるかなと思っています。一般廃棄物処理事業債に係る交付税措置

については、国の制度に基づき補助対象部分と補助対象外部分でそれぞれ異なる措置率が適用され

る仕組みとなっております。具体的には副議長からのご質問でもありましたけれども、国庫補助対

象部分については50％、補助対象外の部分については30％を基本として元利償還の一部が本年の普

通交付税の算定において措置されるものでございます。この交付税措置は、実質公債費比率の算定

の上でも一定の控除要素として反映されるため、結果として財政負担の平準化や指標上の負担軽減

につながるものと認識してございます。 

なお、比率への具体的な影響については、事業費は借入れ条件等によって変動するため、今後の

精査の中で整理していきますが、国庫対象経費の金額が低いことから30％算入の割合が高くなる見

込みでございます。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。事業の性質上、30％算入の割合が高くなるという見

込みについて理解いたしました。 

続きまして、財政負担の持続可能性の判断についてお願いいたします。交付税算入を考慮した上

での村の実質的な財政負担について、中長期的に持続可能な水準と判断しているでしょうか。その

判断の根拠となる指標と考え方をお示しください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 
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〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 髙田副議長のご質問にお答えいたします。 

村といたしましては、焼却施設整備につきましては、住民生活や公衆衛生を維持する上で必要不

可欠な基盤施設であると認識してございます。その上で、持続可能性の判断については、単に単年

度の財政負担だけではなく、実質公債費比率また将来負担の見通し、基金残高、経常収支の状況、

交付税措置等の影響など複数の指標を総合的に勘案し、判断してまいります。特に実質公債費比率

につきましては重要な管理指標の一つであり、東京都との協議も踏まえ18％を超えない範囲で財政

運営を行うことを基本としてございます。また、将来的な財政負担につきましても、事業費や財源

更正の精査を進めながら、中長期的な財政の持続可能性を確保できるよう管理してまいります。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。財政運営の持続可能性については、あらゆる指標を

総合的に判断する。その上で、実質公債費比率に関しては18％を下回るような形で管理をしていく

ということで理解いたしました。 

続きまして、実質公債費比率の18％水準での実務上の制約についてお伺いいたします。実質公債

費比率が18％以上となった場合、起債許可申請など実務上どのような制約が生じるでしょうか。ま

た、その制約がほかの事業の起債や執行に与える影響を具体的にお示しください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 髙田副議長のご質問にお答えします。 

18％水準での実務上の制約についてといったところでございます。実質公債費比率が18％以上と

なった場合につきましては、地方債制度上、起債に際しまして許可が必要となるなど財政運営上の

制約が生じることとなります。具体的には地方債の協議制度から許可制度に移行しまして、起債内

容についてより慎重な確認が求められることになります。そのため、他の事業に係る起債計画につ

いても、優先順位や財源更正の見直しが必要となる可能性があり、事業執行全体に影響が想定され

ます。村としましては、こうした状況を回避する観点からも、実質公債費比率を重要な管理指標と

して位置づけておりまして、18％を超えない水準を基本として計画的な財政運営に努めてまいりま

す。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 

続きまして、推計の前提が変化した場合のリスクについてお伺いいたします。今回の起債に係る
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実質公債費比率の推計は、幾つかの前提条件に基づく見込みであります。推計と実績が乖離する要

因として、金利変動、標準財政規模の変動、今後の追加的な財政負担や追加起債の必要性などが考

えられますが、村としてリスクが高いと認識している要因は何でしょうか。また、そのリスクが顕

在化した場合、実質公債費比率にどの程度影響が生じると見込んでいるでしょうか、お答えをお願

いします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 副議長のご指摘のとおり、実質公債費比率の推計は一定の前提条

件に基づく見込みであり、将来的に変動する可能性がございます。現時点で特に注視している要因

といたしましては、近年の物価高騰や人件費上昇等による事業費の変動であり、結果として起債額

や一般財源の負担に影響を及ぼす可能性があるものと認識してございます。加えて、金利動向や標

準財政規模の変動、今後の公共施設更新の需要など複数の要因が指標に影響を及ぼす可能性がある

と考えております。こうした状況を踏まえ、村としましては、修正設計が終わり事業費の見込みが

変化すると、状況が変化した際には適宜資産を更新し、必要に応じて事業手法や財源更正の見直し

を行うことで実質公債費比率が過度に上昇しないよう管理してまいりたいと考えております。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。この推計段階では、現在、国際情勢も含めまして物

価変動等大きなリスクを抱えている状況で事業を推し進めていかなければいけないことは認識して

おります。 

次の項目に移る前に、この地方債について１点追加で質問させていただきます。今回の起債によ

り実質公債費比率が18％を僅かに下回る水準で推移する、推計が見込みどおりだった場合について、

18％超を回避するという方針の下では、追加の大規模起債が事実上困難になると考えられます。今

回の事業単体では18％以内に収まる見込みであっても、この起債によって財政的な余力を失い、水

道施設をはじめとする他のインフラの更新需要が生じた際に、中長期的な財政の硬直化を招くので

はないかと懸念をしております。この点について認識をお伺いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 髙田議員からのご質問で、先ほど来、実質公債費比率の根拠、そ

れからそれを超えた際の対応、もしくはそのリスクに関してご質問をいただいたかなというところ

です。今後につきまして、他の事業につきまして現時点で明確な答弁はできないかなというところ

ですが、影響が出てくるとは思われます。ただ、先ほど総務課長のほうからも答弁があったとおり、
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数字的なリスクでは負担、もちろんあるのですけれども、施設そのものが、この利島村、そもそも

維持運営するためには必要だという観点から、また優先順位の上で最も高いというところも含めて、

現在整備に向けて努力をしているものであります。その中で他の事業、水道施設ももちろんそうで

すけれども、同時にほかの施設、この庁舎もしくは学校施設の更新もしていかなければいけないと、

そういったこともある中で、起債、借金ができなくなってしまうというところも含めて、総合的に

やはり判断していかなければいけないかなというふうに考えております。現時点では、繰り返しに

なりますけれども、実質公債費比率18％を余力といいますか上限、一番危ないというか厳しい条件

で見てのものですが、当然それを指標の一つとはしつつも下回るため、もっと下げていくというよ

うな努力を現時点でもしているところであります。今後どうなるかはまた正直不透明な部分があり

ますが、その時点で議会の皆様、住民の皆様にはお示ししていき、ご理解を賜りたいなというふう

に考えております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ご答弁ありがとうございます。焼却場もそうですが、住民の衛生環境を整え

ていく際、あと自治体としてしっかりとそういったごみのところもサービスとしてやっていけると

いうことを担保することは、自治体としても非常に重要であり、必須の事項なのだということは理

解した上でご質問させていただきました。 

  続きまして、一般財源と基金の活用方針についてお伺いいたします。３月の議会において、焼却

場の一般財源２億800万円については、経常収入の範囲内で対応するとの答弁がありました。しかし、

経常収入の内訳と見込額の根拠は示されておらず、物価高騰が続く現状において経常収入のみで賄

い切れるかどうかは慎重に見極める必要があると考えております。５月の臨時議会では、こうした

財源手当ての柔軟性を確保するために、公共施設整備基金の使途を拡大いたしました。今後、焼却

場の償還と並行して、水道、学校など他の大型事業も控える中で、経常収入と各種基金をどのよう

な考え方、判断基準の下で運用していくのか、この場で確認させてください。 

１問目、公共施設整備に使える基金の種類についてお伺いいたします。村として公共施設整備の

財源として活用できる基金を全てお示しください。公共施設整備基金と財政調整基金以外にも活用

可能な基金があれば併せてそれぞれ用途もお示しください。よろしくお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 髙田副議長のご質問にお答えします。 

公共施設整備に使える基金の種類についてでございますが、公共施設整備に活用可能な基金につ

きましては、主といたしまして公共施設、副議長のほうからもお示しされましたけれども、５月に
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条例改正させていただいた公共施設整備基金と、また財政調整基金を想定してございます。公共施

設整備基金につきましては、公共施設等の整備に要する財源として設置しているものであります。

施設整備に直接活用することを目的としております。また、財政調整基金につきましては、年度間

の財源調整や災害等の不測の事態への対応を目的とする基金であり、必要に応じて活用可能な財源

として位置づけられております。このほか個別の基金につきましても、設置目的及び条例上の使途

との整合性を踏まえながら、活用の可能性について個別に判断していくこととなります。 

なお、基金活用に当たっては目的外運用とならないように、基金本来の趣旨を踏まえて適切な運

用を行ってまいります。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 

続きまして、ただいまお示しいただきました各基金について、現在残高と令和８年度末の残高見

通しをお示しください。今年度予定されている繰入れや積立ての見込みも含めてお聞きできればと

思います。よろしくお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 各基金の現在残高と年度末の見通しについてでございます。各基

金の現在残高及び令和８年度末の残高見通しについては、現時点で予定しております積立て及び繰

入れ見込みを踏まえて整理を進めてまいるところでございます。ただし、基金残高につきましては、

令和８年度末につきましては、今後の補正予算や事業進捗、交付税等の歳入状況により変動する可

能性があるため、現時点で固定的な数字を申し上げる段階にないと、こういうふうに考えてござい

ます。最新の状況につきましては、それぞれ予算審議の機会を通じて必要な情報提供に努めてまい

ります。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） 出口会計管理課長。 

          〔会計管理課長（出口貴司君）登壇〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） 髙田副議長のご質問にありました基金残高について、一応４月１日

の時点でよろしいですか。４月１日の時点ですけれども、財政調整基金が約６億6,000万、減債基金

が１億5,600万、あと土地開発基金が3,500万、奨学資金が1,800万、災害復旧資金貸付基金が約

2,000万、公共的経済団体運営安定化資金の貸付基金が1,200万、特別会計の国民健康保険給付費財

政調整基金が8,400万、国民健康保険の診療所の財政調整基金のほうが約9,000万、介護保険の基金

が2,100万、庁舎建設費、すみません、名前変わりましたけれども、これが４億2,000万、あと森林
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環境税が500万、あと利島村出会いと交流応援基金が200万で、合計15億2,951万1,437円となってい

ます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） 詳細なご答弁ありがとうございました。 

続きまして、基金と経常収入の組合せの方針についてお伺いいたします。物価高騰や社会情勢の

変化により経常収入のみで一般財源負担分を賄うことが難しい状況も想定されます。その場合、経

常収入に加え、今回使途を拡大した公共施設整備基金をはじめとする各種基金をどのような考え方

で組み合わせて対応していくのか、現時点での方針をお示しください。基金取崩しを行う場合の判

断基準も併せてお示しください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 髙田副議長のご質問にお答えします。 

焼却施設整備に伴う一般財源の負担については、将来的な交付税措置や年度間の財政負担の平準

化も踏まえながら、基本的には経常的な財源の範囲内で対応していく考えでございます。ここで言

う経常収入については普通交付税、地方税、地方譲与税等の一般財源を活用した歳入を想定してご

ざいます。ただし、事業期間全体を通じて経常収入、基金活用、歳出調整など組み合わせながら持

続可能な形で財源の確保を図っていく考えでございます。そのため、経常収入の範囲内とは、ほか

行政サービスとの均衡を図りつつ、長中期的な財政運営の中で対応可能な範囲を示すものと考えて

ございます。 

基金との組合せについてもですか。物価高騰の影響により当初の見込みどおりに財政運営が進ま

ない可能性も想定されています。その場合については、まず事業費精査や財源更正の見直しを行っ

た上で、経常収入とバランスを踏まえながら、必要に応じて公共施設整備基金をはじめとする基金

の活用を検討していきたいと考えております。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 

続きまして、基金残高の下限ラインと支出需要への対応についてお伺いいたします。財政調整基

金につきまして、緊急時の備えとして最低限確保すべき残高の内部基準はあるでしょうか。具体的

な金額、または標準財政規模に対する割合でお示しください。 

また、公共施設整備基金については、当該事業の一般財源負担２億800万に対して現在の残高でど
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の程度カバーする見込みかお示しください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 髙田副議長のご質問にお答えします。 

財政調整基金につきましては、災害対応や急激な財政需要に備える重要な基金であると認識して

ございます。一方で、最低残高につきましては、一定の固定的な基準を設けるのではなく、村の財

政規模、災害リスク、今後の投資需要等を踏まえながら、一定の安全性を確保できる水準を維持す

る考え方でございます。また、公共施設整備基金につきましては、焼却施設整備に係る一般財源負

担への活用の可能性を含めて検討してまいりますが、ほかの公共施設の更新事業も見据えながら、

単一事業への充当だけでなく、中長期的な視点で活用方針を判断していきたいと考えております。

現時点で事業費や財源更正などが確定していない部分もあることから、具体的な充当割合等につい

ては、今後精査してまいります。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。基金の取扱いにつきましては、どこに充当するかと

いったところも踏まえて、総合的な判断、各種事業との兼ね合いを含めて判断していかなければい

けないことだということは理解しております。その上で、前臨時議会で用途を拡大したところも含

めまして、こういった情勢の変化に対応していく中で、しっかりと柔軟な財源の確保と運用をして

いかなければいけないというところで、そこの財政規律を我々議会も含めてしっかりと監視してい

かなければいけないということは考えておりますので、引き続き基金の残高と使用用途が固まった

予算審議の際には、引き続きご質問させていただければと思っております。 

  続きまして、財政運営の判断基準についてお伺いいたします。ここまでの質疑で地方債と財政の

持続可能性と一般財源、基金の活用方針を確認してきました。住民生活に必要なサービスを維持す

るために大きな財政出動が求められる場面があることは理解しています。しかし、必要だから進め

るといった定性的な判断だけでは、どこで財政的な歯止めをかけるのかが外から見えにくい状況で

す。事業を継続する、縮小する、凍結するといった判断を村としてどのような基準に基づいて行っ

ているのか、この場で確認させてください。 

１問目、事業継続、凍結の定量的な判断基準についてお伺いいたします。大型事業を継続または

凍結、縮小するための内部的な判断基準はありますか。例えば実質公債費比率が何％を超える見込

みになった場合であったり、当初見積りから何％事業費が増加した場合といった定量的なラインが

設けられているかをお伺いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 
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          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 髙田副議長のご質問にお答えします。 

事業継続、凍結等々の定量的な判断基準についてでございますが、大型事業の継続または凍結、

縮小に係る判断につきましては、単一の定量基準をもって機械的に判断する考え方は取ってござい

ません。副議長ご指摘のように実質公債費比率ですとか事業費の増加率など重要な指標であるとは

認識してございますが、地方自治の財政運営につきましては、単一の指標のみで判断できるもので

はなく、財政状況や住民サービスへの影響、事業の必要性を総合的に勘案する必要があると考えて

ございます。そのため実質公債費比率、基金残高、一般財源負担、また将来的な維持管理費、他事

業への影響など複数の要素を踏まえながらその都度総合的に判断してまいります。 

なお、実質公債費比率につきましては、地方債の制度上重要な指標であることから18％を超えな

いことを基本とし、財政運営を進めてまいります。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ご答弁ありがとうございます。 

続きまして、今のご答弁に関連してお伺いいたします。総合的な判断が必要というところは十分

理解しておるのですが、明文化された定量的な基準が一旦ないという前提でお伺いしますが、その

場合、どのような考え方で事業継続の限界を判断しているのでしょうか。そこも総合的な判断とい

うとそれまでになってしまうのですが、もう少し具体的な何か判断基準等があればお伺いできれば

と思います。焼却場のようなすごく住民にとって必要な更新の際には財政規律と住民サービスの必

要性をどのように両立させていく方針なのか、そこも併せてご見解をお伺いできればと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 基本的には先ほど来、答弁を続けております実質公債費比率が一つの指標と

いえば指標になってくるかなというところでありますが、全体的なところは総合的に判断させてい

ただきますという答弁を繰り返しさせていただいているところですが、やはりどこかで判断をしな

ければいけないというところになります。やはり数字だけではなく、緊急性ですとか将来の住民の

皆様の生活に負担になる部分とか、そういった部分でどうしても判断、その場で決めていかなけれ

ばいけないというふうに考えております。なので、それが正直、定量的な基準を設けていたほうが

判断としては簡単なのかなというところもありますが、定性的とまでは言いませんけれども、その

他の事業、島内の需要とか、あと現施設の老朽化具合とか、ごみの量とか、そういったものによっ

て住民の皆様にいかに負担が強いられるかというところも判断の大きなファクターになるかなとい

うふうに考えております。 
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以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ご答弁ありがとうございます。この項目について１点追加で質問させていた

だければと思います。財政状況が変化した際に、事業費、施工方法、財源更正、事業時期等を見直

す等のご答弁をいただいておりますが、その変化に備えた具体的な検討というのは既に行われてい

るでしょうか。行われている場合については、現時点で示せる範囲で内容をお聞かせいただければ

と思います。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） お示しできるものはないというところが、結論としては今の時点での答弁に

なるかなと思います。ただ、何もしていないわけではなく、様々な調査、情報を集めているという

ところであります。また、村単体での判断によらず、国とか東京都の補助金、そういったものの活

用の時期、タイミング、スケジュールもありますので、総合的にいろいろなものを進めていきたい

なというふうに考えている中で、スケジュールとしては、３月の議会でお示ししたとおり進めてい

きたいというふうに現時点では考えております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。ここでは財政運営の判断基準についてお伺いしてま

いりました。焼却場だったり、そういった住民サービスの根幹に関わるような事業に関して、やっ

ていかなければいけないというところも重々承知した上で、それでも財政規律のバランスについて

はしっかり見ていかなければいけないというところをお伺いするために判断基準についてお伺いさ

せていただきました。 

  続きまして、大規模起債を伴う予算審議と中長期の財政計画についてお伺いいたします。先ほど

来お伺いしてきている判断基準を支える情報として、最後に大型起債を伴う予算審議の在り方につ

いてお伺いできればと思います。大規模な起債を伴う予算は、可決された時点から将来の財政を数

十年単位で拘束します。現状の予算審議では、個別事業の必要性と財源については確認できても、

村の財政全体への中長期的な影響を示す情報は提示されていません。また、予算委員会等を設けて

いない利島村では予算審議が本会議のみで行われ、長期的な視点での十分な審議が行われにくい環

境にあります。本来であれば、地方債の持続可能性や財政の中長期的な見通し、財政運営の判断基

準といった情報をあらかじめ共有した上で予算の議決に挑むことが理想です。今回の質問で明らか

にしてきた内容は、本来その段階で把握されていることが理想であると考えています。議会側の準
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備や質疑の質についても改善の余地があることは認識しております。その上で、仕組みとして改善

できる部分もあると考えており、その観点から以下お伺いいたします。 

１問目、中長期財政シミュレーションの作成について。村として今後控える大型事業を含めた中

長期の財政シミュレーションは作成されているでしょうか。作成されている場合は、その概要をお

示しください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 髙田副議長のご質問にお答えします。 

焼却施設のような大規模事業につきましては、公債費負担、基金残高、一般財源への影響などを

踏まえながら中長期的な財政負担を見据えた検討を行っているところでございます。一方で、地方

交付税、物価変動、また国制度、基金等の変動要因が大きく、中長期的な見通し、長期的見通しに

ついては、前提条件により大きく変化する性質があることから、固定的な計画としてではなく、そ

の都度見直しを行うような形で活用しているところでございます。今後につきましても、財政見通

しを踏まえながら持続可能な財政運営を努めてまいります。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。今お示しいただきましたシミュレーションにつきま

して、近年の激しい物価情勢変化による物価高騰等があると思います。近年の物価高騰を反映した

再計算などは行われているでしょうか。行われていない場合、現在の物価水準での再計算を行う考

えはあるでしょうか、お伺いできればと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 髙田副議長のご質問にお答えします。 

物価上昇を反映した再計算についてでございますが、近年の物価高騰や人件費上昇については、

公共事業費に大きな影響を及ぼす要因であるということは認識してございます。そのため事業費見

込みや財政見通しにつきましても、最新の社会経済情勢を踏まえながら必要な見直しや試算を行っ

ているところでございます。今後につきましても、事業費の変動や制度変更等を踏まえながら、必

要に応じて財政見通しの更新を行い、適切な財政運営に努めてまいりたいと考えております。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。 
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続きまして、大規模起債時の予算審議へのセットの提示についてお伺いいたします。大規模な起

債を伴う予算を審議する際に、中長期財政シミュレーションを併せて議会にお示しいただくことで、

より中長期的な視点で審議が可能になると考えます。そのような形で情報提供を今後慣例として検

討する考えはあるでしょうか、お伺いできればと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 髙田副議長のご提案のとおり、大規模起債を伴う予算審議に際し

て、中長期財政シミュレーションを併せて示すことにつきましては、議会においても中長期的な視

点から議論する上で一つの考え方であるということは十分認識してございます。一方で、中長期の

財政見通しにつきましては、前提条件となります変動幅が大きく、確定的な将来見通しとして示す

ことが難しい側面もあります。そのためどのような形で情報提供を行うことが適切かについては、

資料の内容や示し方も含めて今後検討していきたいというふうに考えてございます。 

いずれにいたしましても、議会に必要な情報提供を行いながら丁寧な説明に努めてまいりたいと

考えております。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ご答弁ありがとうございました。以上で、４テーマにわたって質問を行って

まいりました。大規模な公共事業を進めるに当たっては、住民サービスの維持と財政規律の確保、

そのバランスをどこで取るのかという判断が常に問われます。今回の焼却場整備はその典型であり、

必要不可欠な施設である一方、長期にわたって財政を拘束し、他のインフラ更新への余力を失わせ

るリスクを内包しています。住民生活に必要な事業であればあるほど、可能な限り継続していくた

めの条件を明確にしていく必要があります。物価高騰や金利変動といった不確実性が高まる中、あ

らゆる財源のベストミックスを追求しながら事業を前に進めていく。そのためには、財政的な視点

から定量的な事業継続が困難となるラインを逃げずに見極めていくことが不可欠と考えております。

財政規律は行政と議会が協働で守るものです。中長期的な財政の見通しを共に共有しながら審議の

質を高め、その過程でより多くの視点から村の財政状況を住民に説明していくことが行政、議会双

方に求められていると考えております。今回の質問はその一歩として位置づけており、議会として

もまだ改善できる余地が多くあることは認識した上で、今後の大型事業の審議においても、この視

点を持ち続けて挑んでいきたいと考えております。 

以上で私の質問を終わります。ありがとうございました。 

〇議長（加藤大樹君） 以上で髙田副議長の一般質問を終わります。 

ここで一度10分間の休憩を取ります。 
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          （休憩 午前１０時４８分） 

                                           

          （再開 午前１０時５９分） 

〇議長（加藤大樹君） 再開いたします。 

引き続き一般質問を行います。 

続いて、１番、木村航大議員、お願いします。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） １番、木村です。よろしくお願いいたします。通告のとおり、第５次利島村

総合計画について、チャドクガの大量発生の対応について、交流会館駐車場のトレーラーハウスと

ＷＯＴＡユニットについて質問させていただきます。 

まず、第５次利島村総合計画について質問いたします。令和８年３月に策定されました第５次利

島村総合計画について質問いたします。今回の計画は、令和８年から令和17年までの10年間を見据

え、「300人でつくるミライ」というタイトルの下、「住みたい・住み続けたい・帰ってきたい」とい

う３つの姿を目指す内容となっておりました。策定に当たっては、村民アンケートや総合計画審議

会での議論を経てつくられたということは評価しております。その上で、この計画を本当に村民の

ためのものとして実行していくために、幾つかの確認と提案をさせていただきたいと思います。 

第１問、計画の位置づけについて質問いたします。総合計画は、村が策定するあらゆる計画の中

で最上位に位置づけられるものと理解しております。今後、産業振興、福祉、防災、住宅など様々

な個別計画を立てる際にもこの総合計画が基盤になるはずです。村としてこの第５次総合計画をど

のような位置づけのものとして捉えているかお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いします。木村議員のご質問にお答えします。 

第５次利島村総合計画の位置づけについてでございます。本計画は、令和８年度から令和17年度

までの10年間を見据えた本村の将来像と施策の方向性を示す最上位計画として位置づけております。

人口減少や高齢化、地域コミュニティーの変化、インフラの老朽化など本村を取り巻く課題が複雑

化する中で、限られた人的、財政的資源を有効に活用しながら、将来にわたって持続可能な村づく

りを進めるための基本指針であると認識してございます。今後、福祉、防災、住宅、産業振興等の

個別計画や施策についても、本計画との整合を図りながら進めてまいります。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ご答弁ありがとうございます。 



 - 26 -

第２問の策定プロセス村民の参加について質問させていただきます。この計画の策定に当たって

庁舎内でどのような体制を組んだのかお聞きいたします。具体的には何人で、どの部署が中心とな

って策定作業を進めたのかお示しください。あわせて、村民の参加の機会についてお聞きします。

計画書にはアンケートの実施が記されていますが、アンケート以外に村民が直接意見を述べたり議

論に加わったりできる場を設けられましたでしょうか。また、総合計画審議会はどのような方々で

構成され、何回開催されたかについてもお示しください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 木村議員のご質問にお答えします。 

体制についてでございます。本計画の策定に当たりましては、庁内において関係課が連携しなが

ら、主に総務課を中心として検討を進めてまいりました。また、計画策定に当たっては村民アンケ

ートを実施し、幅広いご意見の把握に努めるとともに、総合開発審議会における議論を行わせてい

ただきました。村民参加の機会につきましては、アンケートを通じた意見聴取に加えて、審議会委

員を通じて地域の意見の反映に努めてきたところでございます。総合開発審議会につきましては、

議員をはじめとした有識者、各分野の関係者、地域住民代表等により構成し、準備会も含めて５回

にわたり開催をしながら計画の内容についてご審議をいただいたといったところになってございま

す。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ご答弁ありがとうございます。第３問の諮問と答申について質問いたします。 

総合開発審議会への諮問とそれに対する答申ですが、村はどのような内容を審議会に諮問し、審

議会はどのような答申を出したのでしょうか。また、答申の内容は今回の計画にどのように反映さ

れたかについても併せてお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 木村議員のご質問にお答えします。 

総合開発審議会の諮問と答申についてでございます。村からの審議会に対しましては、第５次利

島村総合計画の策定に係る基本的な考え方について諮問を行い、本村が今後10年で目指す方向性に

ついて、幅広な観点からご審議をお願いしたといったところでございます。審議会からの答申では、

大きく５つの視点からご意見をいただいております。 

１点目といたしましては、人口維持に向けた施策の充実であります。「住みたい・住み続けたい・

帰ってきたい利島」を目指して、Ｉターン、Ｕターン促進に加え、現在住んでいる方の流出防止に
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ついても抜本的な施策を講じるべきとの意見をいただいてございます。 

２点目としましては、利島独自の予算の追求であります。移住者による発信や方言、行事などの

地域文化の継承、また村民同士の交流の機会の充実についてご提案、ご提言をいただいてございま

す。 

３点目としましては、産業の振興の充実でございます。椿産業や漁業の振興、新たな働き方の推

進など地域経済を支える取組の必要性について意見をいただいてございます。 

４点目といたしましては、総合計画の住民への普及であります。村民にとって分かりやすい内容

とし、計画への理解を深める工夫を求めるご意見をいただきました。 

５点目として、計画の実効性の担保であります。進捗や効果を定期的に確認しながら、計画を着

実に進める仕組みづくりについてご提案を受けてございます。こうした答申の内容を踏まえて、今

回の計画では「300人でつくるミライ」を基本理念とし、「住みたい・住み続けたい・帰ってきたい」

を将来像に位置づけるなど施策全体に反映を図っているところでございます。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ご答弁ありがとうございます。こちらの質問につきまして追加で質問させて

いただきます。 

答申の内容が計画に反映されたとのことですが、審議会から出された意見の中で計画に反映され

なかったものはありましたでしょうか。あった場合は、その理由を教えていただけますでしょうか。

よろしくお願いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 木村議員のご質問にお答えします。 

審議会の中で反映されないというか、いろいろの一定数の中でご意見をいただいたという中で、

人口300人を維持するかしないかとか、350人を目指すべきだとか400人を目指すべきだとか、そうい

ったところの数字的なところですとかそういったところの中では、各委員のそれぞれご意見という

のはあったと認識してございますが、最終的にはやはり300人を維持していこうといったところで、

そういった中では、特に今回反映しなかった意見といったところではないかと考えております。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ありがとうございます。第４問の計画の実効性について質問いたします。 

一般的に総合計画は長期的なビジョンを示す基本構想、具体的な施策の方向性と目標を定める基
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本計画、そして予算や人員と連動した実施計画という３層構造で構成されているものと思っており

ます。今回の第５次総合計画は、村を目指す方向性を示す点では意義のある内容であります。一方

で、それをどのように実行していくか。つまり、基本計画や実施計画に相当する部分については、

今後どのように整えていくかお考えをお聞きいたします。あわせて、定員管理や財政の裏づけとい

った実行のための基盤についても、今後どのような形で示していく予定かお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 木村議員のご質問にお答えします。 

議員のご指摘のとおり、総合計画は一般的には基本構想、基本計画、実施計画という段階的な構

成によって実効性を担保していくことが重要であると認識してございます。今回の第５次総合計画

は、本村が目指す将来像と施策の方向性を示すものとして策定したものであり、今後は各分野の具

体的な施策や事業について、個別計画や毎年度の予算編成、事業実施の中で具体化を図ってまいり

ます。 

また、社会情勢や住民ニーズの変化にも対応できるよう、必要に応じて施策の見直しや重点化を

行いながら実効性のある運用に努めてまいりたいと考えてございます。定員管理や財政面につきま

しては、限られた資源の中で持続可能な行政運営を行う必要があることから、事業の優先順位づけ

や外部財源の活用等を含めて総合的に検討してまいりたいと考えております。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ありがとうございます。こちらの件につきまして追加で質問いたします。 

先ほども今回の総合計画は基本方針でありという答弁がありましたが、そのため今回の第５次総

合計画は、第４次と比べてコンパクトにまとめられているという印象があります。どういった背景

でこのような形で策定することになったかの理由についてお聞かせいただけますでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 木村議員のご質問にお答えします。 

議員からのご質問のとおり、コンパクトにさせていただいたといったところの一番大きな点とい

たしましては、審議会の委員の方からの答申の中にも含まれているとおり、住民に親しみ深いもの

としたいといったところが一番の原点に立ち返るというか、今までの計画等々でも、つくったはい

いけれども、住民の方になかなか浸透できないとか、そういったところのないように、住民に親し

みやすい村としてどう考えているのかといったところを、この10年の計画の中できちんと明確に住

民の方に分かりやすくお伝えしたいといったところをメインに考えまして、今回の計画策定に取り



 - 29 -

組んだ次第でございます。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ありがとうございます。 

第５問の300人の維持について質問いたします。計画書には社会推計で2050年に256人まで減少す

るという見通しが示されている一方で、転入転出の均等を維持することで300人を維持するという目

標が掲げられています。私は、これまでの議会でも移住定住の促進や教育環境の充実、地域力、コ

ミュニティー力の向上について繰り返し質問してまいりました。それだけこの島の人口と活力を守

ることは重要な課題だと認識しております。 

その上で改めてお聞きいたします。300人を維持するという目標を村はどのような覚悟と手段で実

現しようとしているのか、この計画を通じて具体的にどう取り組んでいくのかお示しください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 木村議員のご質問にお答えします。 

人口ビジョンについてでございます。人口減少は、本村の将来を左右する極めて重要な課題であ

り、将来推計人口が2050年には256人程度まで減少する見通しが示されている中で、そのような中、

掲げた300人維持という目標につきましては、決して安易なものではありませんが、地域のコミュニ

ティーの維持、行政サービスの持続、産業基盤の確保といった観点から、将来にわたり持続可能な

村を維持するためには必要な目標であると考えております。 

また、この考え方は、総合開発審議会の議論の中でも、現在の生活環境を維持するためには最低

限人口を維持する必要があるとの答申をいただいておりまして、行政だけでなく審議会の議論を踏

まえた方向性でもあります。その実現に向けましては、移住定住促進だけではなく、現在住んでい

る方に住み続けたいと思っていただけることが重要であり、子育て、教育環境、働く場、生活環境、

地域コミュニティーなど総合的に充実させ、「住みたい・住み続けたい・帰ってきたい」と思える島

づくりを進めてまいります。 

また、すぐに移住定住に結びつかない場合であっても、関係人口の拡大を含め、多様な関わり方

を増やしていく視点も重視してまいります。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ありがとうございます。 

最後に第６問、村民参加の仕組みについて提案を含めてお聞きいたします。今回の計画タイトル
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は「300人でつくるミライ」です。このタイトルには村民全員で未来をつくるという強いメッセージ

が込められていると受け取っています。計画を実行していく上で村民が主体的に関わっていくため

には、まず村民がこの計画をどう受け止めているかを把握することが出発点になると考えています。 

そこで提案ですが、この計画の認知度や村民の受け止め方を確認するためにアンケートを実施し

てみてはいかがでしょうか。計画を知っているか、自分たちの声が反映されていると感じるか、特

に力を入れてほしい分野はどこかといった内容を聞くことで、計画を村民のものとして育てていく

きっかけになると考えています。村として計画の実行における村民参加の仕組みについて、現時点

でのお考えをお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 木村議員のご質問にお答えします。 

ご提案のとおり「300人でつくるミライ」という計画の趣旨を実現するためには、行政だけではな

く、村民の皆様とともに計画を育て実行していく視点が重要であると考えております。そのために

は、まず計画の内容を広く周知し、村民の皆様に知っていただくことが出発点であるという認識で

ございます。ご提案いただきました計画の認知度や受け止め方に関するアンケートにつきましては、

計画への関心や意見を把握する一つの方法であると受け止めております。今後、計画の進捗や施策

実施の状況も踏まえながら、住民意見の把握や参加の在り方について検討してまいりたいと考えて

おります。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ありがとうございます。今回の第５次総合計画についてですが、本日の答弁

では、随時、進捗の確認、必要に応じて見直しとのことでしたが、具体的にどのような形で進めて

いくかについては、引き続き注目してまいりたいと思っております。 

また、計画のタイトルは「300人でつくるミライ」です。このタイトルに込められた思いを実現す

るためにもアンケートを実施していただき、村民がこの計画を自分たちのものとして感じられる機

会をつくっていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

次の２番、チャドクガの大量発生についての対応について質問させていただきます。チャドクガ

は卵から成虫に至る全ての段階で毒針を持ち、触れると激しいかゆみと炎症を引き起こします。症

状は二、三週間続くこともある非常に厄介な害虫です。また、毒針は風によっても飛散することが

あるため、直接触れなくても被害を受ける可能性があります。今年は例年をはるかに上回る大量発

生が起きており、椿山での草刈りや刈り払い作業に支障が出るだけでなく、郷内においても被害が

懸念される状態となっています。この問題を提起したところ、村では駆除依頼への対応、一部郷内
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での薬剤散布、ＩＰ告知端末等の周知と迅速にご対応いただいております。その点につきましては

心から感謝申し上げます。 

その上で、通告している一般質問に併せて今後の対応について、さらに確認と提案をさせていた

だきます。 

第１問、今年の発生状況と村の現状認識について質問いたします。村は、今年の発生状況をどの

ように把握しておりますか。また、椿産業及び村民の日常生活への影響についてどのような認識を

お持ちかお示しください。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 木村議員のご質問にお答えいたします。 

本年のチャドクガ発生状況につきましては、例年と比較して多い状況と認識しております。よっ

て、椿産業や日常生活に影響があると考えております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 第２問、駆除方法、対処法の周知について質問いたします。 

現在チャドクガへの対応は各家庭で個別に行っている状態ですが、チャドクガの駆除には適切な

知識と方法が必要です。誤った対応をすると毒針が飛散し、被害が拡大するリスクがあります。ほ

かの自治体の事例を見ますと、防殺、防除を基本としつつ、大量発生時には住民への事前周知と合

意の下で、必要最小限の薬剤散布を行うという方針を明文化している例があります。また、チャド

クガを見つけた場合の対応方法、触れてしまった際の処置方法、成虫への対応などを含めた情報を

ポスターや資料で住民に周知している自治体もあります。利島村でも住居者が増えており、チャド

クガの生態や対処方法を知らない方も増えています。幼虫だけでなく成虫も毒針を持っており、触

れると被害を受けます。今年の大量発生に伴い、成虫も増加することが懸念されることから、幼虫

や成虫へそれぞれの対応方法を村民に広く周知することが必要だと考えます。村としてチャドクガ

の適切な駆除方法、触れてしまった際の対処方法、成虫への注意事項など村民へ周知する取組を行

う考えはありますでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 木村議員のご質問にお答えいたします。 

チャドクガへの対応につきましては、適切な駆除を行うことや住民への注意事項の周知が必要で

あると認識しております。幼虫の段階で駆除を行い、接触した場合の対処方法等について、ＩＰ告

知端末等で住民への周知を図ってまいります。 
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以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 今回の周知や対応については評価しております。ありがとうございます。薬

剤散布後、今後成虫がどの程度発生するかについては、まだ未知数の部分もあるかと思いますので、

引き続き動向を注視していただき、必要に応じてご対応いただけますようお願いいたします。 

第３問、次のシーズンへの備えについて質問いたします。チャドクガは年２回発生し、次のシー

ズンは８から９月頃と予想されます。今年は大量発生しているため、年二、三回発生する可能性も

否定できません。今から準備を整えることで次の発生時により迅速かつ効果的な対応が可能になる

と思っております。利島村では、島の大部分が椿林であり、椿林を持つ農家だけで全域の対応を行

うことは容易でありません。これまで個人や農家が自分たちで対処してきた部分もあるかと思いま

すが、今年のような大量発生の状態においては、村として薬剤散布を行うことを検討していただき

たいと考えます。これまで郷内については薬剤散布を行っていなかった経緯もあると思いますが、

今年の大量発生という特殊な状況を踏まえ、住民への周知と合意を得た上で、郷内においても必要

最小限の薬剤散布を実施することを検討していただきたいと考えます。８から９月の次の発生シー

ズンに向けて、村として具体的にどのような対応を準備するか、お考えをお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 木村議員のご質問にお答えいたします。 

次回発生期に向けましては、状況を踏まえながら、より効果的な対応の検討を進めてまいります。

郷内の薬剤散布につきましては、安全性や周辺環境への影響、住民の皆様の理解等を十分に考慮す

る必要があることから、対象範囲や実施方法について関係者と調整の上、必要に応じた対応を検討

してまいります。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ご答弁ありがとうございます。改めて今回迅速にご対応いただけたことに感

謝申し上げます。８から９月に向けて引き続き注意深く観察していただき、再度危険性が高まるよ

うなことがあれば、その際もまた素早くご対応いただけることをお願いして、この質問を終わりに

いたします。 

３番の交流会館の駐車場のトレーラーハウスとＷＯＴＡユニットについて質問いたします。この

トレーラーハウスは、水循環システムＷＯＴＡを活用した実証実験の場として設置されたものと理

解しております。利島村では水資源の確保は村の最重要課題です。久保里山第２住宅へのＷＯＴＡ
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の導入は、その一環として評価しております。現在、トレーラーハウスについては住居者がいない

と思いますが、今後の方針とＷＯＴＡユニットの維持管理体制について村の考えを確認させていた

だきます。 

質問１、このトレーラーハウスの現状についてお聞きいたします。過去の議会でも設置の経緯や

目的について質問があったと思いますが、改めて確認させてください。設置の経緯と目的、現在の

状況についてお示しください。また、住居者が退去した現在、村としてトレーラーハウスをどのよ

うに管理しているかについてもお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野総務課調整担当課長。 

          〔総務課調整担当課長（荻野 了君）登壇〕 

〇総務課調整担当課長（荻野 了君） よろしくお願いします。木村議員のご質問にお答えします。 

トレーラーハウスの現状につきましてですが、交流会館の駐車場に設置しておりますトレーラー

ハウスにつきましては、令和４年度に整備したものでございます。水循環システムなどを活用した

オフグリッド型住宅の実証実験を行うものとして設置しております。本村におかれましては、水資

源の確保など重要な課題であることから、将来的な住宅整備への活用可能性を検証するため入居者

を公募し、実際の居住環境の中で水循環システムの運用等や課題の検証を進めてまいりました。そ

の成果は、現在供用開始となった久保里山第２住宅における水循環システム導入にも生かされてお

ります。現在につきましては、久保里山第２住宅に導入した住宅用水循環システムの運用支援及び

不具合発生時の迅速な対応を行うため、今年の４月から水循環システムの開発事業者の社員がトレ

ーラーハウスに入居しており、住宅の安定運用を支える拠点として活用していく予定でございます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ありがとうございます。通告文では住居者がいないていで、ちょっと次の質

問をしてしまっているのですが、そこの部分は先ほど答弁いただきましたので、今後の活用につい

て質問させていただきます。 

実証実験として一定の効果が果たされたとしまして、今回の入居者の方が退去するタイミングを

次のステップとして、村としてどのような方向性を考えているのかお示しください。例えば移住希

望者向けの体験住宅としての活用や災害時の緊急住宅としての位置づけなど、様々な可能性が考え

られると思います。村として現時点でどのような検討をしているのかお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野総務課調整担当課長。 

          〔総務課調整担当課長（荻野 了君）登壇〕 

〇総務課調整担当課長（荻野 了君） 木村議員のご質問にお答えいたします。 

トレーラーハウスの今後の活用につきましては、今年度につきましては、先ほども答弁したとお
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り、水循環システムの開発事業者の社員が居住拠点として活用していくと。その後の活用につきま

しては、議員ご提案の移住希望者向けの体験施設としての活用をはじめ、村の施策や地域課題の解

決に資する活用については、今後検討してまいりたいというところでございます。現時点で具体的

な活用方針が決定しているものではありませんけれども、これまでの実証実験で得られた成果を生

かしながら、施設の有効活用については検討を進めてまいりたいと考えております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ありがとうございます。 

第３問、ＷＯＴＡユニットの維持管理と故障時の対応についてお聞きいたします。トレーラーハ

ウスに設置されているものと久保里第２住宅に導入されているものについて、万が一故障が発生し

た場合、住居者の日常生活にどのような影響が出ると想定しておりますでしょうか。例えばシャワ

ーや生活用水が使えなくなるといった事態が起きた場合、迅速に対応できる体制は整っております

でしょうか。住居者が安心して暮らせるよう故障時の対応の体制と修繕までの見通しについて村の

お考えをお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 木村議員のご質問にお答えいたします。 

水循環システムの開発事業者では、365日24時間ヘルプデスクを設置しておりまして、入居者から

の質問、故障などの電話対応ができるような体制を取っております。また、今年度は水循環システ

ムの開発事業者の従業員の方に年間を通じて常駐していただき、最低でも１名の従業員の方が村に

いるような状況を保ちつつ、維持管理を行っていただきます。もしエラーや故障が生じた場合には、

各部屋に設置したタブレット画面に入居者向けとしてエラー内容が表示されるとともに、水循環シ

ステムの開発事業者の従業員の方にも通知が届く仕組みとなっており、これを受けて従業員の方が

直ちに対応に向かうという想定でいます。短時間で対応可能な軽度なエラーなどであれば即時対応

していただき、入居者にご説明して対応完了まで入居者に一時的に水の使用をお控えいただくよう

なご協力をお願いすることもあるかとは思います。対応に時間を要するような重度のエラーなどの

場合は、上水からの水道供給が行えるようにバックアッププランへの切替えを行います。いずれの

場合であっても、対応完了までの期間に長期的に水が出ないという状況には陥らないように計画を

しております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 
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〇１番（木村航大君） ご答弁ありがとうございます。故障時の対応につきましては、十分な体制が

整えられていることについて理解いたしました。その上で追加質問いたします。 

以前、ＷＯＴＡの維持管理に係るコストは幾らというのはお聞きしたのですけれども、そのコス

トについて、入居者がどの程度負担があるかという点についてお示しいただけますでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 木村議員のご質問にお答えいたします。 

維持管理の保守のコストですが、入居者負担はございません。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ご答弁ありがとうございました。トレーラーハウスは、実証実験の場として

久保里第２住宅への導入という形で成果を残していただきました。令和８年以降の活用については、

現時点で未定とのことですが、せっかくの施設ですので、令和８年度中に入居されている期間を活

用して、次の活用方法についても並行して検討を進めていただければと思っております。 

以上で私の質問を終わりといたします。ありがとうございました。 

〇議長（加藤大樹君） 木村議員の一般質問を終わります。 

続いて、２番、大磯元希君、お願いします。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ２番、大磯元希です。通告に従って質問させていただきます。 

１番、婚活事業について。人口減少や少子化が進む中で、定住政策や子育て支援に加え、出会い

の機会をどうやってつくっていくかが重要な課題だと感じています。もちろん多様な価値観や生き

方を尊重することが前提ですが、利島で出会い、結婚し、子供を産み育てるという選択肢を支える

環境づくりも必要ではないかと考えます。また、厚生労働省が発表した令和７年の人口動態統計月

報年計によると、国内の出生数は67万1,236人と10年連続過去最少を更新し、特殊出生率も1.14と過

去最低となっています。利島村においても教育に力を入れている中で、子供を安心して産み育てら

れる環境と同じぐらい出会いの場を創出することも重要だと認識しています。 

そこで、以下について質問いたします。質問１、婚活事業の基金の設置経緯やこれまでどのよう

な事業が実施されたのかを伺います。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えいたします。 

利島村出会いと交流応援基金は、島内外の出会いと交流を育む婚活等の支援事業を行うために令
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和４年３月に設置されました。基金設置後に婚活実行委員会を設立しましてイベント企画を行い、

開催時期まで決めたところで新型コロナウイルスの影響で中止となっている状況でございます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。 

次の質問に移ります。今後の婚活事業や少子化対策について、村としてどのような方向性を考え

ているか教えてください。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えいたします。 

今後につきましては、出会いから移住定住、子育てに至るまでの一体的な施策として取り組んで

いく必要があると認識しております。婚活事業については、住民主体で柔軟な企画を検討していき

ます。あわせて、子育て施策としては、結婚後も安心して暮らせる環境整備を進めることで、少子

化対策に総合的に取り組んでまいります。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。 

続いて質問させていただきます。島外との交流人口創出や関係人口施策と婚活事業を連携させて

いく可能性について、考えがあれば伺います。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えいたします。 

関係人口の創出、拡大は、将来的な移住定住につながる重要な施策であり、婚活事業と親和性も

高いものと考えております。今後は、関係人口の創出拡大施策との連携も検討しながら、出会いの

機会創出を検討してまいります。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。議会においても少子化などについては何回か質問さ

せていただきましたが、交流が定住につながり、結婚に行き、子供を島で育てることにつながって

いくことを期待しています。今回検討中とのことでしたが、コロナ以降から年数がたっていると思
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いますので、基金の使用も含めて、島内での開催や島外からの参加など様々な手段でのご検討をお

願いいたします。 

次の質問に移ります。２、チャドクガの対応について。椿に多く発生する毒ガとして知られるチ

ャドクガについて、今年は例年以上に多いと感じる島民の声があり、子供の通学や観光客への影響

を心配する意見も寄せられています。今後、Ｉターンや観光客の増加が想定される中で、個人対応

だけでは限界があると課題を感じていますと質問させていただいたのですけれども、その後、役場

からの対応が発表されたと思いますので、その内容も含めて答弁よろしくお願いいたします。 

以下について質問します。現在、役場に対してチャドクガの駆除依頼や相談など、どの程度寄せ

られているのか伺います。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えいたします。 

調査とか薬剤散布の受託者の報告によりまして、例年より多く発生している状況は伺っていると

ころでございます。５月29日にＩＰ告知端末にて駆除等についての周知、お知らせを行ったところ、

現時点で11件の駆除の申込みがあり、対応を行いました。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。このご意見をいただいた村民の方からも、役場に連

絡してすぐに対応していただいたと感謝の声が届いています。早期ご対応いただきましたこと、こ

の場をお借りして担当職員に感謝申し上げます。ありがとうございます。 

続いて、次の質問に移ります。対応する職員の手当や、何を根拠に今回ご対応いただけたのかに

ついて確認させていただくために、次の質問に移ります。利島村職員の特殊勤務手当に関する条例

に定める不快危険手当において、スズメバチ等の危険害虫駆除が対象となっていますが、この「等」

にはチャドクガも対象に含まれているのか伺います。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えいたします。 

チャドクガの駆除については、不快危険手当の対象となっているところでございます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 追加質問させていただきます。 
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確認の意味でも質問させていただきたいのですけれども、今回ご対応いただいた職員にもこちら

の手当が支給されるという認識で間違いないでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えいたします。 

ご認識いただいているとおり、対応した職員には手当が支給されます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。 

次の質問に移ります。子供の通学路や公共施設周辺、観光客が利用する場所について、行政とし

て今後どのような対応や支援を検討しているか伺います。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 大磯議員のご質問にお答えいたします。 

公共施設周辺については、その施設を所管する課で対応していくことになっていきます。通学路

等に関しては、基本その土地を所有する方にご対応いただきたい考えではございますが、先ほども

申し上げたとおり、６月12日まで集落道路沿いの駆除等を産業観光課で受付を行っていますので、

ご対応が難しい場合はご連絡いただければと思います。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。原則、私有地については村民が対応するという意味

では十分理解できるのですけれども、一応道路に係る付近については、子供や知らない観光客など

にも影響が及ぶことも考えられますので、今後このような事態になったときに、今回のように重要

なお答えをいただけることをお願いしまして、次の質問に移ります。 

３番、利島村の英語教育について。令和７年６月定例議会の一般質問でも、利島村の英語教育に

ついて、オーストラリア短期留学やＡＬＴの常駐、さらにはＴＧＧ（東京グローバルゲートウェイ）

の活用可能性について質問させていただきました。また、今年度ではフィリピンを含めた新たな英

語教育、国際交流の取組についても話を伺っており、子供たちがＴＧＧへ行く予定もあると聞いて

います。こうした動きは単発の体験学習ではなく、利島ならではの英語教育モデルをつくっていく

大きな可能性を持っていると感じています。 

そこで、以下について質問いたします。現在本村が進める英語教育とはどのような教育方針、将
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来像を想定して取り組まれているかを伺います。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） ご質問ありがとうございます。大磯議員ご質問の本村の英語教育の方針と

将来像についてお答えいたします。 

本村が目指す英語教育の根幹は、単なる語学としての習得にとどまらず、英語をツールとして主

体的に世界とつながって自らの可能性を広げていく、そういった子供の育成にあります。利島とい

う豊かな、しかし限られた環境だからこそ子供たちが早い段階から世界の多様な文化や価値観に触

れる、そういった意義は極めて大きいと感じております。これまでに定着してきたＡＬＴの常駐体

制、それからオーストラリア短期留学に加えて、今年度からは、オーストラリアに８年生で行き、

それから９年生でまた新たな違う価値観、それから文化のところに行くというところの経験を通し

て、フィリピンというところをはじめとする新たな国際交流やオンラインを活用した多様なアプロ

ーチを模索しております。行事的なイベントで終わらせるのではなくて、日々の授業やＩＣＴの活

用をした日常的な海外とのつながりに本物の体験を組み合わせることによって、利島に生まれ育っ

てよかったと。そして、世界といつでもつながれる、臆せず自分を表現できるというような、利島

ならではの英語教育モデルというのを確立したいと考えております。 

そして、将来的に子供たちがグローバル社会と言われている世界で活躍できる、そういう人材に

育ってくれればと思っております。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。 

次の質問に移ります。ＴＧＧの活用について、今後どのような目的や効果を期待して実施される

のかお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） ご質問ありがとうございます。 

まず、ＴＧＧについては、我々も検討を重ねてはまいっておりましたけれども、大磯議員に昨年

度質問していただいたところから本格的に検討もさせていただきましたので、昨年の質問をいただ

いたのが契機となっております。 

  まず、２点目、ＴＧＧの活用目的と期待される効果についてお答えいたします。今回、子供たち

がＴＧＧを訪れる最大の目的は、これまで学校で学んできた英語というものが、実際のリアルなシ

チュエーションでどれだけ通じるかというのを体感して、英語を使う楽しさや自信を得るきっかけ
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というのを創出することにあります。ＴＧＧは東京都内にありながらも、一歩足を踏み入れれば英

語だけの、そういった世界が広がると。疑似留学空間でもあるかと思っています。島内でのＡＬＴ

との日常的な関わりから、一歩外の非日常の英語空間というのに飛び出すことで、子供たちにとっ

てはもっと話せるようになりたいと。そういった次の学習へのモチベーションとなる効果を期待し

ております。このＴＧＧでの体験を利島村では５、６、７年生の訪問とすることで、その後の８年

生のオーストラリアの短期留学、そしてフィリピン短期留学へと滑らかにつなぐステップとして位

置づけて、効果的な学びのサイクルを生み出したいと考えております。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。５、６、７年生が今回行かれて、８年生のオースト

ラリア留学がより濃いものとなることを期待しているのですけれども、今後ＴＧＧについて、まだ

行っていないと思うのですけれども、維持していくのか、また効果についてはどのように図ってい

く予定があるでしょうか、決まっていることがあれば教えてください。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） ご質問にお答えいたします。 

まず、ＴＧＧの効果についてですけれども、今年度、学校調査として採用させていただいている

英語の専門家がいますので、その方に行っていただいて、私も夏に教育長協議会の中でＴＧＧの訪

問も控えておりますので、そういったところで実際にどの程度効果があるかも、実際に見て判断も

したいと思っております。 

それから、子供たちの事後アンケート、その他を通じて効果があったかどうかの検証もさせてい

ただきたいと思っています。 

さらに申し上げますと、昨年度から取り組んでいるマン・ツー・マンオンライン英会話の中でス

ピーキングテストに該当するところがございますので、それで子供たちの英語力がどの程度向上し

ているかというのも併せて検証できればと学校に依頼をしているところでございます。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。この一貫した英語教育がこれからも進められていく

ように、あと効果について経過観測というか図っていく必要もあると思いますので、子供たちへの

アンケートとか教員へのアンケート等を進めていただければと思います。 

英語教育については以上です。 
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次に移ります。４番、「わたしたちの利島」（社会科副読本）改訂事業について質問します。現在、

「わたしたちの利島」の改訂事業として、一般会計に144万円の予算が計上されていると認識してい

ます。本副読本は、利島の歴史や産業、文化、自然、暮らしなどを子供たちに伝える大切な教材で

あり、郷土理解や地域への愛着を育む上でも非常に重要な役割を持っていると感じています。一方

で、前回の平成25年の改訂から時間も経過しており、人口構成や産業、教育、観光、地域活動など

利島を取り巻く環境も大きく変化しています。また、近年では、移住者の増加や多様な働き方、地

域おこし協力隊の活動、英語教育やＤＸ教育など新たな取組も増えています。さらに、島の歌や方

言、伝統文化を知る世代の高齢化が進み、今残しておかなければ失われてしまう可能性のある文化

も少なくありません。こうした今の利島をどのように記録し、次の世代へ伝えていくのかが重要な

時期に来ていると感じています。 

そこで、以下について質問します。「わたしたちの利島」の改訂事業について、現在どのようなス

ケジュールや体制で進められているか伺います。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） 大磯議員ご質問の「わたしたちの利島」の改訂事業のスケジュールと体制

についてお答えいたします。 

まず、大きな前提といたしまして、この「わたしたちの利島」に関しては、子供たちが地域の社

会や歴史、そして産業を主体的に学ぶための大切な副教材であると考えてございます。そのため、

実際に授業で子供たちと向き合う教職員の視点であるとか、あとは学校の教育ニーズが100％生かさ

れるような、そういうことが大事だと考えております。学校が主体となって編さんを進める体制と

いうのも、そのために取らなければならないと考えておりまして、現在、学校が主体となって改訂

委員会という委員会を立ち上げて編さんを進める体制ができております。 

スケジュールといたしましては、今年度の完成というのを目標にしております。契約等の事務手

続をはじめ学校との調整を今まさに進めているところでございまして、学校のほうでは改訂委員会

というのを立ち上げていただいて、大まかなページ割であるとか、子供が先行して少し話に加わっ

ているとか、そういった体制が整っているところでございます。 

体制につきましては、学校の教職員による改訂委員会、先ほど申し上げたものが中心となります

けれども、教育委員会事務局としましてもしっかりと伴走させていただいて、しっかりサポートす

る体制を整えていきたいと考えております。 

事務的な実務であるとか、あとは島外関係機関や外部専門家との調整が必要になる場面であると

か、そういったところで教職員に過度な負担をかけることなく、本来の教育的視点での編集に集中

できるように、事務局でもサポートしてまいりたいと思っております。 

以上となります。 
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〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。今回の改訂に当たり、どのような内容を重点的に見

直し、追加していく予定なのかお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） お答えいたします。 

重点的な見直し内容と新しい取組の掲載についてということでお答えしたいと思います。今回の

改訂における最大の重点というのは、前回の改訂から大きく変化している今の利島というのを生き

生きと反映させるということにあるのかと考えております。具体的には、利島の産業であるとか、

先ほど議員からお話もありましたＤＸ化の現状であるとか、地域おこし協力隊の活動、そして学校

におけるＩＣＴを活用した最先端の学びなどを想定しております。そして、これらは単に大人が書

いた文章を掲載するというのではなくて、子供たちが利島の学習、探求学習も進めておりますので、

の一環として、実際に農協さんであるとか漁協さんであるとか、あとは協力隊の皆様の下へ取材に

行ったり、自分たちの目と耳で確かめた生の情報や驚きというのをベースに、副教材としての価値

を高めていきたいと思っております。教職員の指導の下で、記事やコラムとしてしっかりと副教材、

副読本として反映させていくというような手法を取り入れたいと考えております。 

先ほど申し上げましたように、大人から与えられた情報だけではなくて、子供たちが自ら動いて

集めた情報が副読本という形になることで、社会の仕組みを自分事として捉える主体性の育成にも

つながるかと考えております。事務局といたしましては、学校と子供たちの主体的な取材活動や編

集作業がスムーズに進むように、関係機関との調整や環境整備の面から、伴走であるとかサポート

してまいりたいと考えております。 

そして、子供たちが過去の歴史を学ぶだけではなくて、今自分たちが生きる年まで、大人たちが

どのように工夫をして新しい価値を生み出しているのか、そういったところも現在進行形で理解で

きるような、そういったキャリア教育の側面の視点も含んだ内容につながればと期待しているとこ

ろでございます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ここで休憩といたします。 

          （休憩 正  午） 

                                           

          （再開 午後 １時３０分） 

〇議長（加藤大樹君） 再開いたします。 

日程２に引き続き一般質問を行います。 



 - 43 -

引き続き大磯議員、お願いします。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） 午前中に引き続き、「わたしたちの利島」について質問させていただきます。 

次の質問については、以前の一般質問でも、デジタル村史のときに恐らく質問させていただいた

内容と重なる部分があると思うのですけれども、島の歌や方言、郷土料理など失われつつある伝統

文化について子供たちに伝えていくという意味においても、改訂作業を進める上で保存していく考

えがあるかお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） ご質問ありがとうございます。お答えいたします。 

伝統文化の保存についてということですけれども、議員ご指摘のとおり、私自身、利島の歌や独

特の方言であるとか郷土料理といった、いわゆる無形文化ですよね。今このタイミング確実に記録

して残すということが極めて重要であると認識しております。この大切な伝統文化の継承について

も、子供たち自身が島の文化の語り部であり、記録者となって副読本づくりに関わる仕組みを学校

現場とつくれたらいいなと考えております。例えば子供たちが、いわゆるアイパッドを手に取って、

地域の高齢者の方々から直接、島の歌や方言の昔話などを教わったりして、それをデジタルデータ

として収録をしたりとか、あとは音声や動画を副読本のいわゆる紙面に配置したＱＲコード等で、

誰もがいつでも視聴できるような、デジタルと融合した形というのも目指していければなというこ

とも考えております。そういったことも改訂委員会の担当の先生とも意見交換もさせていただきな

がら進めているところでございます。子供たちが地域の宝である伝統文化を自ら取材して、デジタ

ル技術を使って未来へ残していくというこの改訂プロセスそのものが、利島への深い誇りであると

か、愛情を育む最高の学びとなるのではないかと思っております。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。次の質問に移らせていただきます。 

副読本の改訂に当たり、教職員だけで編さんするのは無理があるかと思いますが、地域住民や高

齢者、有識者、利島を離れた子供たちなど、今の利島を生きる人たちの声をどのように取り入れて

いくのか、考えがあれば教えてください。 

〇議長（加藤大樹君） 三室教育長。 

          〔教育長（三室哲哉君）登壇〕 

〇教育長（三室哲哉君） ご質問ありがとうございます。直接のお答えになるかどうか、ちょっと自

信はございませんけれども、ご質問の地域住民の皆様をはじめとする人の声の取り入れ方について
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お答えいたします。 

まず、これまでお答えいたしましたとおり、今回の副教材の改訂において学校と一緒に取り組ん

でいることは、完成された本であるというのを子供たちに与えるのではなくて、この改訂プロセス

そのものを子供たちが島民の皆様と深く関わる探求学習につなげることでございます。子供たちが

主役となって、自分の足で島民の皆様であるとか産業を支える人々、そして利島を離れて外の世界

で挑戦している、いわゆる知り合いでもあり先輩方から声を聞いたりしながら、それを学校が教育

的な副教材として丁寧に編み上げていく、そのような姿が教育委員会と学校が目指している姿でご

ざいます。事務局は、子供たちと教職員が島全体を教室に見立てて、伸び伸びと活動できるように

支えていきたいと考えております。こうした活動を通して広く島民の皆様の思いであるとか、そし

て子供たち自身の学びの足跡がそのまま形となったような、そんな利島にしかできない副教材を学

校と連携してつくっていきたいというふうに考えております。 

以上であります。 

〇議長（加藤大樹君） ２番、大磯議員。 

          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） ありがとうございます。 

質問は以上となります。子供たちが主役となって取り組む「わたしたちの利島」についての取組、

応援しております、地域の橋渡しみたいなところのお話があったと思うのですけれども、なかなか

教育長もいらしてまだ日が浅かったりとか、事務職員についても、なかなか村民との関わりがある

ようでない部分もあるかと思いますので、その際は議員としても個人としても、この件については

関わっていきたいと思いますので、引き続きよろしくお願いします。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 以上で大磯議員の一般質問を終わります。 

続いて、３番、石野美由紀議員、お願いします。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 石野です。一般質問を始めたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

令和８年度第２回６月定例議会一般質問通告書の読み上げをいたします。１、南ヶ山園地トイレ

の給水体制の現状と今後の運用計画について。南ヶ山園地トイレの改修工事が完了し、長年の課題

であった施設利用が可能となる環境は整えました。しかし、現状では、貯水タンクへの手動給水と

いう一時的な運用が続いています。以前この件について質問した際、翌日に渇水対策本部が設置さ

れたという経緯もあり、行政側の状況を考慮し、質問を控えておりました。それから数か月が経過

しましたので、改めて現状の確認と今後の見通しについて、以下の項目に沿ってお伺いいたします。

以下の項目は４項目ございます。 

まず１つ目です。現在の供給体制の認識。この現在というのは、一般質問を通告した５月26日だ
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ったかなと思います。その時点での現在です。現在、タンクへの補給は依然として手動で行われて

いると認識していますが、行政としてこの現状をどのように評価されていますか。現在の供給体制

が一時的な運用なのか、あるいは何らかの技術的制約により継続せざるを得ない運用なのか、現状

認識をお答えください。お願いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

現在は降雨により貯水が安定しており、直近では手動補給を行っていない状況です。ただし、過

去には降雨不足により一時的に補給を行った実績があり、本施設は自然条件の影響を受け、状況に

合わせた運用が必要と考えているところでございます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 答弁を頂戴してから手動式でないということであったので、確認をしに行

きました。そうしたら、レバーを引くと水が出ている状態でありました。それを確認させていただ

きました。 

答弁の中の一時的に補給を行ったことはあるがというのは、どういったことを指して補給という

ふうなお示しなのか、ちょっとご説明頂戴できればと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

貯水槽に水をためることを補給と申し上げております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 施設のタンクにお入れになったというふうな認識でちょっと伺ったのです

けれども、そういうことはなさっていないような情報も頂戴しているのですけれども、レバーを引

くと自動的に出る貯水槽というのかな、タンクというか、それはいつ行ったのか。また、そのとき

に満水にしたのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

何か詰まりが発生したときに対応するためのレバーのことかなと思いますが、それに関しては昨



 - 46 -

年の改修工事で実施しているところでございます。そのときに、特に貯水槽を満水にはしていない

です。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 答弁は、現在、雨が降ったことによって貯水が安定して手動補給を行わな

い状態でも、本施設は自然条件の影響を受け、状況に合わせた運用が必要というふうな認識が示さ

れたと思うのですけれども、１回なのか分からないですけれども、一時的に補給を行ったこともあ

るというふうなことで、ありがとうございました。ですけれども、満水にしなくても継続的に今後

もポリタンクというか20リッターとかペットボトルとか、そういうふうなのは、いざというときの

対応のために置いておくけれども、満水にしなくても自動的に、自動的というか、用を足した後に

個室の中のトイレのタンクのレバーを引くと自動的に出るような体制を継続なさってくださるとい

うふうな意味合いでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

レバーとおっしゃっているのは洋式トイレのタンクのレバーのお話ですか。なるほどです。基本、

貯水槽にある程度の雨水があれば水は流れる状況になっているところでございます。万が一、貯水

槽の雨水等が減少した場合、水が流れないことが起き得る、そのためのタンク、ペットボトルとか

ポリタンクを設置しているところでございまして、万が一もし流れない場合は、それを使って流し

ていただく運用になっていくことかと思っています。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） もう一つお尋ねしているかと思うのですけれども、万が一、不足した場合

には、常設してある、今まで置いたあった20リットルのポリタンクというのでしょうか、ポリ容器

の設置でしのぎますけれども、基本的には、不足したら、大本の屋根から雨水を受けてたまるタン

クのほうへ補給を行っていただけるということですか、その点検とかもなさるということかどうか

ちょっとお伺いできますか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

雨水をためる貯水槽のほうが水がないというような状況になるときは、恐らく島内でも水が不足
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している時期かなと思っています。状況を見てになると思うのですけれども、島内でもし水が不足

しているようであれば、補給は行えないかなと思っていますし、補給を行う必要がある場合でも、

可能な限り常時設置しているポリタンク等を使用していただく方向で今考えているところでござい

ます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ご説明ですと、今後、渇水とか水不足のときにはもちろんしないですけれ

ども、そうでない場合にもしないといったスタンスだというふうにして受け止めたのですけれども、

それでよろしいですか。補給はせずに常設してある水で対応してもらう。基本的には一時的に行っ

たその補給は、今後はやらないのだというふうな認識でよろしいでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

ご認識いただいているとおりでございます。基本、過去に行ったような補給は行わないで、ポリ

タンク等で対応いただくことを今考えています。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ご答弁を頂戴して、一つご意見なのですけれども、システム的には使える

状態に予算を投じて工事をしたにもかかわらず、使えるというか不足した場合に、常設してあるお

水で、使えないことはないけれども、大本の建屋のほうのタンク、そこに水さえあれば使える状態

なのに、そういうふうな状態をなぜ継続して行っていこうというふうなことはなさらないのでしょ

うか。たまたま水がなくなってしまってということに備えるのなら分かりますけれども、そのとき

に備えて置いておくことはやぶさかではないと思うのですけれども、基本的には、不足をしたらば、

要は雨の量が少なかったらということですよね。雨の量が少なくてタンク内に水がたまらなかった

場合には、ある一定の期間でチェックをするなり、水が出ていないというふうなことを聞いたなら

ば、その水の普及をするのが、私は施設の管理として正しいのではないかと思うのですけれども、

それをやらない行政側の理由を教えてください。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 石野議員のご質問というかご指摘に関しまして、まず昨年度の改修工事に関

しましては、水が出ない詰まり、そういったことを解消するための工事、また詰まった際にも強制
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的に押し出すポンプを設置するということで、施設の機能向上を図る工事であるという工事であり

ました。先ほど来、運用上のお話をご説明、所管のほうからさせていただいておりますが、基本的

には雨降った水で運用していくという中で、昨年度のように渇水時期が続いた場合に補給しなけれ

ばいけないのではないかというようなご指摘かなというふうに伺っているところでございますが、

現在のところはペットボトル、それからポリタンク等でその機能を維持させていただくという運用

にしていきたいというふうに考えている答弁でございます。当然、議員のご指摘も踏まえ、ただそ

ういったことを万全を期すには人的リソース、またコストもかかることから、そこら辺は庁内の人

員体制も含めて考えていきたいというふうに考えております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 私のほうでは、「渇水時は省いて」というふうなことで枕言葉をつけたはず

なのですけれども、そういうときでさえも水を入れてくださいというふうな、もしもそんなことを

言っていないようでしたらば訂正して、そういうふうに受け止められるような発言をしたのであれ

ば、それは訂正したいと思います。 

そういった緊急時はやってくださいと言っているわけではなく、水の、何か３月ですか、それが

70％が今八十何％までいっている状態で、そういう状態のときにお水を入れない理由を教えてくだ

さいという質問をしているのです。質問に対してのお答えを頂戴したいです。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 基本的には、先ほども答弁したとおり、昨年度の工事で貯水槽に水がたまっ

ている状況でありましたら水が出るような工事を施しました。また、それで今までですと、落ち葉

とかで詰まって出なくなった場合に備えて強制的に排出するポンプを設置しました。なので、通常

時であれば流れるのではないかというふうに想定しております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 村長は、先ほど施設の向上を図るための工事をなさったというふうにして

おっしゃったのですけれども、施設の向上を図っても、その結果使えないトイレだったら何の意味

もないと思うのですけれども、どれほどの予算をかけておやりになったのかご存じですか。 

  すぐ出ないのだったら結構です。 

          〔「すぐ出ません」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 
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          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） では、戻って、村長の発言の施設の向上を図るための工事だったのですか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 施設の向上、維持管理の観点から、以前の議会構成の中でも、トイレの使用

に関してご指摘があったことに対応しての工事だったというふうに認識しております。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） トイレが使えるようになれば、こんな貴重な質問時間を使ってこのやり取

りをする必要は全くないような項目だと私は思っているのですけれども、議会のほうでそういうふ

うな指摘を受けたから工事をした。その工事は、施設の向上を図るための工事だった。これが行政

側の答えですか。通常使えるような状態でなぜ駄目なのか。要はニーズに対してのコストがかかる。

コストを幾らだとにらんでそのような発言をなさっているのですか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 今、手元で副村長のほうで調べていただいて、昨年度の施設の改修工事に関

しましては、およそ480万円の事業費だったというところです。施設の維持、それから機能向上とい

う観点でいいますと、場所的に落ち葉等で詰まってしまって水が出なくなってしまう、もしくは水

圧が弱くなってしまうということを踏まえて、強制的にその詰まりを解消する機能というか弁を設

置したことで機能向上というふうに表現させていただいたというところです。 

〇議長（加藤大樹君） 石野議員、整理をしたほうがいいかもしれません。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 私よりも行政側がそういうふうに整理してお話しいただいたほうがよろし

いのではないですか。いいのですか。 

〇議長（加藤大樹君） 整理したほうがいい。施設の向上の対象が給水なのか目詰まりなのかがごっ

ちゃになっているかと思いますし。 

〇３番（石野美由紀君） 私がごっちゃになっているということですか。 

〇議長（加藤大樹君） 当初だと給水のお話をされていて、そこから施設の向上…… 

〇３番（石野美由紀君） 何で工事が完了したのに使えるトイレではないのかというのが根本的な問

題ですよね。 

          〔「そこはちょっと明確に……」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 説明を。 

〇３番（石野美由紀君） それをなぜ工事をしたのか、使えるようにするためですよね。それなのに
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施設の向上を図るための工事なのだというおかしな回答をするからおかしいのではないのですか。

私に注意するのと同じように、行政にもきちんと注意してほしいのですけれども。 

〇議長（加藤大樹君） 一度ちょっと説明を。 

加藤副村長。 

          〔副村長（加藤洋亮君）登壇〕 

〇副村長（加藤洋亮君） 一度整理したのをご説明させていただければと思うのですけれども、雨が

降ったら基本的には使える施設であって、今現状、雨が降っている状態では使える状態になっており

ます。ですので、渇水時の雨が降らないときは当然トイレが使えなくなってしまう。小さいポリタン

クとかで流していただくことにはなるのですけれども、その場合、村内にも、先ほど隅課長からもあ

りましたけれども、水が少ない状態になっていますので、補給等は状況を見て考えなければいけない

というところになります。 

以上です。 

〇３番（石野美由紀君） 雨が足りなかったときのことについて説明してもらえますか。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇３番（石野美由紀君） 渇水ではなくて、たまたまタンクにたまっていなかったときにはどうする

のだという、雨が降るまで待つということですか。 

          〔「そこをもう一回質問してもらわないとおかしい……」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 石野議員、再度質問をお願いします。 

〇３番（石野美由紀君） 最後ですか。 

〇議長（加藤大樹君） いや、再度。もう一度。ちゃんと答えられないから。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 確かに直近の台風による雨で、現在は一時的に送水が再開している状況は

私も確認しております。しかし、私がこの質問書を提出する直前の５月23日及びその前に度々お伺

いしていますけれども、現地は水が出ない状態でありました。この答弁書が出た６月に入って初め

てお水が出たかのような私は印象でいるのです。何度か行ったけれども、そのお水が出た状態には

私は遭遇していないのですけれども、たまたまかもしれません。現状には20リッターのポリタンク

やペットボトルが複数置かれたままになっています。この半年間は全国的な雨不足が続いたものの、

今年３月には大本の貯水池の水源量が70％まで回復するという経緯がありました。島全体の大本の

水源には一定の水量があったにもかかわらず、そこから約２か月後の５月下旬には施設のトイレは

水切れが起きていたという実態です。まとまった雨が直後だけを捉え、貯水が安定しているという

ふうなご答弁ですけれども、これは違うのではないかということです。雨が降らない期間にこそ状

況に合わせた運用が必要なのではないのでしょうか。いつ水が切れるか分からないからこそ、現場
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にポリタンクを置いて常設せざるを得ない状況は、こちらとしても分かります。せっかく工事をし

たのにもかかわらず、その工事は施設の向上を図るための工事、あと維持管理、このようなご発言

ですけれども、480万もかけて行った工事です。通常状態で使えるようなご努力をなさっていただけ

るようにしてほしいと私は思います。思うよりも、やはりそれが正常な状態だと思います。そうし

たらニーズとコストという、そういうふうなことも発せられますけれども、そういったことがネッ

クで、常時出るような状態にしないというふうなことなのかということです。 

私は、渇水時期とか雨が少ないときに満水にしてくださいとか、そういうことを言っているわけ

ではないのです。 

〇議長（加藤大樹君） 加藤副村長。 

          〔副村長（加藤洋亮君）登壇〕 

〇副村長（加藤洋亮君） 石野議員のご質問の趣旨が、直近で５月に見に行った際には出なかったと

いうところのご主張だと思うのです。そのときは雨が降っていたので出なかったのではないかとい

うご主張だと思うのですけれども、ちょっとその時点で我々は確認はしておりませんでして、ただ

先週、隅課長に確認していただいたところ、問題なく出たというところで、基本的に工事の改修は

計画どおりに行われていまして、水がたまれば使える施設として認識しておりますので、ちょっと

そこの石野さんの５月の確認というところは認識していないのですけれども、今後そういった状況

がありましたら、例えば一声お声がけいただいて、一緒に役場と確認いただくとか、そういったと

ころでチェックしていければなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今のご答弁ですと、私のほうで「今日お水が出ませんでしたよ」と言った

らば、どうなさるということですか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

ご連絡をいただければ、担当課として現場を確認しに行きます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） お水の出ないことを確認したり、お水が出ているのにもかかわらず、私が

出ないというふうに申し上げたりとか、その現状を確認した後、出ていなかった場合にはどのよう

に対処するのですか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 
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          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

状況を確認します。貯水槽に本当に水が入っていないかどうか。もし入っている状況で出ていな

いのであれば詰まりの可能性がありますので、その詰まりを解消する対応を行います。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） トラブルがなくお水がなかった場合にはどうしますか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

先ほどから申し上げているとおり、ポリタンク等で対応いただきます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） これは仮の話ですけれども、建屋本体のタンクに満水にした場合に、何回

分相当の使用が可能だというふうな試算がありますか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

試算なのですけれども、貯水槽に入る雨水の量4,500リッターと考えまして、さらに洋式トイレの

１回に流す量を８リットルと考えますと、大体562回分ぐらい使えます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。 

先へ進みます。２番の質問、工事設計の根拠と検証。今、4,500リットルと考えてというふうなこ

とでご説明頂戴しましたけれども、ここでご質問申し上げていると思うのです。改修工事に際して

設置した貯水タンク、このタンク、タンクと言っているので、お互いにそごがあると困るのですけ

れども、設置した貯水タンクというのは建屋本体のタンクという意味です。年間、降雨量予測に基

づいてどの程度の利用を想定して設計されたものなのでしょうか。要は建設が古いので、そういっ

たデータがないかもしれませんけれども、これが4,500リットルに値するのかと思うのですけれども、

計画時に想定していた給水モデルと、現在実際に発生している補給の手間や頻度に乖離が生じてい
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ないか、改めて検証結果をお聞かせくださいということで、重複するかもしれませんけれども、②

としてお答えいただけますか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

先ほど村長からも再三話があったとおり、昨年度行った工事に関しては、新たな貯水タンクを設

置はしていません。工事内容は詰まり等の解消をするための改修工事でございます。ですので、既

存施設活用を前提とした既存のタンクで水が流れるようにという改修工事が昨年度行われている状

況です。 

以上です。 

〇３番（石野美由紀君） 質問項目が２人にありますけれども、答弁はありますか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 先ほど申し上げたとおり、昨年度新たにタンクを設置していないの

で、その試算等々に関しては行っていない状況です。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 改めて２番の質問を申し上げたときに、貯水タンク、タンクというふうな

言葉や、ポリタンクやいろんな言葉が出てきたので、いろんな行き違いとかがあるかもしれません

というふうにして説明申し上げて、設置した貯水タンクというところで、私も設置したという表現

をしてしまったので、このようなご回答になってしまったことは深くおわびしたいと思います。 

ですけれども、改めて設置はしていないからほかの検証とかそんなこともしていないといったこ

とだと思うのですけれども、ご答弁のほうが。要は4,500リットルと考えてとか、そういったことを

ご認識なさっているというふうなことは、既にそういった細部にわたってもおやりいただいている

ということであろうと思います。そうすると、4,500リットルというふうなお水を、満水時にはそう

だということなのですが、その4,500リットルがどの程度の体積なのかよく分からないのですけれど

も、それを一回満水にしていただくことは、物理的には無理なことなのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

先ほど4,500リットル、仮で数字を出させていただいたのですけれども、そもそもこの施設は昭和

60年頃に竣工されておりまして、資料等がない状況で、目測で計算した数字になりますので、そこ
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はご了承いただきたいと思います。満水にできないかどうかというご質問に関しては、つい先日、

金曜日見に行ったときには満水の状態になっておりましたので、現状満水の状態かなと思っていま

す。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 渇水の期間がありましたので、工事が完了してから８か月から９か月ぐら

いたつのかな、そういった中で、今、満水状態にやっとなったというところで、概算ですけれども、

4,000リットル以上のものが入っているだろうということで、そうすると500人前後のものが処理で

きる。そうしたらば、今現在使用しているニーズ、何人ぐらいお使いになっているかとか、そうい

うことは役場のほうではおつかみになっていますか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

集落から離れた山の中にある施設ですので、我々のほうでなかなか何人が使用しているかという

把握は難しいところでございます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） もちろんそうだと思います。ですけれども、あそこにここ何年も水を運ん

でいるのです。その水がどの程度の頻度でなくなっているのかということは検証対象になると思う

のです。そうすれば何人ぐらい使っていて、運ぶ量に対して使用頻度のほうが高いのかどうなのか

ということは幾らでも検証ができると思うのですけれども。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

運んでいる水とおっしゃっているのはポリタンクとかの水のことですか、ちょっとよく分からな

いのですけれども。もしそうだとしても、どのぐらいの水を補充したか報告いただくような形を取

れば、どの程度水を使っているかというのは分かるかなとは思うのですけれども。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） では、執行部のほうでニーズに対してのコストとか、そういったことを言
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及なさっていますけれども、どのくらいのニーズがあるかということも把握していない状況だとい

うふうなことが今分かったのですけれども、今後、要は週に１回しかそこには水を多分運んではい

ないと思うのです。現況あるポリの容器がどのぐらいあってというふうな逆算をしてもはかり切れ

ず、全部空になっていることもあろうかと思いますけれども、そういった中で500人の人の使用が対

応できるものであるならば、せっかく水が満水になったならば、これから点検をして、ある程度の

貯水量がある段階であるならば、お水の補給をしていただくような方向にはなりませんでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 答弁繰り返しになりますけれども、以前、隅課長のほうから先ほど答弁した

ように、貯水槽に補給することは現時点では考えていないと。現時点では満水の状態であると。そ

れが仮に枯渇するような状況であるときは、当面はポリタンク、ペットボトルで対応していきたい

というふうに考えております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 先ほども質問しましたけれども、方針を聞いているのではなく、なぜでき

ないのかということも先ほどは聞いているのですけれども、そこに限定してなぜそういうふうな方

策を取れないのかということだけを、ほかの付録をつけないでご答弁ください。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 現状確認であれば職員でできるところでございます。ただ、それを実際に機

械、重機、大きなタンクを持って水を移送させるとなればコストがかかります。職員の業務の範囲

でやるのか、それとも事業として委託をするのかというところには十分な精査が必要であるという

ところで、現時点でそこまで至らない範囲で対応していきたいというところでございます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 予算がネックだということですね。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 予算の単純に高い安いだけではなく、職員の負担とか、あとはその利用頻度

とか、そういったところも含めて精査をしていきたいというふうに考えております。現時点では十

分な対応かなというふうには考えているところです。 
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以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） それぞれのお考えがあって、行政には行政のお考えがあると思います。で

すけれども、元に戻りますけれども、何のために工事をしたのだと。使えるために工事をしたので

す。通常の状態で使える状態になっていて、満水にすれば使えるものをそのような対応で、行政と

して正しいのかどうかということをもう少し再認識してほしいです。ほかのことではお金を使って

いるわけです。予算の問題ではなく、どこにお金をかけるかだけの問題です。村長がそこに重点を

置いていないというふうなお考えだという、それだけのことです。そうですよね。それは必要ない。

トイレなんか別に自動で出なくても、常設してある水があれば流れるのだから要らないのだという、

そのようなお考えだということですよね。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 答弁のなぜかシーンのところが伝わり切っていないかなというふうに感じて

おりますが、要らないというわけではないですし、使えるように工事をしたと。それに関して先ほ

ど来、所管課長のほうから答弁しているとおりで、その中で効果的に運用できるために雨の水を利

用していき、それが足らなくなった場合はペットボトルで対応していくというところで維持運営を

している状況であります。ただ、これが今回の議会でも石野議員からそういったご指摘もあったり

とか、あとは、これ観光客がメインになるのかな、そういったお客様から多くの声があって、いや、

全然これではすぐ足らなくなってしまうよというような今後動きになってくるようであれば、それ

はそれでまた新たな対応を考えなければいけないかなというふうに思いますが、現時点では、繰り

返しになりますが、こういった対応で運用させていただきたいというところでございます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 少し休憩を取りましょう。 

          （休憩 午後 ２時１８分） 

                                           

          （再開 午後 ２時２５分） 

〇議長（加藤大樹君） 再開いたします。 

引き続き石野議員の一般質問から再開いたします。 

石野議員、お願いいたします。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 私のほうから、このトイレの件については４項目、差し上げていて、この

４項目の中で今、入り組んだ状態になってしまっているので、次は３番ということで進めたいと思
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います。 

持続可能な給水体制への道筋ということで、今後、南ヶ山園地トイレを安定的かつ日常的に利用

可能な施設として運用するために、どのような体制の構築を目指すのでしょうか。渇水時を含めた

具体的な給水計画や運用コストの適正化に向けた今後のビジョンをお示しください。ご答弁が重複

するかと思いますけれども、ご答弁を頂戴しているので、読み上げ等をお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

当施設はインフラ未整備地域に設置しており、降雨による自然貯水を基本としております。渇水

期には必要に応じて補給検討対応を行う。緊急時に備えた一定量の水を常備するといった運用によ

り利用環境の確保を図っていきます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 当該施設はインフラ未整備地域に設置されており、雨、降雨による自然貯

水を基本としているために、渇水期に必要に応じて補給することや、緊急時に備えた一定量の水を

常備する運用により利用環境の確保を図るとのご方針でありますけれども、それは理解いたしまし

た。日々適切に管理をしてくださる受託者の方々のお仕事には深く感謝をしている状態であります

けれども、長らく水を運んで大変だったなというところで、申し訳なく思っております。早く工事

が済めばこんなことにはならなかったのにというふうに。 

３月の水源の回復から約２か月の間、現地で水切れが起きてしまう状況に対して、現場にポリタ

ンクを常設し、利用者にその都度、手動での補給を強いる状態が、果たして行政の言う一定の水を

常備する運用による利用環境の確保の本来の姿なのでしょうか。そこで懸念されるのは、行政側に

そこまで利用人数が多くない施設だから、水道の施設のような多大なコストをかける必要はないと

私も思っているのですけれども、水が出ないときは現行の維持管理の中で対応すれば行政の追加負

担もなく、それで必要十分なニーズ対応だという論理が働いてはいないかという点です。これは、

追加コストや利用人数の大小の話ではなく、受託者の方々の適切な管理努力に甘えて施設が運営さ

れているという現状だと言わざるを得ない状況です。その運用体制を本当に維持可能と考えている

のかということを再三お聞きしているのです。再三ご質問しても、答弁となかなかかみ合わないで

いるのですけれども、人員コスト等がかかるということで対応がいただけないということであるな

らば、人的なコストを省くようなことをお考えになるとか、例えばお掃除にいらっしゃっている方

に水の状況をお聞きになって、週に１回はそれでチェックができるわけです。それでなければ何ら

かのセンサーなりを設置するとか、そういったことで、あまりコストをかけずに管理ができる状態
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であろうかと思うのです。やってください、できません、やる意思がないですということでは堂々

巡りになってしまうので、何か打開策をお考えいただくような形でご対応を頂戴できるような方向

では持っていけないでしょうか、ご答弁頂戴したいです。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 議会この場で対応します、しませんという明言はちょっと控えさせていただ

きたいと思います。ただ、議員のご指摘も踏まえて、内部で協議検討はしていきたいと思いますし、

これまでもしてまいりましたけれども、引き続き管理維持をしていく上で、所管を中心に協議をし

ていきたいと思っております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 一言だけよろしいでしょうか。私が申し上げた、こういうふうにして相互

に、私のほうから申し述べてご回答を頂戴している中で、その中でご意向が変われるような余地が

あるということで検討していただけるというふうなご意向だったのか、そこだけ確認したいのです

けれども。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） この場で発言されていらっしゃる議員の皆様というのは住民の代表でありま

すし、住民の皆様の声を行政に届けていただく役割を担っていただくというところですので、その

ご意見はご意見として責任を持って発言していただいているというところもありますので、我々と

してもそれを全く無視するとか、そういうわけではなく、そういった意見が実現するかしないかは

ちょっと何とも言えないところもありますが、しっかり受け止めて考えて、対応をするかしないか

も含めて協議検討していきたいと思っております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。 

事前に質問を申し上げているので、４番に移ります。４番の質問は、完了に向けた見通し。村民

が安心して利用できる状態を完了形とした場合に、現在どのようなプロセスが不足しており、いつ

までにそれを解消し、手動補給を必要としない運用へと移行する予定なのかをお聞かせください。

これはご質問とご答弁が、今このような状態で質問を読み上げているのがちょっとおかしい話なの

ですけれども、それに対してもご答弁頂戴しているので、４番に進めたいと思います。お願いしま
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す。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

現在の施設条件では、完全に手動補給を不要とする運用は困難であると認識しています。当面は

現行施設の中で可能な範囲で利用環境の維持、改善を努めるとともに、将来的な施設更新の際に、

ご意見を踏まえて検討してまいります。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） この４番のことに対して、取りあえず私のほうでも質問を用意しておいた

ので、それについて重複したりとかちょっと前後するところもありますけれども、述べたいと思い

ます。 

答弁では、現在の施設条件では完全に手動補給を不要とする運用は困難であると。当面は現行施

設の中で可能な範囲で利用環境の維持改善に努め、将来的な施設更新の際に検討するというふうな

ご答弁を頂戴しました。しかし、このトイレはまだ令和７年８月に改修工事を450万円以上もかけま

して改修を終えたばかりの施設です。３月に大本の水源が一度は70％まで回復したにもかかわらず、

少し晴天が続けば水切れを起こし、今なおポリタンクを置かなければいけない運用になっていたと

いう状況だったと思います。今は満水ですけれども。将来的な施設更新という何年も先の話を待っ

ていては、それまでの間、住民や利島を訪れる観光客の方々に、ずっとこの不完全な状態のトイレ

を使わせ続けることになってしまいます。これは、村の観光インフラとして品格を考えても非常に

もったいないことだと私は考えております。私たちが目指すべきゴールは、行政も村民も利用人数

の多寡にかかわらず、そこにある施設を誰もが不便なく安心して使える完了形にすることです。現

行施設の中で可能な範囲とおっしゃるならば、多額の予算をかけて水道を引くことだけが答えでは

なくて、タンクの容量を少し補う工夫をするなど、トップの経営判断一つで今すぐにできる具体的

な改善はあるはずなのです。12月議会でせっかく直したものを使えるようにしなければならないと

いう村長のお言葉があったはずです。私は今も信頼していたのですけれども、今日のちょっとご答

弁でがっかりしたのですけれども、現場の努力に甘えるのではなくて、この施設を真に完了形へ導

くため、村長として明確なご判断、ご決断を期待したいと思います。 

先ほどご答弁頂戴したので、ご意向は十分にお受けしましたので、ぜひご考慮いただいて使える

状態、それを維持ができるように、コストが問題ならばコストがかからないような模索をなさって

いただいて、何とか通常どおりに使えるトイレということを目指してほしいと思います。 

最後に村長、何か一言ありましたらよろしくお願いします。 
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〇議長（加藤大樹君） 大丈夫ですか。 

〇村長（村山将人君） 先ほどの答弁のとおりです。 

〇議長（加藤大樹君） 石野議員、次の質問に移ってください。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） お願いします。 

トイレが終わりまして、次の質問へ移らせていただきます。村長のほうで施政方針をお出しいた

だいている中で幾つかご質問させていただきたくて、事前に質問を差し上げてあります。その中の

一つから質問を申し上げます。 

いきなり文言を申し上げてもちょっと分かりにくい部分もあろうかと思うのですけれども、施政

方針の中にそういうふうな説明があり、そのように述べられていたという前提で申し上げたいと思

います。質問です。 

「交流から定住へ」の現状分析と、選ばれる村であり続けるための課題についてということでご

質問です。施政方針では、関係人口の拡大や移住促進に向けた交流の重要性が掲げられており、そ

の取組自体は私も尊重するものです。しかし、現実を見れば、移住者数と転出者数は拮抗しており、

人口は近年300人程度で停滞している。これは停滞しているというふうな感想を持つのか、その人そ

の人の感触によると思いますけれども、停滞しているというふうな状況です。交流を重ねれば人口

が増えるという考えは、果たして今の利島に即した成功の公式なのでしょうか。移住定住施策が本

当に機能しているのか。単に人の入れ替わりを加速させているだけではないかという懸念を抱かざ

るを得ません。学校の教員等の転入を除けば、真の移住者は年間に数名程度という厳しい現実の中

で、以下の項目について村長のほうに見解をお伺いしたいと思います。 

ここでは４項目について質問をさせていただきます。１つ目、施策の評価と分析。現在の移住促

進活動により、定住に至ったケースを行政としてどのように分析をしていますか。また、移住者が

定住に至らず、転出していく理由についてどのような分析を行っているのかお伺いしたいと思いま

す。お願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

定住に至っている方については、就業目的、来島時点での生活設計が明確であるケースが多いと

認識しております。一方で、転出に至る方については、就業機会の制約や生活環境の適用など複合

的な要因があると捉えております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 
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〇３番（石野美由紀君） ご答弁ありがとうございます。行政が移住、転出の具体的な傾向を日頃か

らしっかりと分析されていることによってこのようなご答弁を頂戴していると思います。まずはそ

の真摯な取組に敬意を申し上げます。ありがとうございます。 

だからこそ、その分析の根拠となった具体的な数字、それがご答弁なさっているので、具体的な

数字が分かっていると思うのですけれども、具体的な数字が分かっているようならお聞かせいただ

ければと思うのです。村の移住促進活動によって実際に来島された総数、いわゆる分母は何人で、

要は移住してきた人です。オフィス等の利用実績にとどまらず、そのうち行政が定住や転出の動向、

理由をデータとして把握、検証できている人、いわゆる分子、それは何人ぐらいいるのかなという

ことで、把握なさっているようでしたらお聞かせいただければと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

転出時とか転入時等で、その理由については、プライバシーの配慮から一律に聞き取り等は行っ

ておりませんので、数字等は把握しておりません。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。ご答弁のほう、定住に至っている方と転出された

方というふうに、大まかにというか具体的に分けてご答弁頂戴したので、ある程度の人数を把握し

てこのようなご答弁を頂戴したのかなというふうに、何らかの形で分析をなさっているのかなとい

うふうなところでこのような質問をさせていただきました。やはり次の２の２でさっきおっしゃっ

たプライバシー等の配慮等のことも書かれているので、次に行きたいと思いますけれども、ご答弁

頂戴したので、私のほうではそういう意図からご質問させていただいたというところです。これか

らはある程度、そのような根拠を持てるような、せっかく情報としてお持ちならば、データとして

どういう動向なのかということを把握なさって、今後の施策にお役立ていただけるような方向でや

っていただければと思います。 

次の２番です。転出者分析の在り方、公務員の転勤ではなく一般移住者が島を去る理由、仕事と

か地域性とか住環境等、まだほかにもあろうかと思いますけれども、について個人情報に配慮しつ

つ、どのような実施把握を行って次年度の施策に反映させていますか。要はこれは今と同じような

ことですけれども、そのことに対してもご答弁頂戴していくので、お願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 
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転出時に個別の理由を把握することについては、プライバシーへの配慮から一律に聞き取りは行

っておりません。一方で、可能な範囲でご本人の意思を確認するほか、関係者からの情報も参考に

しながら傾向を把握しております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 転出理由の把握について、プライバシーへの配慮などから一律に聞き取り

を行っていないということですけれども、私の質問の真意というのは、行政側のご認識と少し乖離

があるというふうに改めて再認識、再質問をさせていただきたいと思います。 

私は、窓口で義務化されたような無理な聞き取り調査をしなさいとかしてくださいとか、そうい

うことを申し上げているわけではないのです。また、そういうことをなさっているとも思ってはい

ないし、この利島は、顔の見える小さな島だからこそ、無理に問い詰めずとも日頃のつながりや窓

口での何げない会話の中から、その方がなぜ島を出られるのか、出ざるを得なくなってしまったの

か。また、好んでお出になる方もいるし、抱えておられる悩みや自然と行政にも思いが伝わってい

たり、分からない場合もあると思いますけれども、そういったことがあろうかと思います。もちろ

ん任意でのアンケート調査などの手法も参考データとして有効でしょうし、それを回答するかどう

かはご本人の自由ですから、それは全員から取れるものでもないと思っています。 

私がただしたいのは、そうしたアンケートの結果も含め、島ならではの温かい関係性の中でキャ

ッチできる貴重な声とか実態に対して行政がどれだけアンテナを高く持って救い上げる努力をされ

るのかということです。そういう組織の姿勢です。このことを求めたいと思います。その理由が、

行政の手が少し届けば解決できた事案であったならば、それを察して解決にもつながったかもしれ

ないというところもありますし、その後は、余計なことですけれども、ストップさせるとかそんな

ことはちょっと違いますけれども、何にしても転出の理由とか、そういうふうなことを、これから

人口を増やしていくといった段階で、転出なさる。ああそうですか、また来てくださいねぐらいの

感覚ではなくて、数少ない転出者、また数少ない転入者、こういったところをもう少し把握なさっ

て、ただ単に交流だけではつながらないのではないかということからご質問申し上げました。 

何もないようでしたら３番に行きますけれども、いかがですか。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 事前のご質問、３番です。「交流」を「定住」に変える戦略。抽象的な交流

人口の拡大の先にある具体的な定住促進への戦略は何でしょうか。単なるイベント的な交流にとど

まらず、定住の最大の障壁となっている課題。仕事の創出だったり生活基盤の維持など、その人に
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よっていろいろ課題が違うと思いますけれども、それに対して今年度どのような具体策を講じてい

くようなお考えでいるのかということをお伺いしたいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

交流人口の拡大は移住の入り口として重要であり、段階的に関係人口から定住へとつなげていく

ことが必要であると考えております。具体的には、「ずっとしま」にある利島という島の情報発信の

充実や交流イベントの実施、移住定住に向けた相談窓口の充実について検討してまいります。仕事

の創出や生活基盤の維持については、既存事業者への支援に加え、新たな担い手の確保につながる

施策についても検討を進めてまいります。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 答弁頂戴してありがとうございます。 

３項目めの交流を定住に変える戦略というふうにしてお伺いしていますけれども、ご答弁ではポ

ータルサイト「ずっとしま」による発信、イベントの相談窓口の充実、既存事業者への支援や新た

な担い手の確保に向けた施策の検討といったメニューが並べられてご答弁頂戴しました。しかし、

これらの中身を精査すると、直近「ずっとしま」が７年度に始められたのかな。それを除けば残り

の取組については、これからもずっと前から従来どおりやってきたことではないかなというふうに

して考えました。 

私がこの質問で真に伺いたいのは、単に現在持っているメニューの羅列を求めたのではないので

す。ただ、これまで長年動かしてきた事業の中で、また新しく始めた事業の現状の中で、一体どの

ような反省点であったりとか課題を捉えていて、今年度は今までおやりになっていたことが順調だ

ったのか、反省点はなかったのか、ずっと同じことをやり続けるのか、そういったことを検討なさ

っているのかどうか、今年度はどこをどのように変えていこうというふうな、具体的に生きた戦略

のようなものをお持ちなのかどうかということです。先ほど討議でも明らかになったとおり、これ

までと同じやり方をただ続けてきた事業においては、せっかく島に来てくださった方々に十分に定

着していないという厳しい現実があろうかと思います。要は、すなわち反省すべき点を、その結果

にすべき点を改善に向けてやっていくようなことをやっていかなければいけないのかなというふう

にして考えるのですけれども、そういった点については何か改善点とか、これからどういうふうに

していこうとか、今年はこういうふうなことを考えているのだとか、そういうことがおありになる

ようでしたらご答弁頂戴したいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 
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          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

これまで行ってきた交流イベント等を継続してきたことから、現在の人口300人を維持していると

ころもあるのかなと思っております。とはいえ、今後も交流イベントの充実と相談窓口の充実につ

いては、引き続きより窓口が充実するような形態を検討してまいります。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今のご答弁ですと、交流事業が結果として転入者を迎えて300人を維持して

いるということだったのですけれども、転入してきた人が交流イベントであるというふうなことを

認識なさっているということでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

島外で実施しているアイランダーとかをきっかけに移住された方は多くいらっしゃるかなと思っ

ております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 石野議員、次の質問。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今の３番の点について、村長のほうのご見解が何かあるようでしたら、見

解をお伺いしたいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） アイランダーは、私が村長になる以前から、議員の時代から政治活動の一環

として、村のためにということで続けてきており、それをきっかけに移住された方もいらっしゃい

ますし、それ以外の方でも、例えば夏の学生ボランティアの方々とか、それ以外にもいろんな接点

がある方で、交流していくことで移住、もしくは移住だけでなくて利島を知っていただいたりとか

訪れていただいたりとか、そういうことが今後つながっていくのかなと。10人、100人移住できるよ

うな島ではない中で、１人でも２人でも移住していただく、もしくは住みたいなとかとちょっと悩

んでいただくということが大事かなと思っております。 

行政としましては、それに向けて住宅ですとか、あと新たな働き方ということを掲げております

が、椿産業の新たな担い手、関わり方ということで進めてきておりますし、また利島で出会い、結

婚し、出産していただいた先には、教育というところでも非常に魅力的な取組をしているというこ
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とが、総合的に利島の人口維持に向けていくということで、木村議員でも……大磯議員かな。総合

計画の……木村議員か。総合計画の「300人のミライ」というところにもつながっていくのかなとい

うふうに考えております。行政としては、各分野、各所管でそれに向けて、今は産業観光課の課長

の答弁でしたけれども、総体的に取り組んでいきたいなというふうに考えております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 皆さんで頑張っていただいているので、よろしくお願いします。人口が増

えるようにお願いしたいと思います。反省点とかそういったことに対しては言及がなかったのです

けれども、それは追ってまた後ででもお話をさせてもらいたいと思います。 

次の２番の４になります。目標の具体化、移住促進の先にある、何年後に人口をどうしたいのか

という明確な数値目標、これは５次の計画が出ていたり再三その300人ということを申し上げてお述

べになっているところであるのですけれども、改めて施政方針ということで打って出ているので、

その決定について明確に数値目標やビジョンがあるのか。また、それに向けて何が足りないと認識

されているのか、村長の現状認識を教えていただきたいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 石野議員の、村の人口の数値目標及び必要な施策についてのご質問にお答え

いたします。 

まず、村の人口の数値目標につきましては、今年の３月に策定いたしました第５次総合計画の計

画期間が10年であり、計画の中に人口300人以上をうたっておりますので、10年後に300人を維持す

るというところが目標になります。 

続いて、必要な施策についてですけれども、こちらも第５次総合計画に掲載しております５つの

柱である教育、子育て、産業、仕事、福祉保健医療、生活基盤、環境防災、移住定住促進、行財政

運営、全て最終的に人口300人維持の目標に寄与するものだと考えています。そのため、状況の変化

も踏まえながら第５次総合計画の基本方針に基づいて各種施策を実施してまいります。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 端的に10年後に300人とする、その300人を掲げる何か理由とか根拠とか、

そういうふうなのはお考えになっての300人なのでしょうか、お聞かせいただければと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 加藤副村長。 

          〔副村長（加藤洋亮君）登壇〕 
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〇副村長（加藤洋亮君） 石野議員の300人の根拠のご質問にお答えいたします。 

総合審議会にご参加されていたのでご存じだと思うのですけれども、人口ビジョンの過去の人口

を見たとき、ここ数十年間は、利島は300人を維持しておりまして、引き続き300人を、今後は人口

減少の時代には入っていくのですけれども、その中でも引き続き300人を維持していこうというとこ

ろで、300人維持という目標になりました。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。ここから１番から３番までいろいろお聞きしてき

たのですけれども、総括として村長にお尋ねしたいと思います。 

第５次総合計画で掲げた10年後には300人維持という目標は、何もしなければ島が衰退していくと

いう現実から、利島を死守する極めて重要な決意だというふうに、私もそういう数字であるという

ふうにして理解しています。現状300人のところ、推移の予定ではなかなか厳しい数字が出ています

けれども、何とかその300人を維持できるようにということで頑張っていらっしゃる側面からでも応

援したいという気持ちでいっぱいです。ですけれども、その目標に向けて、今何が決定的に足りな

いのかとか、一番肝腎な課題認識について、最初の答弁では完全にゼロ回答であったと思います。

ただ、その計画書に基づいて実施するという無機質な説明であったと私は思っているのですけれど

も、最高責任者として説明責任を果たしていると、ご答弁を頂戴するに当たって、ちょっと寂しい

思いでした。議会は行政の手続をなぞる場ではないと思っているのです。いろいろ傍聴の方もいら

っしゃりとか、ユーチューブもあったりとか、その言葉に注目しているということなので、私のほ

うから申し上げたことをなぞるということではなく、独自のご答弁を頂戴できればと、そのように

思っております。 

先ほどまでの討議で、手元のデータや、これまでの計画をどのように生きた戦略として具現化し

ていくのか、明確なそのかじ取りの姿勢が問われているのだと私は思っているのですけれども、頑

張っておられる姿はとても共感できるところもあって、頑張ってほしいなと思っています。 

今後、経営判断をもってこの300人維持という目標へ突き進むというふうな、先ほどご説明頂戴し

ましたけれども、村長のほうからやはり300人というところについても、ちょっとお伺いできればと

思います。箱物を建てるだけの従来の移住策はもう限界を迎えていると思うのですけれども、全国

の離島で大成功を収めている国の補助金を活用した、私が考えることとすると、マルチワーカーの

組織化とか段階的なその島留学といったことをほかの島ではおやりになっているというふうなこと

も、いろいろ調べてみると多様の取組をしていると思うのです。この利島でその実現が可能かどう

かというのは、まだ勉強したりとか模索してみないと分からないというところなのですけれども、

総括して村長の人口等に関するご答弁を、思いを改めてお伺いしたいと思います。お願いします。 
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〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 質問というか何か思いを問われているのかなというところで、まず10年後を

目指す人口300人というところでは、総合開発審議会の委員の皆様のご意見もというところが一番な

のですが、その中で出た一番印象深かったお話でいいますと、300人がちょうどいいというようなお

話があったかなと思いまして、なるほどなと私自身も思いました。やっぱり人の顔、名前が分かる

人口、部落も１つであるという、この利島にとっては本当にちょうどいいのかなと。また、インフ

ラを維持管理する上でも、当然老朽化更新は必要になってくるのですけれども、例えば給水人口を

400、500とかと増やすとなれば、やっぱり設備更新等でまた膨大なコストがかかってきてしまうと

いう中でいくと、大変難しい目標ではあるとは思いますが、300というのが一番現実的なハードルな

のかなというふうに私も腑に落ちているところであります。 

また、今足らないところという部分で言いますと、これは定量的なものではいろいろあるかもし

れないのですけれども、定性的といいますか、私の常々、外部で利島をＰＲする、発信する講演も

最近増えてきている中でいいますと、一番足らないのは、これは役場職員だけではなくて、住民皆

さんに向けてもそうなのですけれども、やっぱり危機感が足らないというふうには思っております。

というのは、やっぱり昔こうだったからああだったからというところを維持していく、し続けてい

くということにはもう限界が来ている時代になっているという中で、やはりいろいろなものを、変

化を恐れずに取り組んで前向きにいかないと新しい時代は迎えられない、乗り越えられないという

ふうに考えておりますので、ちょっと抽象的な表現になってしまうかもしれないのですけれども、

私の思うところではそこかなというふうに考えております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。 

次の質問に移りたいと思います。３番、保健医療・福祉・介護・子育てに関する「財政の限界」

と「将来の不安」に対する行政の責任ある回答についてということで、ちょっと長くて申し訳なか

った。まとまらず、すみません。 

読み上げます。保健医療福祉並びに介護、子育て支援について包括的に伺います。施政方針には、

妊娠期から子育てまでの切れ目のない支援や、誰もが安心して暮らせる環境など、福祉の根幹に関

わる重要な理念が掲げられていると思います。しかし、島を出なければ出産できない現実、重度介

護で島を追われる不安、そして持病の通院でさえ船舶の欠航により延泊等で多額の宿泊費を負担せ

ねばならないといったリスクを抱えながらの通院、島民が直面するその物理的、経済的障壁は極め

て深刻な状態であると思います。これらの現実は、単なる個別のトラブルではなく、行政の福祉生
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活、島の実情を十分に捉え切れていないという構造的な課題を示唆しています。 

そこで、村長にお伺いいたします。今年度、以下の項目についてどのような具体的な政策を実行

し、今年度末までに島民が実感できるような成果（目標）を達成してもらいたいと思っているので

すけれども、それを達成するというふうなお考えでしょうか。施政方針のほうからそういったこと

で頑張っていきたいのだというふうなことをお書きになっていたので、このことについて具体的に

施政方針、今年度の成果についてお伺いしたいと思います。 

１番、子育て支援。妊娠から子育てまで、現状の支援をどこまで拡充し、どのような指標で安心

を証明するのかということです。 

介護・福祉のことです。重度介護者の受入れ体制や食事制限…… 

〇議長（加藤大樹君） 一問一答にしましょうか。 

〇３番（石野美由紀君） そうしますか。では、１番でお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

まず、保健医療福祉、介護、子育てに関する財政の限界と将来の不安に対する行政の責任ある回

答についてといったところでございますけれども、議員のご指摘のとおり、利島村における医療福

祉、介護、子育てを取り巻く環境は、離島であるがゆえ大きな制約がございます。出産のために島

外へ出ざるを得ない現実、また重度介護となった際には生活継続への不安、さらには通院時に欠航

に伴う宿泊費等の経済的な負担など、個々の問題にとどまらず、離島に共通する構造的な課題であ

ると認識してございます。 

一方で、行政としては離島だから仕方がないと考えるのではなく、限られた財源と制度の中で、

少しでも不安を軽減し、安心につながる具体的な支援を積み重ねることが重要であると考えており

ます。その上で、令和８年度における具体的な取組と年度末までの目指す成果について申し上げま

す。 

１番目の子育て支援についてでございます。子育て支援につきましては、妊娠期から子育てまで

の切れ目ない支援ということを基本にしておりまして、安心して子供を産み育てられる環境整備を

進めてまいります。令和８年度につきましては、これまで不在でありました常勤の保健師を新たに

２名配置しまして、妊娠期から出産後、乳幼児期に至るまでの伴走型支援の体制を強化いたします。

これまでも子ども家庭支援センターからこども家庭センターへ施設をいち早く取り入れたりと、そ

ういったところで、ここの部分については村としてもやるべきこと、またやらなければいけないこ

とというものをやっておりましたけれども、やはり常勤の保健師がいないといった中で、１か月に

３日から４日ぐらいの非常勤の保健師しかいないという不在時が、それ以上、月の半数以上あると

いうような中から、やはり常勤の保健師がいるといった体制のところでは、安心していただけるよ
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うな体制づくりというのは、今既に整えつつあるのかなというふうに考えております。具体的には、

妊産婦や子育て家庭に対する定期的な相談支援、また発達や発育不安への早期対応、教育分野とも

連携した子供の成長支援を進めてまいります。また、当該出産という離島特有の負担についても、

現行制度の検証を行いながら保護者の負担軽減に向けた課題整理を進めてまいります。年度末まで

の成果目標といたしましては、保健師を中心とした相談体制を安定的に構築すること、妊娠から就

学前まで継続的な相談支援につながる体制を整えること、子育て世帯が困ったときに相談できる先

があるという実感ができる環境づくりを進めることを目標として進めてまいりたいと考えておりま

す。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） 石野議員、次の質問。 

３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。ご答弁では、現行の支援策、継続や子供の子育て

の環境の維持についてご答弁頂戴したのですけれども、現在の利島において、若い世代がこの島で

安心して子供を育てるというところでは、結構厚い体制を取られているというのは重々分かってい

るつもりですし、頑張ってくださっているなというところであります。ですけれども、なかなか出

産というところで、島外に出なければいけないというところで、なかなか大変な状況だというとこ

ろはご存じではあると思うのですけれども、そういった状況があります。 

本村の財政に限界があることは私も理解しているのですけれども、だからこそ何を最優先にする

かというふうな村長の政治姿勢が問われるのではないかなというところで、お祝い金のことだった

りとか、そういったことも手厚くされているといったような認識をなさっているとは思うのですけ

れども、なかなかご当人としては、出産をされる方にとっては、通院であったり、先ほど通院する

のは大変だというふうな認識も十分なさっているとは思うのですけれども、例えば上にお子さんが

いる場合はどうしたらいいのかとか、里帰り出産とかいろいろありますけれども、逆に東京にお里

がない人、こういう人たちをどうするのかとか、広尾病院で今年、東京都の政策として、いろいろ

宿泊施設のこととか、そういったことが拡充されていますけれども、それは広尾病院でしか出産が

できないといったことがあったりと、産んだ後については、なかなか手厚いことが、この島の中で

も幼少期、また学校に入ると、教育長のすばらしい政策で、教育が待っているので安心していられ

るのですけれども、出産というところのやっぱりネックがとても大きい状況で、利島村の補助金は、

全国レベルではもうトップのほうだということなのですけれども、実際に内地で出産する人がその

金額をもらい、その金額がお祝い金のようにして懐に入るのと、いただいてもそれを使って通院し

なければいけない、そのほかのことに使わなければいけないといった、要は頂戴しても必要経費に

しかならないような、そういった形であるということで、十分なお祝い金であるというふうな認識
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でいらっしゃるかもしれませんけれども、その辺については、逆に年間数名、５名も埋まるかどう

かというところですから、それを大盤振る舞いと思わず、もっと大盤振る舞いにしてあげても私は

いいのではないのかなというふうなところも思うのですけれども、その点について、何かご検討の

余地とかまた遡って、今も住んでいらっしゃる方、継続して出産して住んでいる方に対してもう少

し支出してあげるような、そのような方向性についてのご検討とか、そういったことが考えられな

いのかどうかというところが、いかがなものかなというふうに思います。 

あとは、個々の条件がいろいろ違うので、聞き取り調査とかをして、何に困っているのか、どう

いうことが改善されると助かるのかといったことを、10人も20人も100人も出産しているわけではな

いので、先ほどの移住定住ではないですけれども、ご協力がいただけるならば問題点を模索して、

それを改善に向けて、なるべく出産しやすいような島であることを望みたいと思うのですけれども、

ご検討のほうはいかがでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えいたします前に、まず出産については

祝い金、私ども職員も祝い金という言い方を常日頃してしまっていて、あまりよろしくないなと。

あくまでも出産助成金といったところでございまして、お祝いのために差し上げているものではな

いよと。経済的負担があるから、そのために助成金を村としては支出しているといったところでご

ざいますので、そこについてはちょっと訂正というか補足させていただきます。 

あと、また出産の中で都立の広尾病院しかできないというようなご発言が１個ありましたけれど

も、都立広尾病院以外の病院でもできるところというのは、ごくごく限られてはいますけれども、

ほかの病院でも場合によっては可能というようなところもございますので、そこについては都立広

尾病院だけといったことはなくて、都立病院のほうでもそこについてはご配慮をいただいていると

いったところもありますので、そこについてはちょっと補足というか訂正させていただきます。 

議員のおっしゃったとおり、まだまだ足りていないとか、そういったところは十分私どもも認識

してございますし、この国の制度でございますけれども、出産については、今までは出産、分娩に

ついては医療ではないよというようなところで、出産育児一時金という形で制度のほうはなってい

ましたけれども、今後見直しが図られるという中で、医療に含めるというか、医療保険の適用にす

ると、そういったような国の流れもございますので、そこに向けて、まさに今年度から制度の見直

しとかそういったところについては住民課内で今進めているところでございます。 

あと、議員のおっしゃいました、まさに一人一人置かれている状況が違うといったところにつき

ましては、ここがもう本当に常勤保健師を置いた最大の理由とかそういったところにもなりますの

で、これは子育て環境だけではなくて、福祉全般とか介護とかそういったのも含めてですけれども、

当然これまでもそれぞれ社会福祉協議会において、子ども家庭支援センターとかこども家庭センタ
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ー、また高齢者の部分につきましては、高齢者包括支援センターといった形で、それぞれ村のほう

でスペシャリストを用意して支援体制とか相談体制というのは構築してきましたけれども、ここに

保健師を２人入れることで、さらに一人一人のきめ細かなご相談とかそういったところに、先ほど

も答弁させていただきましたけれども、伴走型の支援を進めていければなというふうに考えていま

すので、議員のほうにおかれましても、そういった村でも体制は取っているといったことを、何か

ご相談を受けた際には、ぜひ村役場の窓口のほうを教えていただければと考えております。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。訂正のところは、こちらにもメモがあったのに、

簡略してお祝い金と俗っぽく言ってしまって、大変申し訳ありません。正しく言うべきでありまし

た。申し訳ありませんでした。 

あと、広尾病院のことは、ちょっと言い訳がましいのですけれども、東京都のほうの事業説明の

ときに、広尾病院だといったようなご説明を頂戴したので、調査をせずに発言をしてしまいまして、

それも併せて陳謝いたします。大変申し訳ありません。 

次に、ごめんなさい、問題点がいろいろ出てこようかと思うのですけれども、１点、やはり重度

化した方をというと、ついついお年寄りだったりとかそういうふうなことを考えますけれども、先

ほど申し上げたように、上にお子さんがいて、そういうふうなパターンがあるかどうかは、実際に

いらっしゃったかどうかは分かりませんけれども、上にお子さんがいて、旦那さんが島に残って、

例えば８時から５時までの就労をしている。そうした場合に、ではその子供は保育園に行き、旦那

さんが働いている間、見ていただく。定時になったらばどうするのだとか、そういったこともやっ

ぱり、その家庭、その家庭によっては問題になるようなこともあろうかと思うので、そういったこ

と一つ一つきめ細かく調査なり聞き取りなりをしていただいて、細かいことがとても当事者にとっ

ては大変なことなのだということをちょっとご認識いただけるように、改めてちょっと申し添えま

した。 

次へ行きます。介護・福祉。重度介護者の受入れ体制や食事制限等への具体的対応をいつまでに

どう改善をしますかということで、ちょっと食事制限といったことで説明もなく申し上げてしまい

ましたけれども、食事制限が必要な方でなかなか個人では対応できないといった方が、例えば冷食

を取るとか、そういったこともなかなか利島ではままならないような状態なのですけれども、そう

いったことも含めてご対応が、どうでしょうかとか、改善ができるのでしょうかということをお聞

きしているつもりです。ただ単にちょっとこういうふうにして書いてしまったので、なかなか通じ

ない部分があったのですけれども、ちょっと謝りたいと思います。よろしくお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 
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          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

介護・福祉についてでございます。介護・福祉分野につきましては、高齢化が進む中で、住み慣

れた利島でできる限り暮らし続けられる環境づくりを基本としてございます。特に重度化への不安

については、行政としても重く受け止めております。 

一方で、現時点で島内において本土と同等の高度介護サービス体制、単純に言うと特別養護老人

ホームのような施設を整備することは、人材確保や財政面から一定の限界もございます。そのため、

令和８年度はまず重度化を防ぐことと、生活機能を維持することに重点を置き、平成福祉医療グル

ープとの連携をさらに強化し、ＰＴ、ＯＴ、ＳＴ、それぞれ理学療法士、作業療法士、言語聴覚士

など専門職によるリハビリ支援や介護予防体制の充実を図ります。また、これまでも食事制限等々

のある方の冷凍食品によるものというのは、社会福祉協議会のほうでも相談等々に乗ってまいりま

したけれども、そういった医療的配慮が必要な方への支援についても、診療所、福祉関係機関、社

会福祉協議会等と情報共有体制を強化しまして、個別のニーズに応じた対応の改善を進めてまいり

たいと考えております。今年度末までに成果目標といたしましては、専門職派遣によるリハビリ支

援体制の継続と強化をすること。また、高齢者等の見守りや相談支援体制を充実させ、孤立防止に

つなげること。また、重度化リスクの高い方に対する関係機関の連携体制を整理し、必要に早期支

援につながる仕組みを整えると、こういったことを目指して進めてまいりたいと考えております。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。予防について多くご説明頂戴しました。それは十

分にそのような体制を取っていただくということは、ありがたいと思います。しかし、この２番で

質問しているのはもう単純です。重度介護者の受入れ体制や食事制限等への具体的対応をいつまで

にどう改善するのかということで、もちろん予防をして、この後そういった対象者を防ぐというこ

とは重要ですけれども、実際に今、最後におっしゃったように、何とか重度の方のことを考えてい

くようなことはあったのですけれども、ではどういうふうな施策をもってやっていこうとしてくだ

さるのかとか、要は施設を造ることは難しいというのはもちろん分かっているのですけれども、そ

ういったところで、質問のほうに重きを置いて、もう一度その具体的な対応というところで、今、

雑駁にご説明頂戴しましたけれども、もしもそういうふうな具体的にこういうふうな方向で実際に

できなくても、今できる範囲のことで、こういった方向でやっていけるのではないかというふうな、

またニーズがこういうことがあるので、こういうことに対して検討していきたいといったような方

向性をお持ちならばお教えください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 
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          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

個別具体的なところというお話でいきますと、まず食事の関係のところでいきますと、これまで

も診療所及び社会福祉協議会のほうとも連携させていただきながら、冷凍食品のほうの取り寄せと

か、そういうのは村というか社会福祉協議会のほうでも行ってきたかなと考えております。より必

要な方がいらっしゃれば、ぜひ保健師にご相談いただければ、その対応について、それこそ医療機

関と社会福祉協議会のほうと連携させていただきながら、社会福祉協議会のほうで冷食を、今高齢

者に配食とかそういうのも行っていますので、そこの中に医療的な食事制限があるような方の部分

についても、加えられることは十分考えられますので、そこはご相談いただければなというふうに

考えてございます。だから、具体的な例といたしましては、もう既にやっているとか、そういった

ところになってくるのかなというふうに考えています。 

また、重度介護というところでございますけれども、重度介護になったとき、議員もご存じかも

しれませんけれども、骨折とかで急に寝たきりになってしまう場合というのは往々にして考えられ

るかなというところではございますけれども、骨折をする、転倒を予防するとかそういったところ

というのは、今のいらっしゃる方にも十分通用するというか、転倒しないためにどうするのか。そ

れは生活環境を整えるですとか自分の筋力を維持するですとか、そういった予防というのは、今の

中でも十分対応できるのかなというふうに考えてございます。 

そういった中で、やはり病気とかで急にとかという、そういう場合、ちょっとなかなか難しいの

ですけれども、先ほど言ったように予防できるところというのは、今、利島村の本当に恵まれたと

いう言い方がちょっとあれかもしれませんけれども、理学療法士さんとか作業療法士さんとかそう

いった方も300人に対して１人という割合で、それもしかも常勤でずっといていただいているという

中でいくと、生活環境からどういったところで生活しているかというのを本当に逐一観察していた

だいて、その人に合った状況で今、生活を送れるような体制は整えていますし、またデイサービス

に通っている方にはリハビリ等々も必ずやっていただくような状況になっていますので、より重度

化しないような家で生活できるようなところというのを今後とも進めてまいりたいと考えています

し、また重度化して何かしら支障があるといったところについては、島でできる限りのことを、予

防法も含めて個別の支援を丁寧に行ってまいりたいと考えております。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。この食事制限がある方というところについては、

実際に塩分を控えた食事とか、とかではなくてそういったことはご協力いただけるような体制だと

いうことは認識しています。それ以上に、例えば腎臓病だったりとか糖尿病だったりとか、それと
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その他カリウムとかたんぱく質とかリンとか、いろんなものが制限されてくるような状態になって、

それを実行しなければ透析というような形になってしまうということをやっぱり鑑みると、食事の

ことも重要で、先ほどリハビリ、予防、重症化にならないような努力をせざるを得ない人、してい

る方、そういった方に対しても門戸を開いて、食事のケアとかも拡張していただけるととても助か

ると思います。できる限り住み慣れた島で暮らし続けるという環境づくりを基本とするというふう

なところでご答弁頂戴しているのですけれども、やはりこれを裏返すと、重症化してしまって利島

で面倒が見切れなくなったら、やっぱり出ていってもらうしかないのだよというところが、逆の面

から見るとそういうふうにも読み取れる文章になってしまう。今現在、利島の医療が脆弱な状態で、

無理なことを申し上げたいということではないのですけれども、やはりこのことについては、とて

も大きな問題だというふうにして行政も認識していると思うのですけれども、一歩進んでお泊まり

のこととか、そういったことも改善をして、もう少しニーズに応えて、何日間かといったところが、

なかなかその規制とか法律とかいろいろなことが上限があったりとか、いろいろするのかもしれま

せんけれども、いつまでもいつまでもというように、できる限り住み慣れた島で暮らし続ける環境

づくりというところに言及が止まってしまうのかもしれませんけれども、何とかお答えをいただけ

るような方向でお願いしたいなというところが現状です。今現在もそうして島を出ていらっしゃる

方が実際にいるわけです。そして、ご自身のご判断でご家族で島を出られている方、もう出てしま

った方というのが何人もいらっしゃるという現状です。もう300人を目指す、移住定住を云々という

ところもありますけれども、ここで年間２人なり３人なり、そういった方たちが要は出てしまう。

これは分母の300に対してのとても大きな数であろうと思うのです。何とかその改善ができる方向で

柔軟にお考えいただけるような施策を今一生懸命やってくださっているのは認識しているのですけ

れども、何とかお願いしたいというところで、この介護福祉についてき終わります。 

何かそういう点で補足するところがおありになるようでしたら、ご答弁頂戴したいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

個々の状況により様々というところはあるかと思います。だからこそ重度化を防ぐ介護予防も含

めてですけれども、専門的な支援とか在宅支援の充実を進めて、できる限り住み慣れた島で暮らし

続ける期間を延ばすといったことが現実的な行政の責任であるというふうに考えてございます。必

要に応じて当然都立病院ですとか、そういった当該の医療機関とも連携を含めて、個別支援を丁寧

に行ってまいります。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 
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〇３番（石野美由紀君） 出産に関する補助金についても再度ご検討いただいて、ここで人口を増や

してくださった方に、何年か遡ってでも補助金の支給があるくらいの度量をお見せいただいて、実

際にお支払いいただいても結構なのですけれども、そういうことを願います。 

次へ行きます。次が３番になります。医療・通院支援です。先ほどもお話に出ましたけれども、

そのことについて申し上げたいと思います。欠航に伴う宿泊費補助などの現状の経済的負担を具体

的に緩和しますという直接的に簡潔にご質問申し上げました。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

医療・通院支援につきましては、離島医療の宿命とも言える交通事情の影響を受けやすく、特に

欠航時の宿泊の負担は村民生活に大きな影響を及ぼしていると認識しており、国に対しても島民の

負担軽減について要望を行っているところでございます。また、保健師の配置を生かして診療所と

も連携しながら、疾病予防や健康相談を強化することで重症化予防や不要不急の島外の受診の軽減

にも取り組んでまいります。さらに、オンライン診療や遠隔相談など離島に適した医療支援の可能

性についても研究を進めてまいります。こちらのほう、今年度末までの成果目標といたしましては、

保健師配置による相談支援体制を軌道に乗せること、通院支援制度の課題整理と必要な見直しの方

向性を示すこと、また村民の医療不安を軽減するための相談連携体制の強化を図ることを目指して

まいります。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） まず、経済的負担の軽減を引き続き国に対して要望するとともにというと

ころがあるのですけれども、今までも要望してきて、今も継続的におやりになっているというふう

に読み取れるのですけれども、これはどのように、どのことに対して国に要求し、いつ要求をして

いるのか、いつから要求しているのかといったところをお聞きできればと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 一昨年ぐらいからかな、私のほうで全国離島振興協議会という全国の離島の

集まる協議会の中で提案させていただいて、国土交通省の離島振興企画のほうに対してご要望させ

ていただいているというところですが、あいにく今回もそうなのですけれども、私、会議に縁がな

いといったらあれですけれども、今回の台風等で行けていなくて、その協議会の場で発言はできて

いないのですけれども、文書では要望をしているところでございます。 

以上です。 
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          〔「どのような要望をしているのか聞いています」と言う人あり〕 

〇村長（村山将人君） 具体的には通院旅費の助成でしたよね。でいいのですよね。島外通院の旅費

……島嶼住民に対する医療支援事業の支援制度創設についてというところで、高度医療が必要な場

合に本土で、内地で医療を受けなければいけない状況となっている中で、専門診療について診療機

会が限られていると、そういった中で、本土の医療を受診しなければいけない際に、その交通費や

宿泊費の経費負担の軽減のため、国の支援制度創設を求める要望をしているところでございます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） それは利島単独でおやりになっているということではないということです

か。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 現状では、ほかの全国の離島の首長の皆様とまだ調整がしきれていなくて、

現状では利島村単独になっている状況です。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 失礼しました。一応要望書、全国の離島振興協議会として出しているので、

皆さん一致での要望ということで国のほうに提出していただいているところです。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ご要望いただきありがとうございます。その要望が去年からなさっていて、

今回で２回目ということだとは思うのですけれども、去年からということはです。去年はそれが棄

却されたりとか却下され、棄却というか却下というかよく分かりませんけれども、認められなかっ

たというふうな、結論的に駄目ですよ、認められませんよということで直接的に回答があったとい

うことですか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 東京都等の要望と違って明確な措置状況が示されてはいないところでありま

すが、引き続き制度創設に向けて要望を続けていきたいというところでございます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 
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〇３番（石野美由紀君） 既存にあるものではなく、あえて創設をということで考えていただいてあ

りがとうございます。でも、村長の利島としてそのようなことが大切である、必要であるというふ

うなご認識でそのようにしていただいたので、ご要望を頂戴していただいたのですけれども、仮説

で申し訳ないのですが、それが通った場合、その補助が国と村からの両方を要は該当者にお渡しす

るつもりでの申請なのでしょうか。村が担っている分を国からの補助で賄うということでその補助

申請をしているのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

まさに、どういった制度が創設されるかというようなところにつきましては、まだ創設されるも

のでもございませんし、まだ要望している段階といったところでございます。村への補助になるの

か、それとも住民に直接ということは基本的には考えにくいのかなというふうに考えております。 

また、東京都の補助というか、そういった村の今予算上、一般財源で行っているものについてど

うするかといったところも、先ほどご答弁させていただきましたけれども、通院の支援制度の在り

方といったものが、ちょっと課題整理を今年度末までにある程度行って、どういった支援体制につ

いて見直しができるのかできないのか、そういったところも含めて方向性を示すことをさせていた

だきたいなというふうに考えております。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 以前から通院をして、欠航によって戻れないことに伴う内地での宿泊、こ

れが大きな負担になっているのだということは、多くの議員から質問という形で何度も議会の場に

出されたことであったと記憶しています。このことに対しては、困っているということや、港湾が

脆弱であるということは、十分行政のほうでも認識はなさっているけれども、そのことについての

補助はしない。やらないといったスタンスであったと思うのです。ある程度理解を示したような答

弁があるのですけれども、その点についてはお考えが変わって、財源があればそういった方向につ

いても今後考えていくといった、国に対して要望を出している。私はこの宿泊費補助、要は欠航に

伴う宿泊費補助というところの欄でお出ししていることの回答が、この国に対して要望していると

いうふうなところで頂戴しているのですけれども、そこが実際にすぐ補助というところにつながら

なくても、補助をすることが適切であるというか、補助をする方向で持っては行きたいけれども、

諸問題があってなかなか成就しないといったような方向のご答弁で、ここで国の補助とかそういっ

たことをお出しになっているのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 
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          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

村の答弁としましては、これまでも東京都並びに国に対して要望を重ねてまいりますというお話

は、変わったものでもございません。ただ、石野議員のお求め、ご要望に入っている延泊分につい

ての助成と補助といったところについては、そこについては先ほど来、従来から答弁をしていると

おり、通院支援制度の課題整理を行った中で、必要な見直しについて方向性を検討していくといっ

たところで、ごめんなさい、私どもの考え方としては、欠航だったときの延泊だけを求めて補助を

するというような認識でいませんで、あくまでも通院、交通費の全体的な島外に通院で通うための

交通費とか宿泊費についての全体のことでご答弁させていただいていますので、今回の国への要望

も、欠航の分の延泊分ですとかと直接言っているわけでもございませんし、そういった中では、通

院で島外に出なければいけないと。そのためには内地に住んでいる人と違って交通費とか宿泊費で

経済的負担がよりかかるのだといったところで、そのための補助制度の創設を求めているといった

ところになりますので、そういった認識でいただければなというふうに考えております。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 以前も、この延泊ではないですが、通院に関する補助について、各党の比

較表を交えて、私もここへ登壇し、お話をしたことがあります。そのときに、利島村の補助体制に

ついては、近隣の島に比べればお高いような水準であるということは十分にお話しして認めている

ことです。今回質問をあえてしたのは、欠航に伴う宿泊費補助ということで限定して申し上げてい

ることに対しての答弁が、欠航による宿泊費等の経済的負担の軽減を引き続き国に対して要望する

というふうにして明確に書かれているので、私はそういった方向で質問をしているのです。この書

かれている答弁が間違っているということですか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

そういった意味では、答弁骨子のほうが誤っていたといったところでございます。この場で訂正

させていただきます。あくまでも村といたしましては、通院交通費全般の補助制度の創設について

国に対して要望しているといったところでございます。 

以上でございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） これはちょっと最後、確認だけですけれども、今後、検討というところに
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は、この延泊というふうな言葉は使っていないのですけれども、欠航に伴う宿泊費補助というのが

検討の中に入れていただけるというふうな認識でよろしいですか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本住民課長。 

          〔住民課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇住民課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

検討の中には様々なことが検討されるといったところを認識していただければなというふうに考

えております。これまでもこの制度につきましては紆余曲折といいますか、様々な検討をなされた

中で、公務員の方を除外したりとか戻したりとか、いろいろな制度設計を行ってございます。住民

の方の興味関心があるところでもございますので、そこについては村としても常に検討というか行

っているところでございます。ただ、村長の常日頃の考えとしては、必要な方に必要な支援を届け

たいといったところでございますので、必要な方がどこまでが必要な方なのかとか、全員が必要だ

と言われれば、それは全員が必要なのですけれども、所得制限を設けるのだとか、設けないなどと

か、そういったところも含めていろいろな検討を重ねてまいりたいと考えております。 

以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 該当者がどの範囲になるのかといったようなところは検討の余地はあろう

かと思います。全ての方に出していただければなおいいですけれども、それにはやっぱり財源もた

くさん必要になることですけれども、それが検討のうちに入れていただけるということの認識を確

認させていただきました。 

もう一つ申し添えたいことです。これは、欠航に伴う宿泊費の補助というふうにして申し上げま

したけれども、実際には何日に受診するということであれば、天候を見て、２日前に出たり３日前

に出たりということで、実際の本当に負担が、勝手なのですけれども、でも医師から、東京に行か

なければいけない、行って診てもらわなければいけないという、そういったことで受診をする方に

対して、やはりもう少しお考えいただくような方向でお願いしたいと思います。 

次へ行きます。 

〇議長（加藤大樹君） 石野議員、ちょっと休憩に入ります。 

ここで10分間の休憩といたします。 

          （休憩 午後 ４時００分） 

                                           

          （再開 午後 ４時１０分） 

〇議長（加藤大樹君） 再開いたします。 

引き続き石野議員の一般質問より再開いたします。 
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石野議員、お願いします。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） これは通告外なのですけれども、ぜひご考慮いただきたいなということで、

１つ申し上げたいだけのことなのですけれども、保健医療福祉、介護、子育てに関するというふう

な大枠のところだったので、申し上げたいと思います。 

担当のほうの窓口のほうの方ともお話しさせていただいているのですけれども、女性の方が検診

で、乳がん検診、マンモグラフィーとかが受けられない利島の体制があるのですけれども、なかな

かやっていただけるように一生懸命ご苦労なさっているというところは以前からお話しさせていた

だいて、住所を知っているのですけれども、国や島の力をお借りしてでも、何とか利島においても

それができるように、そこは村長のお力で何とかできるような体制をぜひつくっていただきたいと

いう、それはお願いで申し添えて終わりにします。 

次の質問へ行きます。４番、焼却場建設の重要性と断念せざるを得ない事態への備えについてと

いうことで質問申し上げます。生活基盤整備の重要課題である焼却場建設について伺います。この

施設が島にとって不可欠であることは私も理解しております。しかし、先日の入札不調などの事態

を鑑みると、計画の前提が揺らいでいると懸念を禁じ得ません。以下の項目について村長の見解を

お伺いします。 

１、事業の現状認識と会議、この点についてです。当初試算を行った時点から現在まで建設コス

トや市場環境は大きく変化しました。先日の臨時議会のことです。入札不調という現実を踏まえ、

現在の計画、予算及びスケジュールと実態との間にどのような乖離が生じていると認識しているか、

ご答弁頂戴したいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 前田環境建設課主幹。 

          〔環境建設課主幹（前田 裕君）登壇〕 

〇環境建設課主幹（前田 裕君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

村長にということでしたけれども、所管のほうから回答をさせていただきます。現在、今年度事

業としまして環境影響調査及び修正の実施設計業務を進めているところでありますが、工事費用に

つきましては、原油不足に代表する物価高騰等の影響を受けている部分で、今後の状況について不

透明な部分がございますが、スケジュールにつきましては、４月の住民説明会などでお示ししてい

るスケジュールに変更はございません。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 細かな財政上の質問とかも用意していたのですけれども、髙田議員のほう
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から重複するような質問もあって、あえてここで再度質問することは控えたいと思います。この件

について、今、環境建設課のほうからご説明頂戴しましたけれども、村長のほうからもご答弁頂戴

したいと思います。お願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 所管の答弁と重複するところもありますが、建設事業に関しましては、村民

生活を支える重要な基盤整備事業であると認識しております。ご質問にありましたとおり、建設コ

ストや市場環境につきましては、全国的な物価高騰や人件費の上昇、資材価格の高止まりなどの影

響を受けている状況であり、先般の入札不調につきましても、そのような社会情勢が一因であると

考えております。一方、現在、関係機関や事業者等との協議調整を進めている段階でありまして、

具体的な乖離額、また事業費の増減、これについては精査中でありますので、現時点で数字的なお

答えは差し控えさせていただきたいと思います。 

なお、現時点においては、先ほども前田主幹のほうから説明があったとおり、３月にお示しした

とおり、また４月の住民説明会でお示ししたとおりのスケジュールにのっとって進めているところ

でございます。よろしくお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今、進めているというところだったのですけれども、乖離が生じていると

して認識をしているということでいらっしゃいますか。その乖離がどの程度かということは言及で

きないけれども、乖離の大きさとかニュアンスについては、なかなか個々で違うのですけれども、

その辺の乖離についての認識、お認めになっている部分について、もう一度その点についてのみご

答弁頂戴したいと思います。認識をです。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 答弁は繰り返しになりますが、数値的な乖離幅等はつかんでいないところで

ありますが、恐らく当初のもくろみより単価等も含めて上がってくるであろうというふうなつもり

でおりますが、精査の段階、手順としては、全体的な単価が上がるものの、工事の区分等を減額の

修正を同時に進めている中で、その中で折り合いをつけていきたいなと。これは、住民説明会でお

話ししたとおりでございまして、現在その作業を進めているところでありまして、具体的な離れと

いうか幅に関しては、つかんでいないというところでございます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 
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〇３番（石野美由紀君） 再度お伺いします。 

乖離の幅については分からないけれども、スケジュールどおりに進んでいて、これからもスケジ

ュールどおりに行える予定だということですね。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 2026年６月現在はそのように考えております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 次へ行きます。「断念せざるを得ない場合」の具体的な対応。以前村長から、

「断念せざるを得ない場合がある」という旨の発言がありましたけれども、焼却場は不可欠な施設

ですが、仮にこの建設が財政的、物理的に困難となった場合、村民の生活を守るために代替的な処

理体制の確保やバックアッププランを現在どのように検討されているのかということをお伺いした

いです。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 臨時議会の際にもお話ししたところで、仮に断念せざるを得ない状況の場合、

どうするのかというご質問と伺っておりますが、焼却場は島内で発生する一般廃棄物を適正に処理

していく上で極めて重要な施設であり、現時点では建設実現に向けて最大限の努力をしているとこ

ろであります。 

一方で、行政としては様々な事態を想定しながら事業を進める必要があることから、仮に建設が

困難となった場合に備え、代替的な処理方法や広域的な処理体制の可能性などについて、情報収集

や調査検討を行っているところであります。現段階で具体的な代替計画を策定または決定している

ものではありませんが、いかなる状況においても村民生活に支障を来すことのないように、必要な

対応策については、引き続き検討してまいりたいと考えております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 次へ参ります。３番、将来負担と判断基準ということ。今後、建設費の総

額が確定する中で、当初予定を大幅に上回った場合、どのラインをもって事業続行が困難であると

判断されますか。その判断基準と、仮に建設が断念された場合、村民に対してどのように責任と今

後の筋道を説明されるつもりかお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 
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          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 午前中の髙田議員からのご質問と重複するところがありますが、現時点では

何度も答弁しているとおり、従来の３月の定例議会でご説明したとおりのスケジュールにのっとっ

て努力をしているというところでございます。 

一方で、仮に断念するとかそういった場合、もしくは判断の基準としては、判断の基準の数値的

なものとしても、ある程度の指標としては、これも繰り返しになりますけれども、実質公債費比率

18％をある程度の指標として定めているところであります。変わった際の情報提供とか住民周知に

関しましては、これも予定どおりに年内もしくは年明けのぐらいに住民説明会を、これはどんな状

況であったとしても開催する予定でありまして、その中でこれまでの動き、経緯、それから今後の

スケジュール、新たな事業者がもし決まっていれば事業者、もしくは事業費等も含めてご説明でき

るかなと思っているところでありますが、現時点では繰り返しになりますけれども、当初の説明と

変わりなく進めているところでございます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） １点だけ再質問です。 

質問の中に村民に対してどのように責任と今後の筋道をというところの責任が、説明責任を問う

ているわけではないのですけれども、その責任ということの受け止め方が違うかのようにして思う

のですけれども、あえてこういうふうにして申し上げて、何かもう一言、答弁なさりたいことがあ

ったらお願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 責任というところをどの部分で求められているかというところは、ちょっと

分かりかねるところではありますが、基本的には私が方針としてやるというところで、役場の職員

もそれに向けて努力をしていただき、最終的にはこの議会において、予算もご説明させていただき

ましたけれども、事業を契約する本契約に当たっては改めて議会へ上程し、お認めいただくという

ところで、責任の担保をしていきたいというふうに考えております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ５番に参ります。「産業振興と働き方」における今年度の具体的成果と実行

目標について。産業振興と働き方という大枠についてお伺いいたします。 

施政方針の要旨には、椿産業における付加価値向上の取組や、水産業の持続可能な未来への意欲
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が力強く記されておりました。しかし、これらの方針を拝読しまして、島民の皆さんが最も知りた

いのは、この方針によって私たちの生活が島内の雇用が今年度具体的にどうよくなるかという現実

的な到達点です。特に椿産業においては、経営主体である農協の自立的な努力が中軸であり、水産

業についても施設の有効活用という具体的な課題が山積しています。要旨の中に並ぶ美しい文言が

単なるスローガンに終わらず、島民の皆様の実利に結びつく確かな成果として今年度中に具現化さ

れる必要があると考えております。 

そこで、お伺いしたいと思います。今年度、この産業振興を通じて、村全体として売上げや雇用、

あるいは実質的な島内経済効果を、昨年度と比べて具体的にどれだけの数値、または達成度まで引

き上げることを目標とされているのかということをご質問します。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

今年度より東京都の補助を活用し、椿産業及び水産業の付加価値向上と安定経営を目標とし、関

係事業者と連携した取組を進めていく予定です。村としては、関係事業者の主体的な取組に対して

可能な範囲で支援を行ってまいります。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 本来であるならば、この数値的なこととか引き上げることを目標とされま

すかといったような、そういう本来行政にすべきことではないと思うのですけれども、施政方針に

お書きになられている文面からして、村長がこのようなことをやって、こういうふうにしているの

だといったことをこの産業振興のことで書かれているので、それなりの指標だったりとか、今現在

こういうふうにして自分がおやりになっているというふうなことからして、何かお話ししたいこと

があるのではないか、そういうふうな目標を持っているのではないかということでご質問を申し上

げてあります。村長の見解をお伺いしたいです。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 数値目標を定めているわけではなく、東京都や国、東京都かな、東京都の支

援メニューを活用しながら利島の産業にマッチしたものを導入していきたいというところで、先ほ

ど課長から答弁があったとおりであります。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 
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〇３番（石野美由紀君） 次の質問に参ります。 

６番です。施政方針に掲げる「公平公正で信頼される村政運営」の真意と、島民との対話につい

てということでご質問申し上げました。村長は就任以来、一貫してこの項目を掲げ、要は公平公正

という言葉を掲げていらっしゃいます。島民の暮らしの在り方や行政手続の公平性について強い意

志を示されてきました。この方針は、多様な背景を持つ島民や移住者が増える中で、行政が誰に対

しても透明で納得感のある運営を行うための羅針盤であると理解しております。しかし、この言葉

が毎年繰り返されるということは、裏を返せば、今日に至るまで、なお解決すべき課題が残ってい

るからではないかという見方もできます。以下の項目について村長の考えをお聞かせください。 

１番、方針を掲げ続ける背景。村長が就任以来、この公平公正という指針を毎年掲げ続けられた、

その最も大きな動機は何でしょうか。過去から現在にかけてどのような公平性が阻害されていた状

況が解消されるべきとお考えになられているのか、その現状認識をお伺いします。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 基本方針を掲げる背景についてです。ご答弁させていただきます。 

公平公正で信頼される村政運営につきましては、私が就任以来、５年前です。一貫して大切にし

ている行政運営の基本姿勢であります。この方針を掲げ続けている理由は、私自身が島出身で、約

15年前にＵターンとして地域で暮らし、また働く中で利島村が長年培ってきた地域のつながりや支

え合いの文化の大切さを改めて実感するとともに、社会環境や住民構成の変化に応じて行政の在り

方も変化していく必要があると感じたためであります。改めて地域の中で生活し、様々な立場の方

々と接する中で、利島には昔から受け継がれてきた助け合いや人と人とのつながりといったすばら

しい文化がある一方で、社会環境や住民構成の変化に伴い、行政に求められる役割も大きく変化し

てきていることを実感いたしました。かつては顔の見える関係性の中で成り立っていたことも、人

口構成や価値観が多様化する中では、より明確なルールや説明責任、公平性への配慮が求められる

時代になっていると考えております。 

また、近年は移住定住政策の推進により新たに島で暮らし始める方も増えております。私は、昔

から暮らしている方も新たに移り住んだ方も、それぞれが安心して暮らし、地域の一員として活躍

できる村であることが重要であると考えております。公平公正という考え方は、決して過去を否定

するものではなく、利島がこれまで培ってきたよさを大切にしながらも、時代の変化に対応し、全

ての住民が納得感を持てる行政運営を実現していくための基本的な指針であると考えております。

だからこそ就任以来一貫してこの考え方を掲げ続けており、今後も村政運営の根幹として大切にし

てまいりたいと考えております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 
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          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。村長が就任以来この方針を大切にされてきた背景

については答弁いただいたところです。しかし、村長、私が率直にお尋ねしたかった核心は、そう

した時代の変化という一般論ではございません。私が伺ったのは、今この利島において、現実に公

平公平さが阻害されている具体的な状況があり、それを是正しなければならないという明確な動機

や危機感があるからこそ毎年わざわざこの指針を掲げているのだと思うのです。答弁の中に住民構

成の変化や移住定住施策の推進という言葉がございましたが、行政がその法令や制度を原則として

遵守し、透明性のある意思決定を行うことは、あらゆる自治体において当然の義務であり、大前提

であります。ですが、この移住者の増加という背景と、公平公正の徹底という言葉を重ねて配置さ

れますと、聞いている側とすると、大きな違和感を抱かざるを得ないのです。なぜならば、これで

はまるでその以前からいた島民の方のやり方や、長年培われてきた地域のつながりの中に、現在の

ルールやコンプライアンスにそぐわないゆがみがあり、要は新しく来られた方々のために行政がそ

れを是正していかなければならないという新旧の住民の間に、ある種の線引きをしているように聞

こえてしまうからです。本来、法令やルール、遵守すべきであるという原則は、古くから島民であ

っても、新しく来られた住民であっても全く等しく課されるもので、どちらの立場であっても守る

べきことは守っていかなければいけない。等しくこの利島を支える大切な島民であります。それを

移住者が増えたから行政の在り方を変える、是正するという理屈に結びつけることは、事態がかえ

ってその新旧の住民の間に不要な隔たりや偏見を生み、危うい物言いになってしまうのではないか

ということを考えます。 

村長が毎年掲げ続ける公平公正とは、新規の住民の間に何らかのコンプライアンス意識の差異、

違いを見いだしているからこそ必要とされるのか、それとも全ての島民を１人の例外もなく等しく

包み込むための原則なのか、言葉のすり替えや一般論ではなく、村政の最高責任者としてこの言葉

に込めた本当の真意を率直に答弁していただきたいと思います。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 率直に答弁というところなので、率直に申し上げさせていただきますが、先

ほどの10年後の未来、「300人でつくるミライ」というところの中でも触れさせていただきましたが、

私自身このままではまずいという危機感を持ってこれまで取り組んできたというところでございま

す。当然よくないなというところもある中で、まずは行政がルールというか約束を守っていくと、

ルールを守っていくというところが大事であるというところであえて掲げさせていただき、さらに

住民の皆様にも、今まではこれでよかったかもしれないけれども、持続可能、これから先に向かっ

ていくためには、一般的なルールに縛られるというわけではないですけれども、守っていかないと
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下の代が困ってしまうよという意味も込めて申し上げさせていただいたというところでございます。

そのルールに縛られて守らなければいけないことで、なかなか苦しいというところもある中で、全

てが教科書どおり、ルールどおりにはいかない部分も当然あるというふうに考えておる中で、折り

合いをつけてやっていきたいなというふうに考えておりますし、我々がそれを守ることで、そうい

う雰囲気が島内に循環していけば、みんなでそういう島づくり、300人の島に目指していけるのでは

ないかというところもありまして、あえて今年度の施政方針の中でも申し上げさせていただいたと

いうところであります。 

この先ほどの答弁の中でもありましたが、過去を否定しているというわけでは決してありません

ので、そういう方向に向かっていこうよというような、まさに議員からの質問でもあったみたいな

羅針盤、向かっていこうよというようなところで掲げさせていただいたまででございます。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 率直にお伺いします。毎回提言をして、それが改善されないのですか。改

善をされているのであるならば、それが何らかの形で進捗した形で表現が変わってきてもいいのか

と思うのです。それを毎回同じこと。お聞きすると毎回同じ答弁だということで認識しているので

すけれども、それが少しずつでも改善しているのであれば、何らかの形でご発言のほうとか施政方

針のほうも変化していっていいとかと思うのですけれども、その辺はまるっきり住民のほうが改善

がされないがために、毎回提言をしているということなのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 評価の基準に関しましては、人それぞれでいいかなと思っております。私自

身も掲げるからにはその進捗管理というところが必要なのかもしれませんが、当然、直ってきてい

るし、雰囲気も変わってきていると。それは、私自身は思っていますし、住民の方の皆様も思って

いらっしゃる方もいるし、まだまだ全然ではないとか、それぞれでいいかなというふうに考えてお

ります。ただ、その中でも、さらによくしていこうという意味で、あえて掲げさせていただいてい

るというところです。これは、意識的に掲げさせていただいているというところでありますので、

それを目にして、それぞれ住民の皆様がどう思うか、また職員の皆さんが、より意識をしっかり持

ってもらうというような意味合いで掲げさせていただいたものでございます。今後も今のところそ

んな変わりはないかなというふうに考えております。掲げさせていただくかなというふうに思って

おります。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 次で最後の質問。 
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３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） お時間のほうが、私の持ち時間がなくなってしまったので、７番、８番に

ついてはご答弁だけ頂戴する形で終えたいと思います。今のことに対してもう一度、もう一回質問

をということで許可されたので、１つだけ申し上げたいと思います。 

変化をしているということをお認めになるのであるならば、再度同じ文言のようなもので毎年続

けられるということがよく分からないのです。そういったことが大事なのだよというふうな意図で

あるならば、それを組み込んだものに変えていかれたらいかがなのでしょうか。それを変わってい

ないのだ、まだ不十分なのだというふうにしてお思いになる方、それは個々人の感じ方であって、

なかなか画一的に皆さんが同じような見解になるとは思えないのですけれども、村長が毎年掲げる

こと、またその改善がされていないから掲げているのかどうかとか、村長の真意が皆さんには通じ

ていないと思うのです。そこについて、村長はこれから変えていく気もないし、これからもそのよ

うにして掲げていきたいということであるならば、では私たちは、要はコンプライアンスを守って

いないといったようにして位置づけられているような人たちにとっては、それは自分だというふう

にして認識していたりとか、認識していない人もいるかもしれませんけれども、そういう人たちは、

この先にまだ何をやれということなのだとか、いろいろ考えると思うのです。やっぱり進まなけれ

ばいけないのではないでしょうか。情勢を見て変えていくことも必要なのではないですか。今まで

どおりのおっしゃりようだと、村長の意図することが逆に誤解を受けるような形でしか伝わらない

というふうなことを考えますけれども、いかがなのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） これは私の政治姿勢、政策的なところでありまして、職員でも副村長でもな

く、私だから申し上げられることでありまして、これに共感していただくことで選挙でこの立場に

いられるというところでありまして、そうではないというところでありましたら、４年ごとの選挙

で職を辞するというところの責任を負っている立場でありまして、その責任の中で掲げさせていた

だいているというふうに理解していただければいいかなと思っております。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 以上で石野議員の一般質問を終わります。 

一般質問を終了し、日程を進めます。 

          〔「答弁だけでも頂戴できないんですか。日程はそういうふうな形 

で答弁をしていただいていると思うんですけど……」「時間が 

終わってしまった……」と言う人あり〕  

〇議長（加藤大樹君） はい。 
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          〔「質問がしていない」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） そうです。ラリーにならないので、なしとします。 

          〔「分かりました」と言う人あり〕 

 

    ◎日程第３ 議案第３２号 利島村村税条例の一部を改正する条例の制定につい 

                 て 

 

〇議長（加藤大樹君） 日程を進めます。 

  日程３、議案第32号 利島村村税条例の一部を改正する条例の制定について議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 議案第32号 利島村村税条例の一部を改正する条例の制定について、提案理

由をご説明申し上げます。 

本条例案は、地方税法等の一部改正に伴い、軽自動車税に係る規定の整理、公的年金等受給者に

係る申告手続の見直し、固定資産税及び個人村民税に係る特別措置の整理、その他所要の改正を行

う必要があるため、提案するものであります。 

なお、本改正は、地方税法改正に伴う制度整理が中心であり、税率変更や新たな住民負担を求め

るものではございません。 

詳細につきましては、担当課長から説明させますので、ご審議の上、ご議決賜りますようお願い

申し上げます。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いします。それでは、議案第32号 利島村村税条例

の一部を改正する条例につきまして、主な改正内容をご説明申し上げます。 

今回の改正は、地方税法等の一部改正に伴う所要の整理を行うものであり、主な内容は、軽自動

車税関係、公的年金等受給者に係る申告関係、固定資産税及び個人村民税関係となっております。 

まず、軽自動車税関係でございます。地方税法改正に伴い、軽自動車税（種別割）と規定されて

いたものについて、条例上、軽自動車税として整理を行うものでございます。これについては、納

税通知書等の表記が変更となる可能性がございますが、税率や税額に変更はなく、新たな住民負担

が生じるものではございません。また、軽自動車税の課税関係につきまして、所有者の課税の考え

方及び所有権保留車両に係る規定整理を行いますが、実務上の取扱いに従来と大きく変わるもので

はございません。 
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次に、公的年金等の受給者に係る申告関係でございます。公的年金受給者に係る申告手続につい

て、年金支払い者を経由する申告制度及び申告事項の整理を行うものであります。主として、制度

の整理であり、多くの受給者に大きな影響を及ぼすものではありませんが、一部控除対象者におい

て、申告書記載事項の整理が行われます。 

次に、固定資産税及び個人住民税関係でございます。住宅借入金等特別額控除、いわゆる住宅ロ

ーン控除に係る適用期間等の整理を行うもののほか、能登半島地震に係る固定資産税の特例等につ

いて、地方税法改正に伴う規定整備を行うものであります。また、固定資産税関係では、一部の特

例措置及び引用条項等の整理を行うものであり、現時点においては住民生活へ直接大きな影響を及

ぼす改正ではございません。 

なお、施行期日につきましては、原則として令和８年７月１日とし、公的年金等受給者に係る申

告手続については令和９年１月１日、固定資産税の一部規定につきましては令和９年４月１日、一

部税制改正関係につきましては令和10年１月１日となっております。 

以上、議案第32号 利島村村税条例の一部を改正する条例についてのご説明をさせていただきま

した。よろしくお願いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。質問はございませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） なければ質疑を終了し、これより討論を行います。 

  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了し、これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

 

    ◎日程第４ 議案第３３号 利島村減債基金条例の一部を改正する条例の制定に 

ついて 

 

〇議長（加藤大樹君） 日程を進めます。 

  日程４、議案第33号 利島村減債基金条例の一部を改正する条例の制定について議題といたしま

す。 
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  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 議案第33号 利島村減債基金条例の一部を改正する条例につきまして、提案

理由をご説明申し上げます。 

本条例改正は、減債基金の運用方法について見直しを行い、基金に属する現金について、必要に

応じて、より確実かつ有利な方法で運用できるよう所要の改正を行うものであります。 

改正内容は、第３条に第２項を追加し、基金に属する現金については、必要に応じ、最も確実か

つ有利な有価証券に換えることができる旨を規定するものであります。 

なお、本改正は、近年の金利動向等を踏まえ、基金の安全性を確保しつつ、効率な資金運用の選

択肢を広げることを目的とするものであります。 

ご審議の上、ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

これより質疑を行います。 

質問のある議員は挙手をお願いします。 

３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） まず、ちょっと素朴な質問なのですけれども、現行のところは３条（略）

になっていますけれども、要はここは基金に属する現金は金融機関への預金その他確実かつ有利な

方法により管理しなければならないという条文の下に改正後の条文が追加されるというふうな認識

でいますけれども、もしそれでよろしかったら次の質問に行きますけれども、その中で「預金その

他」というふうな表示があるのですけれども、この預金のほかにその他が示すものについてご説明

いただきたいです。 

〇議長（加藤大樹君） 出口会計管理課長。 

          〔会計管理課長（出口貴司君）登壇〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） 石野議員のご質問にお答えします。 

そのほかというのは、例えば定期預金とかの運用のこと、そのほかになります。 

以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 預金その他なのに、その他が定期預金なのですか。では、預金は何なので

しょう。 

〇議長（加藤大樹君） 休憩しますか。 
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          〔「ちょっと休憩してください」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 暫時休憩とします。 

          （休憩 午後 ４時５４分） 

                                           

          （再開 午後 ４時５４分） 

〇議長（加藤大樹君） 再開いたします。 

 

    ◎散会の宣告 

 

〇議長（加藤大樹君） 時間も迫ってきましたので、本日はこれで閉会として、答弁は明日９時半か

ら再開とします。 

  本日はお疲れさまでした。 

                                   （午後 ４時５４分） 
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令和８年第２回利島村議会定例会 

 

議事日程第２号                       ６月１０日午前９時３０分開議 
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日程第 ６ 議案第３５号 利島村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 
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日程第 ９ 議案第３７号 令和８年度東京都利島村簡易水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第１０ 議案第３８号 令和８年度東京都利島村浄化槽事業会計補正予算（第１号） 

日程第１１ 議案第３９号 利島村固定資産評価審査委員会委員の選任について 

日程第１２ 議案第４０号 利島村農業委員会委員の任命について 
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    ◎開議の宣告 

 

                                   （午前 ９時３０分） 

〇議長（加藤大樹君） おはようございます。定刻となりましたので、再開いたします。 

 

    ◎日程第４ 議案第３３号 利島村減債基金条例の一部を改正する条例の制定に 

ついて 

 

〇議長（加藤大樹君） 昨日に引き続き、議案第33号の質疑から再開いたします。 

  執行部の答弁から再開いたしますので、答弁よろしくお願いします。 

  出口会計管理課長。 

          〔会計管理課長（出口貴司君）登壇〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） おはようございます。よろしくお願いします。 

  昨日の最後の答弁で石野議員から、そのほかの部分というご質問だと思いますが、そのほかにつ

いては有価証券となります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 質問ございますか。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） そのほかというのが定期預金というふうに正式にご答弁なさったことは、

それは訂正するということですね。 

〇議長（加藤大樹君） 出口会計管理課長。 

          〔会計管理課長（出口貴司君）登壇〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） 石野議員の質問にお答えします。 

  昨日の発言については、訂正させていただきます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） その他が有価証券であるというふうなご説明を頂戴したということなので

すけれども、その他が有価証券が入っているということですが、その他の中には有価証券のほかに

もあるのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 出口会計管理課長。 
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          〔会計管理課長（出口貴司君）登壇〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  有価証券のほかに、一応、手形とか小切手とか、あと繰替運用とか一時流用というのも含まれて

おります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。 

  その他が有価証券、手形等、今列挙していただいたものがその他に入っているということは、何

か明文化されているものがあるのでしょうか。例規集とかいろいろ見てもちょっと分からなかった

のですけれども、その部分については何に示されているのかお教えください。 

〇議長（加藤大樹君） 出口会計管理課長。 

          〔会計管理課長（出口貴司君）登壇〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  特にありません。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 明文化されていないものが現行の条例の中では、どのような、この条例を

動かすに当たって、この条例が明文されていないことで、今まで不都合とかがあったことによって、

今回改正をしようというふうなことでしょうか。 

  ちょっといいですか。質問がおかしいと思うので。今回、その他というところが含まれている現

行の条文は、そのままに置いて、新たに改正案をつくっているのですけれども、現行のままで、そ

の他に有価証券が、ほかのものも入っているということですけれども、そのようなことが皆さんの

認識の中におありになって運用されていたということでしょうか、現行の条例がですね。今回、な

ぜ改正をしようとしたのかというところをお伺いしたいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 出口会計管理課長。 

          〔会計管理課長（出口貴司君）登壇〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  今回の改正は、減債基金のお金で債券購入を行うための条例改正となります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 
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〇３番（石野美由紀君） 現行のその他の中に有価証券の取扱いもしてもいいということで、具体的

に記載されているものがないということでしたが、その状態で運用をすることは可能であったので

はないかということを考えますけれども、その点について、その他の中に有価証券が含まれている

にもかかわらず、新たに今回ご答弁のあった有価証券を購入するために条例を変更するというのは、

少しちょっと違うような感じもするのですけれども、その点についてご説明頂戴したいです。 

〇議長（加藤大樹君） 出口会計管理課長。 

          〔会計管理課長（出口貴司君）登壇〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  今回、ご質問いただいているそのほかのところの第１項というところが包括的な原則規定であり、

運用方法を限定列挙しているものではない条文となっております。 

  今回、条例改正させていただく第２項については、有価証券という具体的な運用手段について、

基金運用の透明性及び法的明確性を高めるため、条例上明文化したものとなります。特に有価証券

の運用については、預金と比べて運用期間とか価格変動などへの配慮も必要となりますので、条例

上、明示しておくことが適切と判断して今回条例改定させていただきました。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 事前にご説明頂戴した段階で運用したいのだということはお聞きしていた

ので、安全な運用ならば特段反対するということを考えてはおりません。この条例の変更をするこ

とについて、万全な状態で取り組みたいというふうな念頭で審議させていただいています。 

  現行の条例の条文に対して、そういった懸念があるので改正をしたいというふうな旨の申出でし

たけれども、でしたらば、改正後の有価証券とした意味を教えてください。条文に付け加えるのに

有価証券という文言を取り入れた理由を教えてください。 

〇議長（加藤大樹君） 出口会計管理課長。 

          〔会計管理課長（出口貴司君）登壇〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  有価証券という言葉をなぜ入れたかを申しますと、今まで利島村、有価証券というものを一切や

っておらず、金融機関の預金、普通預金と定期預金の２つで運用してまいりました。実際問題、や

っぱり低金利になっておりましたので、定期預金のほうも例えば10年前の場合でしたら金利もよか

ったのですけれども、それが10年間終わって、例えば再度また定期預金に積み直すとなると、もう

ほとんど普通預金と変わらない状態でした。なので、ちょうど令和３年ぐらいに全ての定期預金が

切れてしまったので、普通預金で運用してまいりました。本当にもう0.001とかという、もうただ預

けていても本当に利子なのかというぐらいの金額でした。 
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  それが令和６年度ぐらいですか、マイナス金利が解除されてどんどん、皆さんもご存じだと思い

ますけれども、金利のほうがどんどん上がってきた中で、債券、国債とかそういうのもちょっと私

のほうで興味がありましたので、いろいろほかの自治体調べてみましたら、結構な確率で運用され

ている自治体がありまして、東京都内でも多分６割から７割ぐらいの自治体が運用しているという

ことが分かりましたので、去年ぐらいからちょっといろいろ私調べたり、あと研修とか行かせても

らって、結構有効な手段であると思いましたので、今回、村長、副村長ともご相談させていただい

て、この有価証券で運用して、少しでも住民の皆さんの負担なく、お預かりしているお金を預ける

ことで、少しでも歳入を増やすことができるかなと思いまして、今回入れさせていただきました。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 質問をさせていただいている前提の中に、今おっしゃったように、今運用

率が低いので、最低限元本割れすることなく安全な運用は私も賛成です。そのことに対して反対を

しようと思って登壇をしていません。 

  ただ、この条文に対して、これ申し上げていいのか分かりませんけれども、事前の今回の議会に

おいての説明を頂戴したと思うのです。そのときには、特定のものに対して運用したいというふう

なご意向だったと思うのです。ここであえて有価証券というふうな言葉を出すということは、有価

証券に含まれるものとして種類が多くあると思うのです。そうすると、この条例を可決すると、そ

のほかのものに対しても運用が可能となってしまうというふうなことになります。そういったこと

の懸念をここできちんと払拭したりとかしなければいけない。どのようなご認識で有価証券という

言葉で条例を変えようとしているのかというその根拠をお願いしたいと思って、ご質問申し上げて

います。 

  この有価証券に含まれているもの、それを全て運用なされることができるというふうな範囲を条

例で承認をすると、そのものに対して運用が可能となってしまうのです。そういうことを念頭に置

いての有価証券という言葉ではないというふうにお聞きしたのですけれども、あえてここで有価証

券というふうな言葉を条文に盛り込む意味を再度ちょっと、私が申し上げたことを念頭にご答弁頂

戴したいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 出口会計管理課長。 

          〔会計管理課長（出口貴司君）登壇〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  ちょっとあえて有価証券という文言を入れさせていただいておりますけれども、有価証券につい

てもいろいろちょっと調べてみますと、例えば国債、債券、地方債、社債とか株式とか投資信託と

かっていろいろちょっと出てくると思います。あえてちょっと絞らなかったというのもあるのです
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けれども、今回、その条例の中で有価証券という文言を使わせていただきましたのは、広い意味で

はなく、私のほうとしては、例えば国債とか地方債、社債とか、一番安全性の高いものをちょっと

考えておりました。実際問題、例えば株式とかそういう投資信託というのもあるのですけれども、

実際問題、国の条例ではちょっと何と言うか忘れてしまったのですけれども、株式とか投資信託っ

て安全性がもうあまりにも難しいので、これは禁止されております。という意味で、有価証券とい

う文言を入れたのですけれども、有価証券の中でも私としては国債とか地方債、社債に限定した債

券と呼ばれるものをちょっと意味として有価証券と入れさせていただきました。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。有価証券の中には資本証券、貨幣証券、物財証券

でしたか、そんなふうなものから、要は資本証券の中に株式だったり債券があると、その債券の中

に国債とか地方債、社債があるというふうな認識をしていますけれども、そこであえて有価証券で

ある。それで、ほかのものについては取引が地方自治体では禁止をされているというふうなところ

を、そこまでちょっと私は存じ上げなかったのですけれども、なので有価証券でいいのではないか

ということなのですが、そうすると今言及なさった社債もお取扱いになるという、その予定がある

かないか分かりませんけれども、ご認識の中には社債もあるということです。その点についても利

島村としてはお考えの範疇に入っているのでしょうか、社債についても。 

〇議長（加藤大樹君） 出口会計管理課長。 

          〔会計管理課長（出口貴司君）登壇〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  一応まだ何を購入するかというのは全く決めておりませんので、国債なり地方債なり社債なりと

いろいろ種類がありますので、そこは社債も含めた上で検討はしていくつもりです。しかし、やっ

ぱり安全性というのがやっぱり第一番だと思いますので、そこは一番優先的に考えて検討をしてい

きたいと思っております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございます。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 事前説明の中では、社債等に及ぶような言及がなかったというふうなとこ

ろもありまして、特定のものの購入で運用をなさるというふうな認識でいたもので、この条文の作

成文が不適切ではないのかなというところで私は質問を申し上げております。 

  それが社債も範疇に入るのだというふうなことであり、事前の説明では国債であるかのようなご
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説明で頂戴したと思うのですけれども、なおかつ期間についてもアバウトなご説明を頂戴したと思

うのです。 

  そうした中で、まだ購入するものについては限定していないというふうなご説明であったので、

事前の私としてのスタンスがちょっと今崩れている状態なのですけれども、そこについてはちょっ

ともう一度ちょっと責任を取って考えたいと思います。 

  この条文の中に必要に応じ、最も確実かつ有利なというところ、最もというふうなことをあえて

お入れになっているというところなのですが、ではこの最もというところは誰がご判断して、どの

ように購入に至るまでのプロセスを組んで、誰がチョイスしてそういったことをお考えになってい

るのか。あえてその最もという条文の中に取り入れたことがどうしてなのかというところもあり、

それを最もということをどのようにして、実際の実務の中に取り入れていくのかというところをち

ょっと確認したいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 出口会計管理課長。 

          〔会計管理課長（出口貴司君）登壇〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  今回、最もということなのですけれども、今回、その債券購入に当たっては、今回条例改正させ

ていただいておりますが、そのほか公金の運用委員会の要綱の設置とか関連する要綱だったり指針

というのを同時進行でつくっております。債券購入に当たっては、公金運用委員会の中で、実際、

国債なのか社債なのかとか、あと年数とか、あとその種類、例えば社債でもいろんな会社とかあり

ますので、そういうのを含めたことを検討する委員会を設置して、そこで決めたいと思っている状

況です。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） この条例が決まってからの購入になるかと思うのですけれども、その委員

会の構成はどのようなメンバーで構成を予定しているのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 出口会計管理課長。 

          〔会計管理課長（出口貴司君）登壇〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  委員会のメンバーは、村長、副村長、総務課長、私、あと財政の担当がメンバーとなります。 

  以上です。 

          〔「再質問しますけれども、ほかの方のご質問があるようでしたら 

            質問してください。ないようでしたら私が質問します」と言う 

            人あり〕 
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〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

  なければ、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 事前説明のことを申し上げるつもりもなかったのですけれども、その時点

で国債というふうに明言なさっていたと思うのですけれども、その予定は変更になったということ

でしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 出口会計管理課長。 

          〔会計管理課長（出口貴司君）登壇〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  事前説明では国債とご説明しましたけれども、別に変更というわけではございませんので、あえ

て事前説明のときはそのような説明させていただきましたけれども、まだ何を買うというのは全然

決まっておりませんので、国債だけに限定ということではありませんので、一応社債とかも含めて

今後検討していきたいと思っております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

          〔「ちょっと待ってください」「休憩」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 暫時休憩といたします。 

          （休憩 午前 ９時５５分） 

                                           

          （再開 午前１０時０３分） 

〇議長（加藤大樹君） 再開いたします。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今度は、有価証券というふうな文言を盛り込んで、元本に対する補償とか

安全性、確実性、そういったものをどのようにして、どのような根拠でこれを行っていける体制と

いうか、その考えを、確実性、損をしない、そういったことに対しての対応をどのように構築され

ていくおつもりでいらっしゃいますか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 運用に関しましては、会計管理課長のほうから説明させていただいたように、

これまでやってこなかったことなので、我々も含めて勉強もしていかなければいけないかなという

ところであります。 

  よって、研修等も行ってもらったり、またほかの自治体の情報も仕入れながら精査をしていきた



 - 102 -

いというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 実際の購入に至るまで、先ほど委員会を設けるということで、執行部、村

長はじめ副村長、担当の方、そのメンバーで委員会をおつくりになるということで、どちらかに委

託して購入に至るまで手続をし、そういう予定はあるのでしょうか、その委員会で全て決め、担当

のほうで購入等も全てやられるということでしょうか、銘柄の決定までのことです。 

〇議長（加藤大樹君） 出口会計管理課長。 

          〔会計管理課長（出口貴司君）登壇〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  委員会では、先ほど石野議員が質問していただきましたけれども、メンバーは、特に代えません

し、なぜ何を買うとかいうそういう話合いについてもこの委員会のメンバーで行って、購入につい

ては私が窓口となって証券会社のほうに購入を行うつもりでおります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） この施行日というのでしょうか、それはいつを予定していますか。 

〇議長（加藤大樹君） 出口会計管理課長。 

          〔会計管理課長（出口貴司君）登壇〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  条例をお認めいただいた日からになると思います。 

          〔「７月」と言う人あり〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） すみません。今のを訂正させていただきます。７月１日からとなり

ます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） なければ質疑を終了し、これより討論を行います。討論はございますか。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） この低金利の時代に村のお金であっても運用して増やしていこうというそ

ういうふうなことでかじ切りをして、一生懸命やってくださっていることに対しては賛成します。



 - 103 -

運用をすること自体に反対はしません。 

  ですけれども、この改正の条文の作成に当たっては、やはり有価証券というふうな枠だったりと

か、まずはその安全性、確実性について問題があろうかと私は思っています。この条文及び購入に

至るまでのプロセスをもう一度再考していただいて、私はやっていただきたいというふうに思って

います。根本的に運用することに反対するものではありません。今回の議案に対しては反対したい

と思います。もう一度、再提出していただけるような形で改正案をつくっていただければと思いま

す。 

  以上です。 

  また、現行の文についても、この追加の文言を加えることによって、修正をしなければいけない

ところがあるのであるならば、それも併せてご検討していただいて、完全形にして、それからやっ

ていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。取りあえず反対の答弁です。 

〇議長（加藤大樹君） 賛成の討論はございますか。 

  ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） 私は、原案には賛成いたします。というのは、村側としては、確かに有価証

券という言葉は使わざるを得ないのだろうとは思っていました。実際に、私自身はこの問題が生じ

たときに、国債のことだなという捉え方はしていました。会計としてはやっぱり責任があるので、

安全な運用をしていきたいという考えで、有価証券という名にとどめたのだろうと思っております。 

  誰もが社債や何か、そういった不規則のものを買う予定はないと思っています。国債をあくまで

も有価証券として捉えているのだろうなという考えをしております。 

  村のほうでは、そういった不利なものを購入するようなことは断じていないだろうと信じており

ますので、私は原案に賛成します。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） なければ討論を終了し、これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成４、反対１、よって原案は可決されました。 

 

    ◎日程第５ 議案第３４号 利島村移住定住促進住宅建設基金条例の廃止につい 

                 て 
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〇議長（加藤大樹君） 日程第５、議案第34号 利島村移住定住促進住宅建設基金条例の廃止につい

て議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 議案第34号 利島村移住定住促進住宅建設基金条例を廃止する条例につきま

してご説明申し上げます。 

  利島村移住定住促進住宅建設基金は、移住定住促進住宅の建設に要する経費の財源に充てること

を目的として設置した基金であります。このたび、当該住宅の建設が完了し、基金設置の目的を達

成したことに加え、基金残高がなくなったことから、本基金を存続させる必要がなくなりました。

このため、利島村移住定住促進住宅建設基金条例を廃止するものであります。 

  ご審議の上、ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明は終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 目的基金なので、廃止することに異論があってご質問申し上げたわけでは

ないのですけれども、目的を果たし、要は基金のほうの残高がなくなったということだったのです

けれども、基金のほうからのお支払い、出金、それはいつなさっていますか。 

〇議長（加藤大樹君） 暫時休憩とします。 

          （休憩 午前１０時１５分） 

                                           

          （再開 午前１０時２０分） 

〇議長（加藤大樹君） 再開します。 

 執行部の答弁から再開いたします。 

  出口会計管理課長。 

          〔会計管理課長（出口貴司君）登壇〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  支払いの完了日は、令和８年３月16日となっております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問ございますか。 

  ３番、石野議員。 
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          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 村民にお配りしている財政の冊子には、４月１日の残高として掲載があり

ますけれども、その辺のそごはどのようにご説明頂戴できますか。 

          〔「何年度版のやつですか」と言う人あり〕 

〇３番（石野美由紀君） ８年度版。 

          〔「８年度版はまだ配布していないです」と言う人あり〕 

〇３番（石野美由紀君） 予算書というところに残高が出ています。 

          〔「答弁させていただきますけれども、まだ８年度版は配布していな 

            いので、それについて答弁することはできません。以上です」と 

            言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問ございますか。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ４月１日現在で残高がありましたか。 

〇議長（加藤大樹君） 出口会計管理課長。 

          〔会計管理課長（出口貴司君）登壇〕 

〇会計管理課長（出口貴司君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  令和８年４月１日の時点で残高ゼロです。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問ございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） なければ質疑を終了し、これより討論を行います。 

  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） なければ討論を終了し、これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

 

    ◎日程第６ 議案第３５号 利島村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の 

          制定について 
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〇議長（加藤大樹君） 日程第６、議案第35号 利島村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の

制定について議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 議案第35号 利島村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につき

まして、提案理由をご説明申し上げます。 

  本案は、地方税法の一部改正に伴う所要の改正を行うとともに、子ども・子育て支援納付金課税

額の賦課等を行うため、利島村国民健康保険税条例の一部を改正するものであります。 

  なお、改正内容の詳細につきましては、担当主幹より説明いたします。 

  ご審議の上、ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（加藤大樹君） 長井住民課主幹。 

          〔住民課主幹（長井剛史君）登壇〕 

〇住民課主幹（長井剛史君） おはようございます。よろしくお願いいたします。 

  では、議案第35号 利島村国民健康保険税条例の一部を改正する条例につきまして、主な改正理

由をご説明申し上げます。 

  今回の改正は、主に子ども・子育て支援法並びに地方税法の一部改正に伴いまして、所要の改正

を行うもので、大きく分けまして子ども・子育て支援金納付金分の創設、課税限度額の引上げと軽

減判定所得の見直し、そして特別徴収に関する記述の削除を目的としています。 

  まず、子ども・子育て支援金納付金分の創設についてご説明申し上げます。子ども・子育て支援

金制度というのは、子育て世帯を社会全体で支えるために新たに設けられるものでして、国民健康

保険を含みます全ての各医療保険者に対して納付することが新たに義務づけられているものでござ

います。 

  これまで国保の課税額というのは、国保の被保険者の方々の医療費を支えるための基礎課税分と

後期高齢者医療制度を現役世代の方々が支えるために納付している後期高齢者支援金分、また40歳

から64歳までのいわゆる介護２号被保険者と呼ばれる方々を対象とした介護保険分のこの３本立て

で課税をしていたのですけれども、こちらに新たに子育て世帯を支えるためとして、子ども・子育

て支援金分というものが追加されるものになります。 

  続きまして、賦課限度額と軽減判定額の見直しについてでございます。まず、賦課限度額の見直

しにつきましては、被保険者間の負担の公平性の確保並びに中間所得者層の方々に対する負担を軽

減するという観点から行うものでして、賦課限度額を引き上げることによりまして、これまで賦課

限度額まで課税されていた方々に対して、より高い、要は所得の高い方々に対して、より高い課税

ができるようにするために、上限額を引き上げるものでございます。なお、今回につきましては基
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礎課税分の医療分についてのみ見直しを行っております。 

  軽減判定用所得の見直しにつきましては、こちらは逆に、低所得の方々に対する負担軽減措置を

適切に維持するために行うものでして、これまで行っております５割軽減及び２割軽減の対象とな

る所得の基準額を引き上げることによって、これまで対象にならなかった方に対しても軽減が効く

ようにするために基準額を引き上げるというものであります。これを行うことによって、軽減の対

象とならなかった世帯にも軽減が拡充されることになります。 

  最後に、特別徴収の記述の削除についてでございます。こちらは、条例には昔から特別徴収につ

いての記載がございましたのですが、もともと加入者の少ない保険者については、年金からの特別

徴収を行わなくてよいということが認められておりまして、当村ではもう昔からずっと年金からの

特別徴収というものを国民健康保険に関しては行っておりませんでした。これからも行うこともご

ざいませんので、該当の部分を削除するものでございます。 

  なお、施行期日につきましては、令和８年の４月の１日からとしております。 

  以上、議案第35号 利島村国民健康保険税条例の一部を改正する条例についての説明とさせてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

  すみません、ちょっと補足です。こちらの今回の改正、国保の被保険者の方にかなり限定された

改正になりますので、周知につきましては個々の被保険者の方々に個別で通知を送らせていただく

予定でございます。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。質問はございませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） なければ質疑を終了し、これより討論を行います。 

  討論はございませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） なければ討論を終了し、これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

  タブレットの不都合が起きているので、挙手で採決を行います。 

  賛成の方、挙手をお願いします。 

          〔賛成者挙手〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

 

    ◎日程第７ 報告第１号 令和７年度利島村繰越明許費繰越計算書について 
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〇議長（加藤大樹君） 日程第７、報告第１号 令和７年度利島村繰越明許費繰越計算書について議

題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 報告第１号 令和７年度一般会計繰越明許費繰越計算書の報告についてご説

明申し上げます。 

  本件は、地方自治法施行令第146条第２項の規定に基づき、令和７年度に設定いたしました繰越明

許費について、翌年度へ繰り越した額を議会へ報告するものでございます。 

  繰越しの内容につきましては、戸籍情報システム改修事業でございます。本事業は、国の制度改

正に伴い、本籍人の戸籍の付票に記載される氏名の振り仮名登録に対応するため、戸籍情報システ

ムの改修を行うものであり、繰越額は382万8,000円でございます。財源につきましては、全額国庫

補助金によるもので、村の一般財源負担はございません。 

  なお、国の仕様提示時期やシステム事業者側の対応スケジュール等により、令和７年度内での事

業完了が困難となったことから、令和８年度へ繰り越したものでございます。 

  以上、令和７年度一般会計繰越明許費繰越計算書についてご報告申し上げます。 

 

    ◎日程第 ８ 議案第３６号 令和８年度東京都利島村一般会計補正予算（第２号） 

 

〇議長（加藤大樹君） 日程を進めます。 

  日程第８、議案第36号 令和８年度東京都利島村一般会計補正予算（第２号）について議題とい

たします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 議案書27ページをお開きください。 

  議案第36号 令和８年度東京都利島村一般会計補正予算（第２号）につきましてご説明申し上げ

ます。 

  今回の補正予算は、年度内に必要となる事業を確実に実施するため、現時点で必要な予算措置を

行うものであります。あわせて、事業費の精査及び東京都補助制度の活用状況を踏まえ、歳入歳出

の整備を行うものであります。 

  今回の補正額は、歳入歳出それぞれ2,751万2,000円を増額し、補正後の一般会計予算総額を23億
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6,815万9,000円とするものであります。財源につきましては、東京都補助金206万2,000円を見込み、

不足分につきましては財政調整基金繰入金を充当するものであります。 

  主な内容でありますが、地域交流会館における利用環境改善のための空調設備工事、小学校施設

の維持管理及び教育環境改善のための施設改修工事を実施するものであります。 

  また、上下水道関連事業につきまして、事業費及び執行見込みの精査を行った結果、簡易水道事

業会計補助金が減額する一方、合併処理浄化槽事業会計補助金を増額し、必要額の再整備を行うも

のであります。 

  以上が補正予算の概要であります。 

  なお、詳細につきましては、事項別明細書をご参照いただき、ご審議の上、ご議決賜りますよう

お願い申し上げます。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。質問はございませんか。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 補正予算のところであえて金額について異議を申し立てるとかそういうこ

とではないのですが、補正予算をほかの予算のほうに繰り入れることがあるので、あえてここでご

質問というか、意見を述べさせていただきたいと思って登壇しました。 

  基金のほうからのお支払い、これのほうが発生しているというふうなことがこの補正予算の中に

はあり、実際には汚泥処理センターの工事費につながっているのですけれども、こういったお支払

いがあることにより補正予算、基金のほうからの出金が発生していることに対して、今現在、６月

です。当初の予算に組み込めなかったというところで、このことが発生しているのだと思うのです

けれども、こういった事例が発生していると思うのですけれども、この発生した経緯をちょっとご

説明頂戴できればと思うのですけれども、いかがでしょうか。 

          〔「次の議案かなんかで、あとは補助金出しているんで、実際の工事 

            とかは浄化槽会計の話になってしまっていて」「次で答弁する」と 

            と言う人あり〕 

〇３番（石野美由紀君） ちょっと迷ったのですけれども、でも補正予算が承認されるということは、

そちらにはもう予算が行くということなので、ちょっと迷ったのですけれども、どちらで聞こうと

思って。 

          〔「次の議案で」「一括で上程しちゃいますか。もしよろしければ」 

            と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） そうですね。それでしたら、一括上程で答弁する形にしてもよろしいでしょ
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うか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 次の議案と、その次も。 

          〔「そうですね」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 37号、38号を一括で上程して答弁をいただく。 

〇３番（石野美由紀君） 説明をしてもらって、補正予算の承認に当たるというふうな。 

          〔「一括質問」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 議案をまたいでやるのか。 

  38号、39号を併せて上程して、それに対して質疑をいただく、決を取る流れでよろしいでしょう

か。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） では、そのような形で進みますので、このまま議案を併せて上程いたします。 

 議案第36号に37号、38号を併せて上程いたします。 

 

日程第 ９ 議案第３７号 令和８年度東京都利島村簡易水道事業会計補正予 

           算（第１号） 

     日程第１０ 議案第３８号 令和８年度東京都利島村浄化槽事業会計補正予算 

           （第１号） 

 

〇議長（加藤大樹君） 令和８年度東京都利島村簡易水道事業会計補正予算（第１号）についてと、

令和８年度東京都利島村浄化槽事業会計補正予算（第１号）について、併せて上程いたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） それでは、一般会計との繰入れの関係から一括でご説明させていただきます。 

  まず、議案第37号 令和８年度東京都利島村簡易水道事業補正予算（第１号）につきましてご説

明申し上げます。 

  今回の補正予算は、簡易水道事業に係る事業費及び執行見込みの精査に伴い、必要な予算措置を

行うものであります。 

  補正の内容につきましては、収益的収入及び支出について、それぞれ1,745万5,000円を減額する

ものであります。これに伴い、営業外収益に計上しております一般会計からの補助金につきまして

も、事業費の精査結果を踏まえ1,745万5,000円を減額し、補正後の補助金額を１億3,526万9,000円

とするものであります。 
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  今回の補正は、予算執行状況を踏まえ、必要額を再整理するものであり、簡易水道事業全体の適

正な執行を図るものであります。 

  続きまして、議案第38号に参ります。令和８年度東京都利島村浄化槽事業会計補正予算（第１号）

につきまして説明申し上げます。 

  今回の補正予算は、浄化槽事業に係る事業費の増加及び執行見込みを踏まえ、必要な予算措置を

行うものであります。 

  補正の内容につきましては、収益的収入及び支出についてそれぞれ2,200万円を増額するものであ

ります。これに伴い、営業外収益に計上しております一般会計からの補助金につきましても、事業

費の増加等に対応するため2,200万円を増額し、補正後の補助金額を9,063万2,000円とするものであ

ります。 

  今回の補正は、浄化槽事業の適正な執行及び汚水処理体制の維持を図るものであります。 

  なお、詳細につきましては担当課長より説明いたします。ご審議の上、ご議決賜りますようお願

い申し上げます。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 石野議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  ご質問の内容に関しまして、浄化槽事業のほうの工事請負費に計上させていただいております。 

          〔「簡易水道の説明をしないと」と言う人あり〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 簡易水道。まず、簡易水道のほうから説明させていただきます。 

  簡易水道事業でございますけれども、議案書119ページ及び126ページを御覧ください。 

  議案書119ページ、第２条にある当初予算書第３条に定める収益的収支及び支出についての補正で

ございます。まず、収益的収支に関しまして、簡易水道事業について、営業外収益は一般会計から

の補助1,745万5,000円の減額補正を計上しています。 

  続いて、収益的収支に関しまして、簡易水道事業費用について、営業費用は当初予算で計上して

いた海水淡水化装置の借入れの見送りに伴う動力費、電気代の減額を150万円、海水淡水化等々の機

器の賃借料の減額1,599万5,000円、合計1,745万5,000円の減額となっております。 

  資本的収入及び支出について補正はありません。 

  以上が簡易水道事業会計補正予算（第１号）について説明をさせていただきました。 

  引き続きまして、浄化槽事業補正予算（第１号）について説明させていただきます。議案書127ペ

ージ及び135ページを御覧ください。 

  議案書127ページ、第２条による当初予算書第３条に定める収益的収支及び支出についての補正で

す。まず、収益的収入に関しまして、浄化槽事業収入について、営業外収益は一般会計からの補助

2,200万円の増額を計上しています。 
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  続いて、収益的収支に関しまして浄化槽事業費用について、営業外費用は汚泥再生処理センター

の修繕工事2,200万円の増額となっております。 

  資本的収入及び支出についての補正はありません。 

  以上、令和８年度浄化槽事業会計補正予算（第１号）について説明をさせていただきました。よ

ろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

          〔「先ほどの答弁」と言う人あり〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 先ほどの浄化槽事業の工事についての６月補正になった理由でござ

いますけれども、工事する内容については３月までに決まっていたところではございますけれども、

事業所からの見積りの提出が４月に入ってからの提出となってしまいまして、ちょっと大枠で予算

を組ませていただくこともあるのですけれども、今年度に関しては、今回ちょっと大枠で補正でき

ませんでした。そのため今回の補正で計上させていただいております。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ３月までに工事をすることが決まっていて、その後に金額が確定したこと

によって、当初予算に組み込むことができなかったということですが、工事が決まっていたのはい

つで、発注は金額が決まらなかったのでできなかったということでしょうか。工事自体はもう済ん

でいるのでしょうか。発注から見積りをいただいて、金額が確定して発注するのか、金額が未定で

も工事のほうが至急を要することでやったものなのか。見積りが間に合わなかった等のその辺の経

緯、何で計上ができなかったのかといったところも含めて、そして計上ができないけれども、概算

としてこういったことが、2,000万円というふうな大きな金額が補正予定があるというふうな含みを

事前に網羅できなかったことについて等のご説明をもう少しちょっと細部にわたって頂戴できれば

と思うのですが、経緯についてです。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 工事自体は、具体的に時期は、修繕の必要性というところもあると

いうところは３月までに分かっていたところでございましたけれども、見積書自体は４月に入って

からしか出てこなかったことがございまして、そちらのほうで計上は、具体的な額も今回分からな

いので、当初予算としての計上はできなかったいうところでございます。 

  来年度以降についてはなるべくもうちょっと前倒しで出してくれというところを事業者さんにお

願いさせていただいて、やっていきたいと思っています。 

  あとは、すみません。順番に１つずつでよろしいですか。何があったか、ちょっともう一回。 

          〔「工事はやってないのか」と言う人あり〕 
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〇環境建設課長（上野 崇君） 工事はまだ当然発注していないです。今回、予算認めていただいて

から発注をかけさせていただきます。 

  以上でよろしいですか。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 実際に３月末までに工事をやる必要があるというふうなことでしたが、工

事というか、８年の３月末までに工事が必要であるという認識はお持ちで、見積り依頼を既に出し

てあったが、見積りが届かなかったことによって、今届いた時点によって金額が確定したことによ

ってお支払いの額が確定し補正が組まれる。それで、これから工事をするということでしたが、間

に合わなかったということなのか、その発注のところが３月末では工事をやりたいという必要性は

あったということですが、もっともっとその以前に…… 

          〔「発注ではなく見積りです」と言う人あり〕 

〇３番（石野美由紀君） 工事の必要性があるということが分かっていたのが３月末なのか、もっと

以前で、見積りを依頼していたけれども、来なかったことによって予算への組み込みができなかっ

たということですか。工事の必要性と、見積り依頼を出したタイミングについてお分かりになるよ

うでしたらお教えください。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 前回の令和７年のところであれだったというのはあるのですけれど

も、毎年メンテナンスを、焼却施設でもそうですけれども、汚泥再生処理センターでもさせていた

だいているというところはあるのですけれども、メンテナンスをさせていただくところで修繕工事

必要だねということになっているのですけれども、その見積りが３月に間に合わなくて４月に出て

まいりました。当初予算に金額が固まっていなかったので、今回６月になってしまいましたけれど

も補正計上させていただいた。予算を認めていただければ、その修繕工事の契約行為を行って修繕

をさせていただきたいいうところで考えております。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ７年度中のメンテナンス予定については順調に行われ、８年度のメンテナ

ンスに対して、当初からこういうことをしなければいけないというふうに予測している項目につい

ての確定ができなかったことで見積りを出せなかったのか。それともやる項目は決まっていて、金

額の確認が取れなかったことで計上ができなかったのか、その辺についてちょっとお伺いできれば

と思うのです。 

  もう、来年度からなるべくそういうふうなことがないようにというふうなことだったので、それ
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については分かりましたので、今回、やはり急に壊れてしまって工事がしたいということではなく、

定期的なメンテナンスということであるならば、やはり今年度のメンテナンスの分に係る予算とい

うのは当初から分かっていたり、予測し得るものであったかと思うのです。要はプロセスです。そ

れについてちょっとお伺いしたいということで、要は発注をするための予算見積りを出したのがい

つ頃であるのか、業者がただ単に遅れたのか、その辺のスケジュールについてちょっと確認したい

と思います。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） ７年度中にメンテナンス入っていただいて、ここの修繕箇所は必要

ですよねという話になってきているわけですけれども、その見積り自体いただけたのが４月に入っ

てから、修繕工事自体の見積りいただけたのは４月に入ってからになってしまったところでござい

ます。そちら４月になってしまって、額がこのぐらいというところをいただけたので、今回、補正

計上させていただいております。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

          〔「質問している内容がご理解ができないのか、ちょっともう一回」 

            と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 業者からの見積りが遅れたということだというふうなところをご説明頂戴

しましたけれども、見積り依頼を出していること自体はいつなのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） すみません、今、具体的な日付、いつというちょっと分からないの

ですけれども、恐らく１月か２月かぐらいかと思うのですけれども、ちょっと具体的な日付はここ

だというのは分かりません。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ８年度の予定のメンテナンスをしなければいけないという箇所が明確に判

明しなければ見積りも出せないと思うので、その時点で毎年、次年度の計画を立てているけれども、

見積りが届かなかったことで、当初の予算に組み込めなかったというふうなことでしょうか。 

  いつもはもっと前の時点で予算に組み込むことを目標としてやることだったのでしょうか。いろ

いろそのできなかったことに対しては経緯があろうかと思うのです。メンテナンスの場所が確定で

きなかったとか、いろいろあろうかと思うので、その年その年によってなかなかスケジュールどお
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りにはいかないと思うのですけれども、通常のスケジュールと今年度はどのようにして違っていた

のかというところをちょっと確認させていただければと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 石野議員のご質問に答えさせていただきます。 

  毎年の話、メンテナンスは毎年発生する、メンテナンス含めての修繕工事という意味でちょっと

お答えさせていただきますけれども、毎年発生しているところでございますけれども、依頼も遅か

ったと言えば確かにそうなってしまうかもしれないですけれども、その中で事業者さんにお願いし

ていたところが、実際、当初予算の計上ですか、そこに間に合わなかったというのはございますの

で、この時期をなるべく前倒ししていって、当初予算に来年度以降は間に合わせたいというところ

はございますけれども、今年度についてはそこが予算計上のところ、当初予算としての計上に間に

合わなかったというところでございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ありがとうございます。経緯については分かりましたので、これでこの質

問は終わります。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了し、これより討論を行います。 

  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので討論を終了し、これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

  １つずつ決を取ります。次、37号について採決をお願いします。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって議案第37号は可決されました。 

  続いて、議案第38号の採決を取ります。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 
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  投票の結果、賛成５、よって議案第38号は可決されました。 

 

    ◎日程第１１ 議案第３９号 利島村固定資産評価審査委員会委員の選任につい 

           て 

 

〇議長（加藤大樹君） 日程を進めます。 

  議案第39号 利島村固定資産評価審査委員会委員の選任について議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 議案第39号 利島村固定資産評価審査委員会委員の選任についてご説明申し

上げます。 

  固定資産評価審査委員会は、固定資産課税台帳に登録された価格に関する審査の申出を処理する

重要な機関であり、その適正な運営体制を確保する必要があります。 

  このたび、固定資産評価審査委員会委員として森山武氏を選任いたしたく、地方税法第423条第３

項の規定により、議会の同意をお願いするものであります。 

  森山氏は、人格、識見ともに優れ、委員として適任であると考えております。よろしくご審議の

上、ご同意賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

          〔「採決のみでお願いします。人事案件だから採決のみでお願いしま 

            す」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） よろしいでしょうか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 異議なしと認めます。 

  それでは、このまま採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

 

    ◎日程第１２ 議案第４０号 利島村農業委員会委員の任命について 
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〇議長（加藤大樹君） 日程第12、議案第40号 利島村農業委員会委員の任命について議題といたし

ます。 

  本件につきましては、私自身が任命予定者に含まれておりますので、地方自治法第117条の規定に

より除斥に該当いたします。 

  このため議長を副議長と交代いたします。 

          〔議長、副議長と交代〕 

〇副議長（髙田竜次君） ただいまから議長の職務を行います。 

  議長加藤大樹君は、本件について地方自治法第117条の規定による除斥に該当いたしますので、退

席を求めます。 

          〔５番（加藤大樹君）退席〕 

〇副議長（髙田竜次君） 議長の退席を確認しました。 

  これより議案第40号 農業委員会委員の任命について議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 議案第40号 利島村農業委員会委員の任命についてご説明申し上げます。 

  農業委員会は、農地法に基づく許認可業務をはじめ、農地利用の最適化の推進及び地域農業の振

興に関する重要な役割を担う機関であります。 

  本村の農業の実績を踏まえ、地域農業に従事し、農地利用の適正化及び農業振興に関し識見を有

する者として石丸正美氏、片岡育真氏、加藤大樹氏及び池田夏絵氏を農業委員会委員に任命いたし

たく、農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定により議会の同意をお願いするものでありま

す。 

  各氏は、いずれも地域事情及び農業に関する知識、経験を有し、委員として適任であると考えて

おります。 

  よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願い申し上げます。 

〇副議長（髙田竜次君） こちらは人事案件ですので、質疑の省略をしたいと思いますが、よろしい

でしょうか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇副議長（髙田竜次君） 質疑、討論を省略いたしまして、これより採決を行います。 

  タブレットにて投票をお願いします。 

          〔投  票〕 

〇副議長（髙田竜次君） 投票を締め切ります。 

  賛成４、よって議案第40号は原案のとおり可決することに決定いたしました。 
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  議長加藤大樹君の除斥の事由が終了いたしましたので、入場を求めます。 

          〔５番（加藤大樹君）入場〕 

〇副議長（髙田竜次君） ここで議長を交代いたします。 

          〔副議長、議長と交代〕 

 

    ◎日程第１３ 議案第４１号 自走式クレーン車両テント倉庫整備工事 工事請 

                  負契約について 

 

〇議長（加藤大樹君） 日程を進めます。 

  日程第13、議案第41号 自走式クレーン車両テント倉庫整備工事 工事請負契約について議題と

いたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 議案第41号 自走式クレーン車両テント倉庫整備工事 工事請負契約につい

てご説明申し上げます。 

  本案は、自走式クレーン車両の適切な保管環境を確保し、機材の維持管理及び長寿命化を図るた

め、車両テント倉庫整備工事を実施するものであり、予定価格が議会の議決に付すべき契約に該当

することから、地方自治法第96条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は

処分に関する条例第２条の規定に基づき、議会の議決をお願いするものであります。 

  工事概要につきましては、自走式クレーン車両を保管するためのテント倉庫の整備をするもので、

風雨や塩害等による車両劣化の防止を図り、災害対応や公共工事等に必要な車両機能を安定的に維

持することを目的とするものであります。 

  契約の内容につきましては、契約の目的を自走式クレーン車両テント倉庫整備工事とし、契約方

式は特命随意契約、契約金額は１億3,970万円、契約の相手方は谷沢建設株式会社であります。 

  ご審議の上、ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。 

  １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） １番木村です。よろしくお願いいたします。 

  今回の特命随意契約についてですが、前回の不調に対しましての特命随意契約という理解でよい
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のか、特命随意契約の理由についてお示しをお願いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 木村議員のご質問にお答えいたします。 

  おおむねご認識いただいているとおりでございます。本工事につきましては入札を行いまして、

応札事業者が１者あったものの、昨今の中東情勢の影響を受け、入札不調となりました。本工事に

関しては、焼却施設建設事業の開始に向けて確実な施工、かつ迅速な対応が求められることもあり

まして、応札事業者と特命随意契約とさせていただいたところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

  ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） この自動式クレーンのテントについてですが、一応面積どのぐらいの大きさ

のものを造るのか、ご説明をお願いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） お待たせいたしました。井口議員のご質問にお答えいたします。 

  テント倉庫の面積なのですけれども、128平米になります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

  ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） 今、面積128平米ということをお聞きしたのですが、私のほうで一々計算する

のも面倒くさいので、縦横何メーターずつになるのか、また高さがどのぐらいあるのか教えてくだ

さい。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 井口議員のご質問にお答えいたします。 

  縦が８メートル、横が16メートル、高さが約６メートルになります。 

  すみません。高さを訂正させていただきます。高さは約７メートルです。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 
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〇３番（石野美由紀君） この承認を得た後に契約の運びになると思うのですけれども、契約を承認

後、承認した場合と言ったらいいですね。契約はいつを予定し、契約書の内容はもう検討済みでい

らっしゃいますでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  仮契約については５月21日に完了しているところでございまして、今議会での承認をいただき次

第、契約締結なので本日付で契約の予定でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 契約金額が１億3,970万円ということだったのですけれども、本契約の契約

書の書面に当たって、この金額がその時々の助成によって、金額が変わるかもしれないといったよ

うな、契約書の中にそのような文言を入れてあるとか、入れる予定が向こうから示されているとか、

そういったことはありませんでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  契約書上にはそういった文言は記載されておりません。今後、万が一工事費用等の変更があった

場合には議会にお示しする形になるかと思っています。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 契約について知識があまりないので何とも言えないのですけれども、今契

約をして金額が確定し、何ら突発事故がない限り、この金額で全ての金額が網羅されるということ

でしょうか。このテントの建設に当たって、ほかにも予算が今現在予定されているものがあるので

しょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  自走式クレーン車両のテント倉庫整備に係る費用に関しては、今お示ししている金額になってい

ます。 

  以上です。 
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〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 全てですということで、つまびらかに工事内容を全部ここで列挙してくだ

さいということはないのですけれども、これから整地、この会社との契約、それがどの範囲で、車

庫が立つまでの間に、そのほかにも必要な経費があるのでしょうか。もしありましたらば、概算で

も結構ですけれども、このような工事でどのぐらいの予算を見込んでいるとか、この先完成するま

での予算についてお教えいただければと思います。契約の範囲の工事内容と併せてです。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  本工事契約に含まれている範囲ですけれども、土地の聖地からテント倉庫を建てるまで必要な工

事になります。ほかに係る費用等は現在見込んでおりません。先ほども申し上げたとおり、今お示

ししている予算が工事費用になっております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） この契約の金額で全て網羅されるということですが、万が一というふうな

ことの懸念をお示しになったのですけれども、それは先のことで分からなく、情勢も加味した話な

のですけれども、そういった場合のことについてももう検討済みでいらっしゃるのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  情勢が全く読めない状況なので、特に今現状、検討はしていない状況です。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 情勢が見込まれてなくても、もしこの金額以上の金額となった場合の資金

手当てとか、資金繰りのスタンバイ、そういったことを考えておかなければいけないような状況下

でないということだったら構わないのですけれども、そういったことも懸念があるということであ

るならば、お支払いの期限がいつであるのか、そんなに長期的なものではないと思うのです。その

間にもし発生した場合に、今、財政状況が苦しい状況にあって、今何かする、そういったことが見

込めないので何も考えていないといったことであるのですけれども、今の情勢としてこの金額以上

の金額が来るかもしれないという懸念をどの程度お持ちになっていて、万が一来た場合にはどのよ
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うに資金手当てをしようかというところ、それをちょっとお考えになっていないということだった

のですが、もしそうなった場合にどうなさる予定で、どうなさるというふうなそのお考えが村長の

ほうにはおあかりになるのか、ちょっとお聞きしたいです。 

          〔「その件回答はしているかなと」と言う人あり〕 

〇３番（石野美由紀君） 契約は変わらないけれども、契約以上の金額になった場合ということを言

及するので。 

          〔「休憩」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 休憩を認めます。 

  暫時休憩とします。 

          （休憩 午前１１時２０分） 

                                           

          （再開 午前１１時３６分） 

〇議長（加藤大樹君） 再開いたします。 

  石野議員の質問の答弁から再開いたします。 

  執行部の答弁を求めます。 

  隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  現在、お示しさせていただいている契約金額で工事は進めさせていただきたいと思っています。

万が一工事費用等に増額等、減額等があった場合は、改めて議会にお諮りするようにいたします。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了し、これより討論を行います。 

  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了し、これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

 

    ◎閉会の宣告 
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〇議長（加藤大樹君） お諮りします。 

  本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。したがって、会議規則第７条の規定によっ

て、本日で閉会したいと思います。ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会は本日で閉会することに決定しました。 

  令和８年利島村議会第２回定例会を閉会いたします。 

  お疲れさまでした。 

                                   （午前１１時３９分） 
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